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　魔界タクシーのドラゴン姐ねえさんは、そのいかつい外見からは想像しにくいほど滑なめらかに着地した。

「また用があったら、いつでも呼ぶといいよ。アンタのことは気に入ったから、いつでもはせ参じてやるよ」

　大きなコウモリのような翼つばさが上下するのに合わせて、あたりの草木が一いつ斉せいに薙なぎ泳ぐ。同じように穏おだやかだった沼ぬまにも、さざ波のような水紋が描えがき出された。

「はい！　ありがとうございます」

「でもまあ、また転ころげ落ちられたらたまらないから、次回までにもうちっと空中飛行に慣れておいてくれると助かるよ。同業者にアタシの飛行がヘタだと思われたら心外だからねぇ」

「それは……ホントすみません。努力いたします」

「あはは。冗じよう談だんだよ。上得意のお客さんだから、大事にするよ。アンタには、口は悪いけど、金かね離ばなれのいいスポンサーがいるみたいだしねぇ」

　またしても、金きんのアンクレットで支払いをしてくれたのはナージャだ。

　――魔界のお金なんて持ってないからすっかり甘えちゃってるけど、いつかちゃんと返さなきゃ。

　でも、魔界の金利相場がわからない。魔界タクシーって、日本円にするといくらくらいなんだろう？　運転手さんたちの言い分から察さつするに、とても簡単に返せる額じゃないような嫌いやな予感がするけど、このボランティア活動が片付いたら、ちゃんと精算してもらおう。死ぬ気でバイト増やせば、なんとか返せる額であることを祈って。

「うるせーぞ、バァさん。無む駄だ口ぐち叩たたいてねーで、とっとと帰れ！」

「ナージャ！　失礼なこと言わないの！」

　思わず声を上げると、ナージャは叱しかられた犬みたいにシュンとなった。

「……リンリン……」

　それを見たドラゴン姐さんが、声を立てて笑う。

「すっかり尻しりに敷しかれてんじゃないか。それじゃ、神様も形かた無なしだねぇ。じゃあねぇ！」

「笑うな、バァさん！」

　ドラゴン姐さんは笑いながら上昇し、あっという間に夜空の彼方かなたに消えた。

　私はそれを見送ってから、ナージャを軽く睨にらむ。

「ナージャ。女性に対して、バァさんとか言わないの。失礼でしょう」

　ナージャは納なつ得とくがいかないようで、唇くちびるを尖とがらせる。

「だって、アイツ、軽く五百歳超えてんだぜ？」

「……ごっ!?　そんなに？　……あ、いや、でも、たとえ何歳でも、失礼なこと言っちゃダメだよ。わかった？」

「確かに。たかだか五百歳程度でバァさん呼ばわりされたら、僕なんかすごいジィさんてことになっちゃうからねぇ。ね、真ま鈴りんちゃん」

　――だから茨いばら木き、あなたは一体何歳なんですか!?　今の言い方だと、軽く五百歳オーバーってことですよね？　それよりなにより、微び妙みように頷うなずきにくい話を振られても困こまるんだってば。

「おい、変態吸血ジジィ。くだらねえことくっちゃべってねぇで、さっさと案内しやがれ」

　相変わらず失礼極きわまりない呼び方で声をかけてきたのは、ベルフェゴールさんだ。

　――なんだろう？　普通に名前呼んだらいけないって決まりでもあるのかな、悪魔には。

「えー。だから、変態でもジジィでもないって言ってるのに～。ひっどーい」

　抗議の言葉を口にしてるわりには、なんであんなにうれしそうなんだろう？　茨木って、ドＳかと思ってたけど、もしかしてドＭなのかも……。いや、もう、どっちでもいいけどさ。

「罵ば倒とうされたくなければ、それ相応の行動を取ればいいだけの話でしょう？　まったく、迷めい惑わく千せん万ばんな方ですね。無駄に歳としばかりとっても、いいことはないという証明そのものです。呆あきれてものも言えませんよ。世のため魔物のために、さっさと鬼き籍せきにでも入ったらどうですか」

　――いやいや、黄よ泉みさん。そんだけツラツラ言えてりゃ、なんの問題もないと思うけど、どうなんだろう？

「あれあれ～？　相変わらず意地悪なこと言うよねぇ、黄泉っちは。でも、鬼籍っていうなら、もともと鬼だしねぇ、僕。二度入りはできないんじゃないかなぁ」

「いえ。ただ単に、生を諦あきらめてはいかがかとお伝えしただけですが、回りくどい言い方では伝わりにくかったようですね」

「えー。あんまりじゃない、黄泉っち？」

「……ですから、その呼び方はやめていただきたいと、すでに二十三回ほどお伝えしたかと思いますが？」

　黄泉さんと茨木の間の空気が、みるみる凍こおりついていく。

「あれ～、そーだったっけ？　ごめんねぇ、黄泉っち」

　――しかも茨木、あきらかに、わざと煽あおってるし。

「……脳のうまで老化した相手には、なにを言っても無駄なようですね」

　――キツい。キツいよ、黄泉さん。

「あ、あのさ！　早く、累かさねさんとこ、行こうよ！　さっさと整形手術を思いとどまらせなきゃいけないんでしょ？」

　私は、これ以上険悪なムードにならないようにと、無理やり二人の間に割って入った。

　だって。ナージャとベルフェゴールさんのケンカと違ちがって、黄泉さんと茨木のケンカは、底知れなくて怖こわいんだもん。

　しかし場の空気を微み塵じんも読まずに、ナージャが言う。

「そーだよ。とっとと終わらせて早くリンリンちに帰って、リンリンの手作りカレー食おーぜ」

　――いや、だから、私の家に帰られても困るんですけど。

　そう思ってるのに。

「なっ！　リンリン！」

　白い歯をキランとさせて笑いかけられると、うっかり頷いてしまう自分がいる。

「……うん」

「わーい。カレーだ、カレェ～」

　――くっ！　どこまで人の目を眩くらませるつもりなんだ、性しよう悪わる魔物め！

　私は手の甲こうをつねって強ごう引いんに平常心を取り戻し、もう一度茨木に声をかけた。

「それで、茨木。どっちに行けばいいの？」

　茨木は、手にしていた煙管キセルの先で、すっと沼の先を指し示す。

「あっちだよ」

「よっしゃ！　行くぜ、リンリン！」

　ダッシュで走りだしたナージャの後を追って、私たちも歩きだす。

　そのさらに後うしろから、さも嫌そうなベルフェゴールさんと、面倒くさそうな黄泉さんがついてくる。

　――そこまで感情を顔に出すのは、いかがなものか。もう少し、オブラートに包んでまろやかな表現にしてもいいんじゃないだろうか、人として……。

　けれど、そこで相手が人ではないと思い出し、彼らに多くを求めることは諦めた。

　雑ざつ草そうが生おい茂しげっている中、獣けもの道みちを進む。それに合わせて鈴虫の羽は音おとがやんでは、再び鳴り響ひびく。

　ふと、隣となりを歩いていた茨木に聞いてみる。

「累さんって、『おいてけ～』で有名な、おいてけ堀ぼりの幽霊さんだよね？」

　茨木に聞いたのに、背後から鉄てつ拳けんが振り下おろされた。

「アホか、テメェは！」

　ズキズキ痛む頭を撫なでながら振り返ると、手しゆ刀とうを作ったベルフェゴールさんが渋じゆう面めんをつくっていた。

「痛いよ、ベルフェゴールさん。ＤＶは嫌われるよ。あ、身内ドメステイツクじゃないから、ただのＶか」

「やかましい！　テメェが、あんまりアホなこと言いやがるからだ！　『おいてけ～』は、本ほん所じよのおいてけ堀に決まってんだろ！　累がいるのは累かさねヶ淵ふちだ、このうすらバカが！」

　――わあ……。『うすらバカ』って言葉、十年ぶりくらいに聞いたよ……。『照れ屋さん』とか『きかん坊ぼう』くらいレトロな言葉だよね……。

　私がレトロな言葉を懐なつかしんでいると、ベルフェゴールさんは、さっさと離れていってしまった。どこまでも自由なお方だ。

　それにしても、おいてけ堀は東京だったのか。すっかりごっちゃになってたよ。

　うっかり反省しかけたけど、ふと我われに返る。

　――いやいや。知らなくてもいいよね、そんなことは。幽ゆう霊れい情報に詳くわしい女子高生の方が嫌だよ、普通！

　と、自分の無む知ちと勘かん違ちがいを棚たなに上げまくり、再び今度こそ茨木に質問した。

「累さんとはお友達なの？」

「うん、そう。僕が怪け我がしてこっちに来た時、助けてくれたんだ。ちょっとお茶ちや目めしたら、片かた腕うで切り落とされちゃってさ、京都からここまで避ひ難なんしてきたんだよねぇ、はるばる。玉のような僕のお肌はだに傷つけるなんてひどくない？　急いで腕を取り戻したからいいようなものの、あと一日遅おそかったらくっつかなくて、再生しなきゃいけないとこだったよ。見てよ、これ」

　しゃらりと袖そでを捲まくり上げた茨城の左腕には、ぐるりと一周ケロイドのようになってしまった疵きず痕あとがあった。白く細い腕だけに、とても痛々しい。

　――でも、再生できるんなら、取れたままでもよかったんじゃ？　むしろそっちの方が、キレイに治なおったってことは……？

　私の疑問を読み取ったのか、茨木は珍めずらしく苦笑した。

「再生はね、元のと違う腕になっちゃう可能性が高いんだよね。毛むくじゃらとか、鱗うろこが生はえてるのとか。だから傷が残る方で我が慢まんしたんだけど、おかげで半袖着られなくなっちゃうし、まいったよー。ま、行き倒れてたら累ちゃんが手当てしてくれたうえに着物貸してくれて、それ以降はこーゆー格好がお気に入りになったから、怪我の功こう名みようってやつだけどね」

　私は脱だつ力りよくしながら、当たり障さわりのない相あいづちを探す。

「……なんにしても、なんだか激しい出会いだったんだね」

　――凡ぼん人じんには計はかり知れないよ。いや、私と茨木たちとの出会いも、平凡とはいえなかったけどさ……。

「そりゃ、魔界だからねぇ。曲がり角でぶつかって出会ったりは、あんまりしないかなぁ」

「……うん、人間界でもそんな出会いはそうそうないと思うよ。それより、せっかくタクシーで来たのに、なんで歩いてるの？　累さんの家のそばで降ろしてもらえばよかったんじゃないの？」

　素そ朴ぼくかつ、もっともな疑問を口にしてみた。

　茨木は、すいっと立てた人差し指を左右に振る。

「えー。だってそしたら真鈴ちゃんと夜の散歩ができないじゃない？」

　――まさかのそんな理由かー！

「うそうそ。累ちゃん、よく引っ越すから、目もく測そくを誤あやまっただけだよ。累ちゃんが亡なくなった場所は鬼き怒ぬ川がわらしいんだけど、今はこの沼のほとりで優ゆう雅がな一人暮ぐらししてるんだよねぇ。でも日替わりで家の場所が移動するから、この沼自体が累ヶ淵って言われるようになっちゃったんだって」

　――移動する家で、優雅な一人暮らし？

　それって、私の中の幽霊のイメージとあまりにもかけ離れてるんですけど。

「そもそも一人暮らしじゃない幽霊とかいるの？」

　なんとなく聞き返すと、茨木は整った顔に艶あでやかな笑みを浮かべた。

「そりゃ、いるよ～。たとえば座ざ敷しき童わらしは、赤い着物を着た小さな女の子が定番だけど、夫婦連れの座敷童もそこそこ有名だよ？」

「え？　結婚してても『わらし』なの？」

「うん。それに、雪女の雪ゆきちゃんは、旦だん那なさんと子供と暮らしてるしねぇ」

「座敷童とか雪女って幽霊なの？　妖よう怪かいじゃなくて？」

　私が挙きよ手しゆして質問すると、茨木は少し困ったように眉まゆを寄せた。

「あ、そっか。人間はそういうよくわかんない区分をするんだよねぇ。幽霊……幽霊ねぇ……あ、そうだ。お菊きくちゃんとお岩いわちゃんは、四よつ谷やのマンションに一緒に住んでるよ。『ひどい男に水に沈しずめられた仲』繋つながりで」

　――それはもしかしなくても、番ばん町ちよう皿さら屋や敷しきのお菊さんと、四谷怪談のお岩さんなんだろうな……。

「……それはヘビーな縁えんだね」

　私は思わず、しみじみと感想を漏もらしてしまった。

「うん。それをいうなら累ちゃんも同じ境きよう遇ぐうなんだけど、累ちゃんは誰だれよりも繊せん細さいだから、悲しみを誰かと分かち合うとこまでいけないみたいなんだよね。一年の半分以上は引きこもってるくらいだし」

「そっか。それはちょっと大変だね」

　茨木は小首を傾かしげて私を見た。さも不ふ思し議ぎそうに。

「ふうん。真鈴ちゃんは『かわいそう』って言わないんだね」

　私はこっくりと頷く。

「うん。私、かわいそうって言葉、好きじゃないんだ」

「どうして？」

「小さい頃からいっつも、『かわいそうにねぇ』って言われ続けてたから。ウチ、お父さんいなかったけど、その分お母さんができるだけ一緒にいてくれて楽しいことばっかりだったし、ぜんぜんかわいそうなんかじゃないのにね」

　茨木はなにも言わずに、ただ頷いてくれた。

「お母さんがいなくなった時、それまで以上に『かわいそう』って言われたけど、やっぱりすごく嫌だった。かわいそうかどうかなんていうのは本人が決めるもので、人に決めつけられたくなんかない。だから私はできるだけ使いたくないんだ。……ただの意地だけど」

「そうだねぇ。『かわいそう』って、一見やさしい言葉みたいだけど、一方的に使われると優ゆう越えつ感かんが見えたりするし、実はすごく冷たい言葉かもしれないね」

「そんなふうに言う人、初めてかも」

　この話をすると、大抵ひねくれてるって言われてしまう。だから、あんまり人に話さないようにしてきた。

「そう？　そういう考え方があるんだってことはわかるからね。でも僕自身は『かわいそう』って言葉、嫌いじゃないよ。少しでも関心があるから出る言葉でしょう？　たとえそれがただの同情でも、僕は無視されるよりずっといいな」

　茨木の言葉を反はん芻すうしてみる。

　そんなふうに考えたことなんかなかった。

　足を止めて茨木を見上げると、茨木も同じように足を止めてくれた。

「そっか。……そういう考え方もあったんだね。なんか私、かたくなに嫌だって思い込んでたみたい」

「ふふ。それは真鈴ちゃんが強い子だからだよ。僕は弱いから、誰かにやさしくされるのが好きっていうだけ」

　茨木はそう言って、私の頭を撫でてくれた。

　古本屋で零れいさんと会った時のことを思い出してしまい、なんだか赤面してしまう。

　なんだろう。ずっと背負ってた荷物を下ろしたみたいな安あん堵ど感かんが胸に広がる。

「あれぇ？　もしかして、今の言葉に感かん銘めいとか受けて、感謝の印しるしに献けん血けつとかしたくなっちゃった？　いいよ～。たとえ五〇ccでもありがたくいただくよ？」

　茨木にきゅうっと抱き込まれてしまう。

「ちょ？　茨木!?　なにして……放してってば……！」

　腕を振りまわすけど、微塵も揺らぐ気配はない。

　普段妙みような女装（？）してるから油断してたけど、なに、このバカ力！

「んふふ～。ワタワタしちゃって、かーわいーの」

　頭ず上じようから降ってくる声は、ものすごく楽しげだ。すっかり遊ばれているらしいことに気づいて抵抗をやめたら、今度は不満そうな声が響いてきた。

「なになに、もう抵抗おしまい？　それじゃ嗜し虐ぎやく欲よくが満たされないよ、真鈴ちゃん」

「……そんなものを満たすつもりはありません。あしからず」

　冷たく言い放つと、やっと拘こう束そくが解けた。

「ちぇー。つまんないのー」

「それは私の台詞せりふです」

　いきなり、大きな爆ばく発はつ音おんと、なにかが勢いよく空くうを切る音がした。

「クソ吸血鬼！　なに、くだらねぇことくっちゃべってんだ。さっさと案内しやがれ」

「そこのお年寄り。変態行為は、後にしていただけませんか？　団体行動の迷惑です」

　ベルフェゴールさんの銃じゆうから漂ただよう硝しよう煙えんの香りと、黄泉さんの鎌かまを構えたポーズから察するに、茨木は二人からの銃撃と鎌攻撃を一斉に受けたらしい。

　攻撃された場所から一瞬で逃げて、今は私の背後に隠かくれてるけど。

「テメェ！　リンリンを盾たてにして逃げるとは、男の風かざ上かみにも置けねぇ野郎だな！」

　いつの間に戻ってきたのか、ナージャもすっかり戦せん闘とうモードだ。

　――うん、確かに。逃げるのはいいとして、なぜ私を盾に……？

「ぶっ殺す！」

　言い放ったナージャの口の端はしから、長く鋭するどい牙きばが覗のぞく。

　――なんか変身しかかってるし！　それに、なんでこんなに仲が悪いかな、もう。

　魔界の広い場所とはいえ、あのちょっと怖い龍りゆうの姿になられたら困ると踏ふんだ私は、大きく深呼吸してからみんなの間に割って入った。

「ブレイクブレイク。はい、皆さん、落ち着いて～」

　そんなわけで、みんなを無理やり落ち着かせたあと、やっと私たちは累さんの家を訪たずねることができた。

　　　　　[image: ]

「わたしを止めたら、末代まで祟たたってやるから！」

　まるでモデルルームのような白はく亜あの一戸建ての居間に、そんなおっかない言葉が反はん響きようする。

　累さんが挨あい拶さつも早そう々そうに言い放った、世にも恐おそろしい脅おどし文もん句くだ。

　――うん、なんか一ひと筋すじ縄なわじゃいきそうにないよ、美容整形手術を止めるの。

　てっきり古い日本家か屋おくか、もしくはわらぶき屋根のほったて小屋を想像していた私は、累さんの家を見るなり絶ぜつ句くして、その居間に通されたあとも言葉を発せずにいた。

　だって。意外性ありすぎでしょ。

　伝説の幽霊が、こんな洒落しやれた部屋で優雅な一人暮らしだなんて。

　しかも、着物姿を想像してた累さんは、やけにかわいいギャル服着てるし……。

　――あれ、私のワードローブよりあきらかに今どき仕様だよ。

　しかもやたらスタイルがいいので、着こなしの難しそうなマルチボーダーのレギンスやティアードスカートが見事なほどに似合っている。

　けれど、その顔は、長い前髪に隠されていて見えない。こっちからも見えないけど、本人も周りが見えないんじゃないだろうか。

　幽霊に会うからと緊きん張ちようしきっていた私は、すっかり気が抜けてしまった。だって、透すけてもいなければ、足がないわけでもないし。普通の人間にしか見えないんだもん。

　タマ君も同様なのか、リュックから抜け出すなり、部屋の隅すみの長なが椅い子すの上でまったりくつろいでいる。

　とはいえ、累さんだけは絶ぜつ賛さんエキサイト中だ。

「閻えん魔まさまの言うことなんか聞かない！　なんでキレイになったらダメなの？　ずっとずっと我慢してたけど、もうヤなの！　お化け粧しようしたりしたいの！」

　ソファーから立ち上がった彼女は、キレイにネイルアートした指先で握にぎり拳こぶしを作った。

「残念ながら、魔物としての矜きよう持じをなくされたようですね。どうしても嫌だとおっしゃるなら、いっそ整形程度では修復できないほどの傷をつけて差し上げますが、いかがです？　あぁ、そんなことより、いっそ首から上を切り落として差し上げましょうか？」

　――ちょっと、黄泉さん、なに言っちゃってんのー!?　怖すぎるよ！

「ガタガタ言うなら、この家の下に生き埋うめにしてやろうか？　そんなら、顔なんかどーでも関係ねぇだろうが。ぁあ？」

　――ベルフェゴールさん、あんたもか！　どこまで非ひ道どうなわけ!?　この悪魔ー！

「顔なんかどーでもいいじゃん。オマエ、スタイルいいんだし。胸もデカいし」

　――爽さわやかな顔して、どこのセクハラオヤジだ、ナージャ！　つか、どんだけ胸拘こだわりなんだ！

　内心でツッコミ疲つかれてゼイゼイしていたら、当人である累さんの怒いかりが爆発した。

「うるさいうるさいうるさーい！　もう、わたしのことは放っておいてよ！」

　――うん、至し極ごくもっともな意見だと思うよ、累さん。

「落ち着いて、累ちゃん。あのねぇ、どうして急に整形したくなったの？　恋でもした？」

　茨木の言葉に、私は顎あごが外はずれそうになった。

　――幽霊が恋!?

　それは、考えたこともなかった動機だ。いやでもまあ、そういう差別はよくないよね、うん。

　図ず星ぼしだったようで、累さんはへたりとソファーに座り込んでしまった。耳や指先が真っ赤になっているところからすると、顔も真っ赤なんだろう。なんかすごくかわいい人なのかも。

「そっかぁ。それなら仕方ないよねぇ。キレイになりたいもんねぇ」

　茨木の言葉に、ほかの三人が目を剝むく。

「バッカかテメェは！　止めにきたのに応おう援えんしてどーすんだよ！　脳のうが沸わいてんだろ！」

「そこの老ろう齢れい吸血鬼。止める立場のくせに推すい奨しようするなど言語道断。血ち迷まよったのですか？」

「なに言ってんだよ、オッサン！　整形されたら、リンリンの契約解けないじゃんか！」

　見事としか言いようのないほどの、怒りの輪りん唱しようだ。

　けれど茨木は、それをあり得ないほどあっさりと受け流す。

「えー。だって、恋したら誰だって相手にキレイだって思われたいでしょ？」

　――いや、そりゃそうだろうけどさ。

「累ちゃんは今のままでも十分キレイでかわいいけど、もしもコンプレックスを感じてるところがあって、技術的にそれを治すことができるんなら、治せばいいと思うよ。だってそしたら、今まで以上に楽しく生きられるでしょ？　……あ、累ちゃんの場合、もう『生きてる』わけじゃないけどさ」

　茨木は、「ね」と累さんに笑いかけた。

　累さんの指先が、それまで以上に赤くなる。

　――なんか、わかっちゃったかも。累さんの好きな人……。

「質問！　累さんが整形したら、魔界ではなにか困ることでもあるの？」

　出された課題だからクリアすることだけ考えてたけど、よく考えたら、狼おおかみ男おとこの狂きよう犬けん病びようを治すのとは違って、こっちは別に無理にやめさせる必要はないんじゃないかと思えてきた。

　なので聞いてみたわけだけど。

「それは魔界の秩ちつ序じよのためでしょう？　閻魔大王がそう決めたのなら、それに従したがうのが筋すじではないかと思いますが、それがなにか？」

「それがなにかって、黄泉さんは変だと思わないの？」

　黄泉さんは瞳ひとみを眇すがめたあと、呆れたようにため息をついた。

「それが魔界のルールというものです。人間界では殺人が罪つみでしょう？　それと同じようなものです」

　――そのたとえは、どうなんだろう……？

　でも、そうか。閻魔様のルールは絶対なのか。ということは、茨木と私の考え方が異い端たんだということなんだろう。

　でも、いくら課題だからって、納得できないことをするわけにはいかない。

　それにはまず、本人に詳しく話を聞いた方がいいよね？

「あのっ！　私、ちょっと累さんとお話がしたいなー！　……なんて……ね」

　そう切り出すと、みんなの視線が突き刺さってきた。話の腰こしを折るなとでも言いたげだ。

　いや、でもここで怯ひるんでる場合じゃない。

「あの、累さんさえよかったら、ちょっと二人でお話ししませんか？　同性同士ってことで」

　累さんが頷いてくれたので、私は彼女の手を引いて居間を出た。

　累さんが片方の足を引きずっているのに気づき、私は速度を落とす。

「どこか、静かに話せるところってありますか？」
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　累さんが案内してくれたのは、沼のほとりに据すえられたベンチだった。

　並んで座って、月明かりに浮かぶ沼の水面みなもを見つめる。

「ホントだ。静かですね、ここ」

　累さんが小さく頷く。

「あの、今さらですけど、私、林りん藤どう真鈴っていいます。真鈴って呼んでください」

　累さんが再び小さく頷く。

　ふいに、風が累さんの長い髪を一筋攫さらっていった。

　その合間から見えた、変色した肌の爛ただれ具合に、私は思わず息をのむ。

「……怖いでしょ？」

　累さんの呟つぶやきに、私は首を横に振った。

「ごめん、なさい。ちょっと驚おどろいちゃったけど、でも怖くはないです」

「……噓うそ。そんなの噓。わたしは怖いもの。自分で鏡かがみを見るのだって怖い。それを他人が怖く思わないはずなんかないもの」

　長い髪に覆おおわれた頰ほおを、涙が伝い落ちる。

　私は累さんの手に指を重ねて、思ったことを伝えた。

「ホントはね、累さんに会うまでは怖かったんだ。私、幽霊って怖いって思ってたから。でも、会ってからは全然怖くないよ。だって、累さんは普通の女の子でしょ？　洋服にも爪つめにもそんなふうに気を遣つかってすごく素す敵てきだと思う。そういうとこ、私の友達に少し似てるよ。だから怖くなんかないし、二人でいても平気」

「……ホント？」

「うん」

　私が頷くと、累さんは深く長い息をついた。

「ありがとう。……でも、わたしが手術したら、困るんでしょう？　あなたも、茨木さまも」

「ああ、課題だから？　でも、それはいいよ。だって、累さんのことだもん。私や茨木がどうこう口出しできる話じゃないよ」

「……ぎ……しゃ」

　風の音で累さんの声がかき消されてしまった。

「え？　累さん、今なんて……？」

　ひゅうっと吹ふき抜けていく風が温度を連れ去ったみたいに、あたりの気温が一瞬で低下する。

「偽ぎ善ぜん者しやって言ったの。聞こえなかった？」

　今度の声は、くっきりと聞き取れた。けれど、なにを言われたのか一瞬で理解することができない。

　――ぎぜん、しゃ……？

　言葉の意味を読み取った瞬間、全身に悪お寒かんが走った。

「かさね、さん？」

「……偽善者。……嫌い。大っ嫌い！」

　累さんの髪がしゅるりと伸び、意思を持った生き物のようにうねりながら私の首に巻き付いてくる。

「……っ……かさね……さん!?」

　やめてと言おうとしたけど、そのまま噎むせ込んでしまう。

　声を出せないどころか、息すらできない。












　巻き付いた髪は、容よう赦しやなく私の首を絞しめ上げる。

「アンタなんか大っ嫌い！　なんのコンプレックスもないみたいな顔して、わたしのこと、かわいそうだとでも思ってるんでしょ？」

　――思ってない。

　そう言いたいのに、たったそれだけの言葉を口にすることができない。

　触れられた首筋から、悲しい感情が流れ込んでくる。

　厄やつ介かい者もののように自分を見る、両親の冷たい目。

　醜みにくかった兄の生まれ変わりだといって、ことあるごとに蔑さげすむ村の人たち。

　やっと巡めぐり合った伴はん侶りよの裏切り。

　突き落とされた冷たい川底で、必死にもがいている自分。

　思うように足が動かせず、それっきり意識が遠くなり……。

　それらが、テレビの画面でも見るように、リアルな映像として脳のう裏りに浮かんだ。

「嫌い、嫌い、きらい、キライ、キライ、ダイッキライ！　オマエナンカ、死ネバイイ」

　かわいらしかった累さんの声が、獣の咆ほう哮こうのような掠かすれたものに変わっていく。

　変色し爛れた顔が、すぐ目の前にあった。

　髪を振り乱し、目を充血させ、歯を剝いている。

　それはかつて見たこともないほど恐ろしい容よう貌ぼうだったけど、それを怖いとは思わなかった。

　怖いと思ったのは、空くう洞どうのように真っ黒になってしまった彼女の心だ。

　――だめ！　帰ってきて！　そうしないと違うモノになっちゃう！

　そう思った私は、開いた右の手のひらを彼女の胸に当てた。

　手のひらの中央が熱を孕はらみ、熱くなる。

「ナニヲスル！　サワルナ！」

　累さんが私の手を振り払おうとする。

　――だめ。離したらいけない。

　自分でもなにをどうしたいのかわからないまま、必死で累さんの胸に手のひらを押しつける。

　――お願い、帰ってきて！

　突然あたりに閃せん光こうが走り、触れていた手のひらが感電したように弾はじけた。

　累さんの髪の拘束が解け、私は地面に倒れ込む。慌あわてて大きく息を吸うと、そのまま噎せ込んでしまった。

　やっと人ひと心地ごこちついたところで、右手がビリビリと痺しびれていることに気づく。

　無意識に首をさすっていた手を広げてみる。

　泥どろで汚よごれた手のひらは、薄うす闇やみの中で青白い不思議な光を発していた。まるで皮ひ膚ふの内側に、ＬＥＤのライトでも仕込んでいるみたいに不自然な光だ。

「……なに、これ……」

　それはどんどん薄うすくなり、やがて見慣れたいつもの手のひらに戻った。

　しばらく呆ほうけたように自分の手のひらを見つめていたが、苦しそうな息づかいに気づき、慌てて意識を取り戻す。

　――そうだ。累さんは？

　視線を走らせると、累さんは少し離れた木のそばに座り込んでいた。

「累さん！」

　駆かけ寄って声をかける。伸ばした手は振り払われてしまった。

「嫌い。アンタなんか嫌い」

　顔は再び髪に覆われてしまって見えないけど、その声は、元の累さんのものだ。

　――よかった。

　罵倒されてるっていうのに、安堵の息が漏れた。

「キレイな子なんか嫌い。みんな化け物みたいになっちゃえばいい。そうしたら……」

「そしたら、なに？」

　私は累さんの言葉を遮さえぎった。

「そしたら……」

「みんながみんな醜かったらいいの？　そうしたら、茨木があなたのことを好きになると思う？」

「それは……っ」

　累さんは言葉に詰つまり、そのまま嗚お咽えつを漏らした。

「茨木、言ってたでしょ？　累ちゃんは今のままでも十分キレイでかわいいって」

「それは、茨木さまがやさしいから……」

「うん。茨木はやさしいよ。でも、照れて赤くなってる累さんは私にだってかわいく見えた。でもね、さっき襲おそってきた時は、違う人みたいで少し怖かった」

『怖い』という言葉は、累さんにとってのＮＧワードなのだろう。小さな肩が目に見えるくらいにビクンと震ふるえた。

「……やっぱり、怖いんじゃ……」

「そりゃ、怖いよ。あんなふうに首とか絞められたら。累さんだって、こうされたら怖いでしょ？」

　累さんの首に手を当ててそっと絞める真ま似ねをすると、累さんは身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「ほらね？」

　私は手を離して、自分の前髪をかき上げた。

　私の手の動きを視線で追っていた累さんが、息をのむ。暗い中だけど、なんとか見えるみたいだ。

「あなたのに比くらべたらたいしたことないかもしれないけど、コンプレックスなら、私にだってあるよ。これね――」

　私は眉み間けんにあるだろう痣あざを指さして続けた。目を縦たてに描かいたような、青い不ぶ気き味みな痣だ。

「これね、生まれた時からあるの。目みたいで怖いでしょ？　小さい時はいじめられてばっかりだった。一生これがあるのかと思ったら嫌で嫌で、カッターで切り取ろうとしたこともあるんだ」

　私は髪を下ろして、それを隠した。

「でもね、そしたらお母さんが、それなら整形して取ればいいって言ってくれたんだ。『今はまだ小さくて無理だけど、成人して顔の大きさが固定したら手術しよう』って。そしたらね、心が軽くなったんだ。――ずっとこれをつけてなくていいんだって思ったら、ホント楽になったの。だからね、累さんの気持ち、ちょっとだけだけど、わかるよ」

「……今は？」

　累さんが、か細い声で聞いてきた。

「今？　それがね、あんなに嫌だったのに、最近はあんまり気にならなくなっちゃったみたい。前髪下ろしてればそうそう見えないし、すごく困ったらその時消せばいいかなって。それにね、この痣のせいで私、刺いれ青ずみとか大っ嫌いだったんだけど、今、それどころじゃなくなっちゃってさ。見てよ、これ」

　私はスカートを捲り上げてみせた。

「……それ、契約のサイン……？」

　魔界の住人だけあって、話が早い。

「そ。しかもね、四重契約なんかしちゃったから、ほかに三つもあるんだよ、似たようなのが。ひどいと思わない？　これ消すには魔界横断の旅しなきゃいけないっていうし、なんかもう、誰にどう愚ぐ痴ちればいいんだか。ホント最悪……」

　大きなため息をつくと、累さんがクスクスと笑い声を立てる。

「真鈴さんて、変な人だね。人間じゃないみたい」

　内容とは裏腹に、その声はとてもやさしい。

「それ、褒ほめ言葉に取っていいの？」

「さあ？　お好きなように」

　それから私たちは二人で笑い合って、そのまましばらくたわいもない話をし続けた。
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　朝方、少し寝ようかということになって、累さんが一部屋貸してくれた。

　さすが広い一軒家は違う。

　タマ君は、居間のソファーがお気に入りみたいで、熟睡じゆくすいしてたからそのままにしておいた。

「あー。なんか一人でこんなキレイな部屋とこんな大きなベッドを使えるなんて、うれしすぎるかも……。累さん、ありがとう！」

　淡あわいピンクで統一されたかわいらしい部屋を堪たん能のうしていると、ふいにノックの音がした。

「はい？」

　累さんかと思ったのに、入ってきたのは茨木だった。

「真鈴ちゃん。ちょっとだけ、入ってもいい？」

「なに、遠えん慮りよしてるの？　入れば？　人のベッドの中にだって勝手に入り込んでくるくせに」

「えー。だって、雑ざ魚こ寝ねと深夜部屋に入れてもらうのとじゃ、意味合いが違うでしょ～？」

　――確かに。

「じゃあ、話は明日ってことで」

　あっさり言って、ドアを閉める。

　文句のひとつでも聞こえてくるかと思ったのに、ない。

　おかしいなと首を捻ひねっていると、背後から声が聞こえた。

「真鈴ちゃん、早く早く～」

　見れば、廊下にいるはずの茨木がベッドの上でくつろいでいる。

「…………っ！　いつの間に！」

　問いつめたかったけど、時間の無駄っぽいので諦めた。やむなく、椅子を引いてきて、ベッドの茨木に向かい合う。

　なんの用なのか尋たずねようとしたら、茨木が口火を切った。

「真鈴ちゃん、ありがとう」

「……なにが？」

「今、累ちゃんと話してきたんだけど、すごくうれしそうだった」

「私、なんにもしてないよ」

「うん。真鈴ちゃんがそう思ってても、相手は違うこともあるでしょ？　累ちゃん、もう何百年も笑ったことなかったのに、笑って『おやすみ』って言ってくれたんだよ」

「……それは、茨木だからだよ」

「ん？　僕だと、どうして笑うの？」

　私は、思わず口元を手で塞ふさいだ。

　――累さんが誰を好きかは本人の口から言うべきで、私が言っていいことじゃないよね。

「な、なんでもない！」

「ふーん？」

「ただの言い間違い！　言葉の綾あや！」

「……ふーん。絶対噓だろうけど、まあ、いいや」

　あっさり諦めてくれたことはうれしいけど。なんかその言われようが引っかかる。

　しかも、妖よう艶えんな笑みとか浮かべながら言われると、腹も立つ。

　そんなわけで、ヤブヘビを覚かく悟ごで問いただしてみた。

「む。なんで絶対噓なの？」

　茨木は、それまで以上に艶あでやかな笑みを浮かべる。

「だって真鈴ちゃん、噓ついたり、言いにくいことを口にしなきゃいけない時、すっごくわかりやすいんだもん」

　――噓!?

「『魔界に行きたくない』って言った時とかも、そうだったしね～」

「……なに？　どんなクセ？　直すから教えて！」

「ダーメ。そしたらおもしろくないじゃない。真鈴ちゃんはわかりやすいのが美び徳とくなんだから、そのままでいてくれなくっちゃ」

「えー！　なにそれ！」

　ブーブー文句を言うと、するりと近づいてきた茨木に抱き込まれてしまった。

　いかにも高価そうな和風の香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「ちょっと、茨木なにしてんの!?　放してよ」

　手を振りまわすけど、余計キツく抱き込まれてしまった。

「ダーメ。こんな夜中に男を部屋に入れるのがいけないんだよ。反省しようねぇ」

　そんなこと言うけど、どうせまた、犬か猫でもかまう程度の気持ちなんだろう。

「勝手に入ってきたくせに！」

「吸血鬼の僕は、初めてのおうちと一緒で、初めてのお部屋も、主あるじの許可がないと入れないんだよ？　さっきも真鈴ちゃんが最初に『入れば？』って言ってくれたんじゃない」

「そんなの忘れてたよー！」

　しかも茨木って女装してるし言葉もやわらかめだから、なんとなく警戒心が薄れるっていうか……もっと端たん的てきに言うなら、同性の友達とか近所のお姉さんみたいなんだもん！

　本人にはとても言えない言い訳をしながら、茨木の胸をグイグイ押し返していると――。

　私の目の前――茨木がいた場所に、サクッと大鎌が突き刺さった。

　――ええええええええええええええ!?　なにこれ？

「ちょっとお！　いきなりの暴ぼう力りよくはどうかと思うなぁ、黄泉っち」

　いつの間にかベッドの上に移動した茨木が、なぜか体育座りで文句を言う。

　――え？　黄泉さん？

　見れば鎌の先には、黄泉さんがいた。

「油断も隙すきもありませんね。契けい約やく保ほ留りゆうの相手を色仕掛けで籠ろう絡らくでもするつもりですか？」

　――え？　そんな危険な事態だったの、今!?

　黄泉さんは混乱する私を一いち瞥べつした。それも路ろ傍ぼうの石でも見るみたいに。

「林藤真鈴。あなたもあなたです。男性経験がないならないなりに、少しは貞てい操そう観かん念ねんでも持ったらいかがです？　まったく、ふしだらな」

　――『ふしだら』っていうのも、なんかやけに古めかしい言葉だよね……。よもや、自分に対する表現として使われるとは、思ってもみなかったけど。

「私は尻の軽い女性は好みません。自じ重ちようしてください」

「はぁ。それはとんだ失礼を……」

　詫わびの言葉を呟くが、我ながら心の籠こもってなさマックスだ。

　それでも、黄泉さんは鷹おう揚ように頷く。取りあえず、立てておけばご機き嫌げん麗うるわしいんだろう。

　なんかいろいろ納得いかないけど、眠いし、ここはさっさとお引き取り願おう。

　茨木にも黄泉さんにも――と、思った直後、別の声が聞こえた。

「バッカじゃねぇのか。クソ死神。女は……特に人間の女っていうのは、淫いん乱らんでどうしようもねぇ生き物なんだよ。平気で相手を裏切るしな。そんなことも知らねぇとは憐あわれだな」

　ベルフェゴールさんだ。黄泉さん同様、いつの間に部屋に入ってきたんだか。

　――いやいやいや、それより！　私の聞き間違いじゃなければ今の罵倒は、人間の女全体を引き合いに出しながらも、実は私のことを言ってませんでしたか？

　そこまで言われるようななにかを、私は自分でも知らないうちにベルフェゴールさんにしたんでしょうか？　四重契約したことを、そこまで怒おこってるとか？　それとも、ベルフェゴールさんの憎にくんでるファタを美お味いしいって言ったこととか？　一体、どれ!?

「憐れ？　憐れなのはあなたの方でしょう？　遠い昔の出来事でいつまでもウジウジと。人間が浮気をしたらなんだというのです？　人間というのは、子孫を残すためにそういうふうにできているんです。そのくらい理解したらどうです？」

　――えー？　まさかのお説教？　黄泉さん、さっき私に向かって『尻軽は好かん！』とかなんとか言ってなかったっけ？　あれ、私の空耳？

「テメェこそ、貞操観念持てとか説教垂たれてたじゃねぇか。ありゃ、俺の空耳か？」

　――ナイスツッコミだよ、ベルフェゴールさん！

「言いましたがそれがなにか？　人間が、相手を裏切り浮気などをするあさましい生き物なのはわかっていますが、それが原因で病気を伝う染つされたりしたらたまらないので自重しろと言ったまでです。――まぁ、私には関係のない話ですが。それより、あなたの人間嫌いこそ、どうにかなりませんか。子供の駄だ々だのようで不ふ愉ゆ快かいです」

　――黄泉さん、どうやるとそんな棘とげのみの言葉が吐はけるんですか？

　それにしても『人間嫌い』……？　ベルフェゴールさんが？

　私が首を捻っていると、黄泉さんが解説をしてくれた。相変わらず、つっけんどんに見えて、実はマメなお方だ。

「魔界だけでなく、人間界でも有名な話です。彼は遠い昔、悪魔仲間と賭かけをしたんですよ。『幸福な結婚はありえるか』という主題のね」

「なにそれ？」

「言葉のとおりですよ。あるはずのないものを信じて、勝手に観察し、勝手に失望したんですからお笑いぐさです」

　――いや、だから黄泉さん、言葉にはぜひともオブラートを……！

「……うるせぇ。勝手なこと言ってんじゃねぇ、クソ死神！」

「『幸福な結婚』などあるはずがないのに、あるかもしれないとチラリとでも考えたあたり、実はずいぶんと人間びいきの悪魔ですよね、あなたは。観察対象は何組いたんです？　噂うわさでは千以上と聞いています。それから、最後の一組の奥さんが、あなたを誘ゆう惑わくしたともね。潔けつ癖ぺき症しようはその時からですか？　手袋まで必要とは、本当に憐れなことですね」

「黄泉っち。そこらへんでやめておきなよ。――ルール違い反はんだよ、そういうのは」

　茨木が諫いさめるように割って入ると、黄泉さんはあっさりとそれを聞き入れた。

「ああ、これは失礼」

「……この解約騒ぎが終わったら、ぶっ殺してやる」

「ずいぶんとスタンダードな負け犬の遠とお吠ぼえですね」

「テメェ……！」

「おや、やりますか？」

　ベルフェゴールさんが銃を抜き、黄泉さんが大鎌を構える。

　その間に飛び込んできたのは――。

「なんだよ、帰ってきてたのかよ、リンリン！　オレだけ仲間ハズレにするなんて、ひでーじゃんか！　一緒に寝るのはオレだからな！」

　キラキラと涙を振り零こぼして駆け込んできたかと思ったら、ナージャはそのまま私を抱き込んでベッドに横たわる。

「ちょ……!?　ナージャ!?　ななな、なにを……!?」

　パニック状態で胸を押し返す。すると、妙に規則的な寝息が響いてきた。胸に当てた私の手が、その寝息に合わせて上下する。

　――え？

「すー……すうう……すすーぅ」

　――熟睡してるし……！

「あーあ。ナーくんに取られちゃったなぁ。じゃあ僕は反対側でいいや。ね、真鈴ちゃん？」

　茨木が、背後から腕を絡からめてくる。

「ちょっと、茨木！　放してってば、もう！」

「えー。一緒に寝るくらい、いーじゃない。血とかくれたらもっといいけど」

「あげません！」

「ちぇー」

　そんなやりとりのあと、肝かん心じんなことを思い出す。

　――しまった！　ベルフェゴールさんと黄泉さんのケンカはっ!?

　しかし、二人は武器を収め、憮ぶ然ぜんとした顔で部屋を出ていってしまった。

　どうやらナージャの登場で、毒どく気けを抜かれてしまったらしい。

　――ナージャ、めちゃめちゃな行動だけど、よくやった！　就しゆう寝しん前まえにハルマゲドンを体験するかと思ったよ。……ふう。

「おやすみ、ナージャ」

　ナージャの瞼まぶたにかかった髪をそっと払いのけ、私を抱きしめているナージャの手をそっと解く。

「真鈴ちゃんおやすみ～」

　噓かホントか、茨木の寝息も聞こえはじめる。

　背後から抱きついてくる手の甲をきゅうっとつねり上げて、なんとか引き離し――。

「おやすみ、茨木」

　――ベルフェゴールさん、黄泉さん、タマ君、累さんも、おやすみなさい。

　そのまま私も、深い深い眠りに就ついた。
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　結局、累さんは整形手術を保留にすることにしたらしい。

「……だってね。一番醜いのは、姿すがた形かたち以前だってわかっちゃったの。わたしね、根に持つし、祟るしで本当にいいとこないから、それを少しでも直してから、見た目も治すことにしようと思って」

　翌朝、累さんは妙にすっきりとした顔でそう言った。

　ナージャが謎なぞの通信手段を使って呼んでくれたドラゴン姐さんに跨またがろうとしていた私は、それをやめて累さんに向き直る。

「うん。そっか」

　私としては、経済的・技術的に可能なら手術してもいいんじゃないかと思うんだけど、でもなにより本人の意思が一番大事なので異いは唱となえなかった。

　だって、今しなかったら一生できないわけじゃないし、明日したくなったら明日すればいいんだし。どうするのも、本人の自由だ。

「ひどいことしたり言ったりして、ごめんね、真鈴さん」

　累さんがペコリと頭を下げる。

　私はニヤッと笑ってみせた。

「うん。ホント、死ねって言われたのも、首を絞められたのも初めてだよ」

　小声で耳打ちすると、累さんはしょんぼりとうなだれてしまった。

「……ごめんなさい」

「だからね、忘れないよ。累さんも私のこと忘れないでね。人間界に来ることがあったら、絶対遊びに来てね。はい、これ住所」

　前にゲーセンで作った簡かん易い名めい刺しを手渡すと、累さんはわんわんと泣きだしてしまった。

　釣られて私も涙ぐんでしまう。

「クソ女ども。無駄に長話してんじゃねぇ！　とっとと行くぞ！」

「まったく、立つ鳥跡を濁にごさずという言葉を知らないのですか？」

「ほらほら～。かわいい顔が台だい無なしになっちゃうよ～、二人とも」

「この幽霊野郎！　なにリンリンに抱きついてんだ！　離れろ！」

　久しぶりに、ベルフェゴールさん→黄泉さん→茨木→ナージャ順で喋しやべるのを聞いた気がする。

　――つか、『野郎』って……。累さんは女性だよ、ナージャ。

　その無駄に元気なナージャ以外の三人は、朝日とともに行動するのがお気に召めさないらしく、どことなくどんよりとしている。

「お客さん、湿しめっぽい別れは感心しないねぇ。そら、笑って、乗った乗った」

　ドラゴン姐さんに急せかされ、首に跨らせてもらう。

　少しだけファスナーを開けたリュックから、タマ君が顔を覗かせて鳴き声を上げる。

「にゃあん！」

　出発！　とでも言いたげなその声に合わせて、ドラゴン姐さんがふわりと舞まい上がる。

「じゃあ、またね、累さん！」

「はい、真鈴さん。また絶対ね！　気をつけて」

「ありがと」

　手を振ってくれる累さんが、みるみる小さくなっていく。

「それで、お次はフランスだって？　ちょっと距きよ離りがあるから、かっ飛ばしていくよ。しっかり摑つかまってな、お客さん！」




　そのまま私たち一行は、狼男の狂犬病をどうにかすべく、フランスへ向けて旅立ったのだった。
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　海外旅行なんかしたことないし、フランス語は『ボンジュール』と『ボンソワール』と『メルシー』くらいしか知らないしで実は不安だったのを神様か仏様が聞き入れてくれたのか、フランス行きはあっさりと中止になった。

　日本海を拝おがみながら昼食を摂とっていた私たちのもとに、閻えん魔ま大王の遣つかいだという赤い伝でん書しよ鳩ばとが伝令を運んできたからだ。

　伝書鳩が嘴くちばしで吊つり下げた巻物は、魔界の液晶テレビかなにからしい。

　そこには黒衣の男性が映うつっていた。見覚えがあるなと思って凝ぎよう視ししたら思い出した。

　確か、魔界裁判所で閻魔大王のそばに控ひかえていた秘書官みたいな人だ。『閻魔大王への不ふ敬けいには抜ばつ舌ぜつの刑を適用しますよ』――とかなんとか言ってた。

　でも、その時の高たか飛び車しやな態度とは一転、今は弱り果はてたような顔をしている。

　それにしても小さいのに無む駄だにクリアな画像だ。携けい帯たい電話もないと思っていたのに、とんだ技術もあったもんらしい。やっぱり奥が深いよ、魔界。

「暗い顔してどうしたの、スンちゃん。なにか用？」

　茨いばら木きが、緊きん迫ぱく感かんのかけらもない声で言った。どうやら知り合いらしい。閻魔大王とも知り合いみたいだったから、まああり得る話だけど、ホントに顔が広いなーと思う。

　それにしてもスンちゃんとは、見かけによらず、かわいい名前だ。

『私は、スンちゃんなどという名前ではない！』

　――茨木、また人の嫌いやがるあだ名で勝手に呼んでるのか……。

　なんかもう呆あきれてモノも言えない。

　と、スンちゃんと呼ばれた人の両りよう脇わきから、よく似たほかの男性二人が割り込んできて画面に映った。

「あ、チョっちーと、サジャじゃもいたんだ。相変わらず、仲良しだねぇ」

　旧きゆう知ちの仲とでもいうように手を振る茨木に反して、チョっちーと呼ばれた人とサジャじゃと呼ばれた人は、リアルで苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

『違います』

『「チョスンサジャ」というのは、我われ々われの役職名であって、個人名ではありません』

『数百年前からずっと、一体何度そうお伝えしたら理解してくれるのですか、あなたは。その呼び名を改あらためないのでしたら、侮ぶ辱じよく罪ざいを適用しますよ？』

　三人は、見事なリレー方式で、茨木にクレームをつけた。

　――すごい。練習でもしてきたみたいだ。

　それにしても、三人はよく似ていた。まるで三つ子だ。

　余分なモノをすべてそぎ落としたようなシャープな顔に鋭するどい目つき。そこにお揃そろいの服を身に着けているので余計にそう見えるのかもしれない。チマチョゴリみたいな着物に、ツバの広い山やま高たか帽ぼう。韓国の歴史ドラマに出てくるお役人服の真っ黒版みたいなヤツだ。

「相変わらず怒おこりっぽいなぁ、もう。そんなに怒ってばっかりだと、老ふけちゃうよ～」

　画面の向こうの三人が、顔を真っ赤にして怒ど鳴なりだす。

　横から伸びてきた黄よ泉みさんの指が、巻物モニターの脇のボリュームボタンをキュッと絞しぼった。

　怒ど号ごうを浴あびせられずに済んだ私は、思わず胸を撫なで下おろしつつ、黄泉さんの早はや業わざに感謝の念を送った。

　それにしても、茨木はどうしてこう、人の怒いかりの火に油をぶちまけるんだろう？　やっぱりドＳなのかな……。

　画面の向こうの三人の怒りが、半分くらいにおさまったところで、黄泉さんがボリュームを元に戻す。するとなんとか冷静さを取り戻したらしい、三人の声が聞こえてきた。

『緊きん急きゆう連絡です』

『ボランティア活動は中止し、直ただちに魔界裁判所まで帰き還かん願います』

『あなた方に拒きよ否ひ権けんはありません。これは最優先事項と心こころ得えてください』
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　夕方、なんとか魔界裁判所に取って返した私たち一行は、裁判所前広場に設置された特殊捜そう査さ本部の前で呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

「早さつ速そくですが、新たなミッションです」

「テロ組織に拉ら致ちされた閻魔大王をはじめとする人ひと質じち・百名あまりを助け出し――」

「占せん拠きよされた魔界裁判所を取り戻してください。なおこれは、依い頼らいではありません。命令です」

　チョスンサジャのチョっちーさんと、スンちゃんさんと、サジャじゃさんが律りち儀ぎに名前の順番どおりにそう言った。とはいえ、すごく似ているので、本当にそうかどうかは微み塵じんも自信がないけど。

　いや、それよりなにより。

　――なんで魔界でテロ？

　――なんで魔界裁判所が？

　――なんで閻魔大王が人質に？

　ツッコミどころが満まん載さいすぎて、どこから問いただせばいいのかがわからない。

「…………テロって、あの、テロリズムとかテロリストのテロ……？」

　ぼんやりと呟つぶやく私に、ベルフェゴールさんの視線が突き刺さる。

「ほかのテロがあんなら言ってみやがれ、このバカ女！」

「……えーと、えーと……『テロップ』とか？」

　そう答えると、今度は黄泉さんの視線がぐさっと突き刺さってきた。

「知識に不自由だとわかってはいましたが、そこまでとは思いませんでしたよ。驚きよう天てん動どう地ちの痴しれ者具合ですね」

　――どんな具合だ！

「いや、だって、魔界でそういうことあるの？　テロって……」

　チョスンサジャの三人に聞いてみた。

「いいえ」

「誠まことに遺い憾かんながら」

「魔界はじまって以来の一大事です」

　すると三人は、やっぱり順番どおりに手分けしてそう答えてくれた。

　三人の説明によると、突然現れたテロリスト集団が、魔界裁判所を占拠し、閻魔大王をはじめとする職員百名あまりを人質に取って立てこもっているらしい。

　チョスンサジャの三人は、いかにも有能そうな外見そのままに、極きわめて冷静に、かつわかりやすい言葉を使って説明してくれたのだが、内容が内容だけに私の思考回路が簡単にはそれを受け付けない。

　起こってる事態だけでも許きよ容よう範はん囲い外がいだっていうのに、それを制圧しろって、それどんなムチャブリなんだか！

「でも、魔界警察らしき方々もお集まりのようですし、私どものような素人しろうとの出番などあるはずがないのではないかと……」

　へりくだりつつ、さりげなく辞じ退たいを仄ほのめかしてみたけど――。

「いいえ」

「お気遣いなく、ご活かつ躍やくなさってください」

「なんといっても、魔界きっての紳しん士しの皆様ですから信頼しておりますゆえ」

　あっさりスルーされてしまった。

　それにしてもチョっちーさん、常つねに台詞せりふ短いな。いる意味あるのかな？

　――いやいや！　そんなことよりほかに、引っかかること聞いたよ、今。

「……魔界切っての紳士の皆様？　……それって……？」

　おそるおそる、後うしろを振り返る。

「俺様のことに決まってんだろうが、そんぐれぇ気づけ、クソ女」

　――ベルフェゴールさん、なんで銃じゆう抜いてポーズ取ってるんだろう？

「面倒ですが、そうまで言われては仕方ありませんね」

　――黄泉さん、もしかして微笑ほほえんでませんか？　怖こわいです。

「閻魔ちゃんの一大事じゃ、がんばらなきゃいけないよねぇ」

　――茨木、そんなペン回しみたいに煙管キセルをクルクルさせなくても……。

「うっしゃ！　とっとと片付けて、カレー食うぞ、カレェ！」

　――腕うでまくりした手をブンブン振りまわさなくていいから、ナージャ。

　尻しり込ごみしまくりの私とは対照的に、四人は行く気満々らしい。

　私はがっくりと地面に膝ひざをつきそうになる。しかし――。

「そうそう」

「お伝えし忘れていましたが」

「今回のミッションをクリアすれば、ボランティアの件はすべて帳ちよう消けしです」

　チョスンサジャさんたちの言葉に、私は勢いよく顔を上げた。

「ホントですか？　このテロをなんとかすれば、フランスとか中国とかインドに行ったりしなくていいんですね？」

　真ん中に立っているスンちゃんさんの肩かたを摑つかんで、ガクガクと揺すりながら確認を取る。

「ええ」

「で、ですから、そう、申し、上げて、いるの、です」

「ただし、テロ鎮ちん圧あつはもちろんのこと、最優先事項は閻魔大王の身の安全です。それをお忘れなく」

　私は大きく頷うなずいてからみんなに声をかけた。

「いよし！　そんじゃ、ちゃっちゃと鎮圧するよー！」

「お、おう」

「まあ、いいでしょう」

「りょ～かい、真ま鈴りんちゃん」

「オッケーだぜ、リンリン！」

　四人がそれぞれに頷いてくれる。

「にゃあん！」

　最後に、タマ君も賛さん同どうの声を上げてくれた。

　というわけで私たちは、ボランティアから一転、テロ鎮圧ミッションに取りかかることになった。
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　その場のテンションで調子に乗ってしまうというのは、よくある話だと思う。

　これが、カラオケボックスでノリまくって椅い子すの上に立って踊おどったくらいの話ならまだよかったんだけど、なにをとち狂くるってテロ鎮圧だの制圧だのと宣せん言げんしてしまったんだろう。

　しかも、魔物の四人と違ちがって、私自身にはコレといった特技もないっていうのに。

　あのあと、慌あわてて『やっぱり地道にボランティア活動してきます～』と前ぜん言げん撤てつ回かいを試こころみたのだが、それはあっさりと却きやつ下かされてしまった。

　なんでも、魔界では口約束も契けい約やくのうちなので、それを破やぶると現在の比ひではない事態に陥おちいるのだそうだ。

　そんなわけで、一度でもやると言ってしまった以上、やるしかないらしい。

　――あぁ、時間を巻き戻す能力か、近未来で製造予定の猫型ロボットが欲しい……。

　後こう悔かい先に立たず……あまりにも重い先せん人じんの言葉だ。

　用意された作戦本部テントの中で、私は一人、過去最大級の後悔に見み舞まわれていた。

　ちなみにみんなは、作戦会議前に所用があるとかで、それぞれどこかへ行ってしまっていた。なので、今そばにいるのは膝の上で熟じゆく睡すいしているタマ君だけだ。

「……あぁあああ。どうしよう……」

　思わず声が漏もれる。だって、なんで一いつ介かいの女子高生が、魔界で魔物のテロを鎮圧しなきゃいけないんだか、誰だれか教えてほしい。

　今となっては、駅前で不良四人に絡からまれたことぐらい、なんてことない日にち常じよう茶さ飯はん事じに感じられる。

　突然、テーブルの上に大きな図面が広げられた。紙を持つ指の長い大きな手は、黄泉さんのものだ。いつの間にか戻もどってきたらしい。

「……これ、もしかして裁判所の設計図面？」

「ええ。ほかのなにかに見えるようなら、眼科に行くことをオススメしますよ、林りん藤どう真鈴」

　ちょっと聞き返しただけで、なぜ、こうもキツイ言葉が返ってくるんだろうか。もう慣れたけど。

「すごいね。どこで仕入れてきたの？　魔界の地図も持ってきてくれたし、契約の解約方法も調べてくれたし、黄泉さんって行動早いよね」

　自分がウジウジと後悔している間に、前向きに行動してくれたのかと思うと、頭が下がる思いがする。

「ほかのメンバーに期待できない以上、私がやるしかなさそうだからやったまでです。……まったく、誰も彼も口だけは達たつ者しやで呆れるばかりですから」

　そうやって両手のひらを空に向けられると、自分が心底ダメ人間になったような気がする。

　でも、言われたとおりだから、反省しよう。

　人間、一度でも口にしたことはやった方がいいし、どうせやるならちゃっちゃと終わらせた方がいいもんね、うん。

「ありがとう、黄泉さん。私もできることをがんばるよ」

　そう笑いかけた。でも表情を強こわばらせた黄泉さんに、ふいっと顔を逸そらされてしまう。

「あれ～。黄泉っち、顔赤くなーい？」

　マグカップを五つ載のせたお盆ぼんを持って戻ってきたのは、茨木だ。

　――帰ってくるなりチャチャを入れてくるとは……。

「別に赤くなどなっていません。平常どおりです」

　黄泉さんは冷たく言い捨てながらも、お盆の上のマグをひとつ取り上げ、口に運んだ。

「ちょっと、黄泉っち、感謝の言葉は？」

「……その無ぶ粋すいな呼び名に対する罰ばつ金きん代わりに飲んであげるだけです。感謝するのは、そちらの方でしょう？」

「ま、いいけどねぇ。そうやってツンデレぶってればいいよ。どうせそのうちデレるんだろうしぃ」

　――茨木、舶はく来らい言葉には疎うとくても、そういう言葉は難なく使いこなせるんだね。でもって黄泉さんも、静かに怒ってるってことは言葉の意味とかちゃんとわかってるんだね。

「お待ちど～！　屋や台たい巡めぐりして、食べもん仕入れてきたぜー！」

　両手に抱かかえきれないほどの食べ物を持って入ってきたのは、ナージャだ。屋台の食べ物特有の食欲をそそる香りが、テント中に漂ただよう。

　それに釣られて、お腹なかの虫が騒さわぎだしそうになった。

「ほら、リンリン。一番に選んでいいぞ！　ファタもあるからな」

「うん。ありがとう、ナージャ」

　伸ばした手のひらに、食べ物ではない、重く冷たいなにかが載せられる。

　――なにこれ？

　手の中の黒い物体を見つめる。

　それがなんなのかわかった瞬間、思わず放り出しそうになった。

「けっ、けけけっ、拳けん銃じゆうじゃない、これ！」

　投げ捨てたいけど、暴ぼう発はつでもしたら困こまるから、それもできない。

　手のひらを自分からできるだけ遠ざけながら、それを私の手のひらに置いた相手を睨にらむ。

「ベルフェゴールさん、なにこれ！　こんなの持たせないでよ！　早く持ってってってば！」

　グイグイと押しつけるが、引き取ってくれる気配はない。逆に、銃の上に紙の箱をいくつも積み重ねられてしまった。

「重っ！　なにこれ!?」

　ベルフェゴールさんは、私に手渡したのとは別の紙箱をテーブルの上にどっさりと置き、さもうれしそうな顔でそのうちの一箱を開封した。

　その中から出てきたのは、銃弾だ。映画や刑事ドラマなんかでよく見る、真しん鍮ちゆう色のロケットみたいな形のやつ……。

　――いやぁあああああああああああああ。

　人間、極きよく限げん状態に陥ると悲ひ鳴めいは出なくなるモノらしい。私は音に出せない分、心の中で思う存分叫さけび声を上げた。

「それは、オマエ用に買ってきてやったベレッタの９５０Ｂだ。口こう径けいが小さいから遠射には向かないが、二八〇グラムと軽いのでオマエでも難なく扱えるはずだ。まあ、一応あとで簡単な操作方法を教えてやる。感謝しろ」

　――いやいやいや！　しないよ、感謝は！

　私が心の中で盛大なツッコミを入れている間も、ベルフェゴールさんは陶とう酔すいしたような表情で、私に持たせた銃の素晴らしさについて滔とう々とうと語っている。

「接近戦にも便利な逸いつ品ぴんだ。イタリアメーカーのものだが、アメリカでもジェットファイヤーの名で呼ばれ好評を博はくしている。反動も小さいから、オマエでも百発程度までなら撃うてるはずだ。それに射撃の技術がなくても、最悪、相手に触れるほど近くで撃てば、弾たまの無駄遣いも減らせる。どうだ、最高のシロモノだろうが？」

　――いつもの不ふ機き嫌げん仏ぶつ頂ちよう面づらはどこへ!?　なに、そのデレ顔！　なんなの、ただの銃オタク？












　私はそっと銃と弾丸の箱を机の上に置き、今度こそナージャからファタの器うつわを受け取った。

　勢いよく麺めんを啜すすり上げる。

　――ああ、美お味いしい……。生き返るよ……。

　ナージャと茨木と黄泉さんも、それぞれに好みのモノを手にして食べはじめる。

　五人＋一匹に与えられたテントの中ではしばらくの間、物を食す音と、ベルフェゴールさんの熱い拳銃解説の声が響ひびき続けた。
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「以上、大まかな作戦は説明のとおりです。なにか質問は？」

　食べ物や飲み物のシミがついてしまった図面をコツコツと指さしながら、黄泉さんが全員の顔を眺ながめまわす。

　なんか、ウチの学校の一番怖い先生の授業を受けてるみたいに緊きん張ちようする。

「別にねぇよ。出会い頭がしらに全員ぶっ殺せばいいってだけだろ？」

「テロリストに女の子もいるかなぁ？　ヤローばっかりだったらがっかりだよねぇ」

「つか、なんでアンタが仕切ってんだよ？　えらそーにすんなよな！」

　が、緊張してるのは私だけで、ベルフェゴールさんも茨木もナージャもこの上なくいつもどおりだ。まったく、どんな心臓をしてるんだろう？

　正直、心しん底そこ参加したくないんだけど、断れる雰ふん囲い気きは針はりの先ほどもない。

　――ああ、『この足手まとい！』とか罵ののしってくれていいから、置いていってくれないかな。

「邪じや魔ますんじゃねぇぞ、クソ女。こんなくだらねぇ騒ぎは、一瞬で片付けてやる」

　――ベルフェゴールさん、心強いお言葉ですが、やっぱり私は行かなきゃいけないわけですね？

「そうですね。一緒に行動すればいいだけですから、おとなしくそばにいてください」

　――わかりました、黄泉さん。

「大丈夫だよ。真鈴ちゃんのことは、みんなが守るから。ね？」

　――茨木……。

「おう！　リンリンのことは、オレがぜってー守ってやっから安心しろ！　オレのそばにいりゃ、大丈夫だからよ！」

　ナージャが言った。なんか既き視し感かんを覚える台詞だ。

「うん。ありがとう、みんな」

　そんなわけで、あっさりほだされた私は、人生初のマイ拳銃を片手に、テロリストの潜ひそむ国会議事堂――もとい、魔界裁判所に潜せん入にゆうすることになった。
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　みんなに四方を囲かこまれながら、緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが敷しかれた廊ろう下かを突き進む。

　建物の図面を頭に叩たたき込んできたから、自分たちがどこにいるのかはわかった。

　でもこんなことなら、小学生の社会科見学の時に、もっとよく国会議事堂について知っておくべきだったと後悔してしまう。まあ、今そんなこと言ったって、遅おそいわけだけど。

　拳銃を持つ手は滲にじんできた汗あせで、びっしょりだ。小型とはいっても、ずっと持ってると重いし、暴発が怖いしで、できることなら放り投げてしまいたいという衝しよう動どうに駆かられる。

　そうしないのは、私には魔法だのなんだのの特殊技術がないためにほかならない。

　――そういえば。ベルフェゴールさんは、悪魔なのになんで銃使うんだろう？　悪魔の力が弱いからとか……？　でも、魔界の高位者って言われてたし、それはないか……。

　そんな埒らちもないことを考えていると、みんなが大きな扉とびらの前で立ち止まった。

　――ここに……？

　扉にそっと耳を当てた黄泉さんが、小さく頷く。

「どうやら、中に人質がいるようですね。それから、犯人グループも」

　黄泉さんの身振りの合あい図ずで、ナージャが勢いよく扉を開く。

　そこは、私たちがボランティア課題を命じられた広間だ。

「無駄な抵抗はやめろよな！　抵抗すっと、殺しちゃうぜ！」

　けれど攻こう撃げきはない。

「人質百三名を確認しました。全員部屋の隅すみで縛しばられています」

　黄泉さんの声に合わせて部屋の中の様子を窺うかがう。

　広い部屋の隅には、確かに多くの魔物たちがいた。半獣人や半魚人、その他異い形ぎようの人たち全員が、縄なわで身体からだを拘束され、床に座らされている。

「でも、閻魔ちゃんがいないなぁ」

　茨木が呟く。

「確かですか？　老ろう眼がんによる見間違えということは？」

「黄泉っち、失礼じゃない？　僕、目はいいよ」

「なるほど。目くらいはよくてよかったですね」

「言い直す。僕、目もいいよ」

　――黄泉さん、茨木、そんなこと言い合ってる場合なわけ？

「アホか、テメェら！　くだらねぇこと言い合ってねぇで、テロリストの目視確認しやがれ！」

　――ベルフェゴールさんのお怒り、ごもっともだよ。

「悪魔ごときに命令などされたくありませんね。自分でしたらいかがです？」

　――黄泉さん、そんな意地張ってる場合じゃ……。

「ベルりんは、なんでも強ごう引いんにやろうとするけど、そんなんじゃ人はついてこないよ。なんなら、カーネギーの『人を動かす』でも貸してあげようか？　結構おもしろいよ～」

　――茨木は、黄泉さん以上にそんな場合じゃ……。しかも『ベルりん』て……。

「もう読んだよ、そんなもん！　つか、人の名前を勝手に『りん』づけで呼ぶな！　気き色しよく悪わりぃ！」

　――読んだんだ、ベルフェゴールさん……。動かすつもりあったんだ……？

「仲間割れしてる場合じゃないだろ！　さっさとケリ着けた方がいいんじゃないのかよ？」

　――そのとおりだよ、ナージャ！　ごめん。私もうっかり巻き込まれて、わけのわかんないツッコミを入れてたよ！

　黄泉さんはすっと視線を走らせ、静かに言った。

「失礼。子供に諭さとされるとは、私もヤキが回ったものです。敵はおおよそですが、百体ですね」

　同じように視線を走らせていた茨木が、情報を付け足した。

「えっとねー。敵は目視できるけど影かげ法ぼう師しみたいに半分透すけてるし、本体じゃないみたい。バラバラに動いてるけど、全部幻げん影えいだと思う。それも、使い手は一人――かな。ほかの気を感じないよ、信じられないけどね」

「一人で百体動かしてるっていうのか？　そんなの……」

「どこの式遣いだよ？　そんなことができるのは――」

　ベルフェゴールさんとナージャが、揃そろって口ごもり――。

「「「「……まさか……」」」」

　四人の声が、ピタリと重なる。

「どうしたの？　知ってる人？」

「いえ。直接は知りませんが、おそらく……。それよりも、敵の動きがないうちに人質の救出を済ませてしまいましょう」

　黄泉さんの言うとおり、人質全員の拘こう束そくを解き、順に出口へ通じる廊下へと逃がした。

「やっぱり、閻魔様いなかったよね？　一人だけ別の場所ってこと？」

　私の問いかけに、四人が首を捻ひねる。

　突然なんの前まえ触ぶれもなく、一いつ斉せいに赤い光の矢が飛んできた。

　黄泉さんが大おお鎌がまを閃ひらめかせ、それらを大量に斬きり落とす。

　ベルフェゴールさんは両手に構えた銃を連射し、それらを打ち落とす。

　茨木は手にした煙管キセルを弄もてあそぶように上下させる。それに合わせて、光の矢が方向を見失ったみたいによろけながら飛び、私たちに届く前に床に落ちた。

　落ちた赤い矢は、徐々に光を失い、どろりと液体状に姿を変えてそのまま緋色の絨毯に染み込んで消えていった。

　私はというと、拳銃で迎むかえ撃つなんてことができるはずもなく、立ちすくんでいるところを龍りゆうの姿になったナージャに抱えられ、その前まえ脚あしの中にいる。

　ナージャと私たちに向かって飛んできた矢は、ナージャの鱗うろこに傷を付けることもできず、当たっては滑すべって後方に落ちた。

　そのうちの一本が顔のすぐ横を通り過ぎ、私の髪を舞い上げる。

「…………っ！」

　悲鳴すら出せず、ただ息をのむ。

　トスッと聞き慣れない音がして振り向くと、矢は、私を庇かばうように抱きかかえてくれているナージャの腹部に刺さっていた。蛇じや腹ばらのようになっている白い部分だ。

　そこは青いメタリックの鱗部分とは違い、見るからにやわらかそうだった。

　矢の突き刺さった部分から、とろりと血液が流れ出す。

「ナージャ!?　傷が……！」

　慌てて見上げるけど、顎あごの下しか見えない。

「ナージャ、矢が刺さっちゃったよ。抜かなきゃ……」

「リンリン、矢が刺さったのか？　大丈夫か!?　どこだよ!?」

　無理な体勢で逆さかさまになったナージャの顔が覗のぞき込んでくる。

「どこだよ、痛いのか？」

「違うよ！　私じゃなくて、ナージャに刺さってるんだってば！」

　ナージャは、安あん堵どの息をついた。その息で、私の髪がぶわりと舞い上がる。

「なんだよ～！　リンリンに当たったかと思って驚おどろいたじゃんか」

「自分に刺さってるんだから、もっと驚いてよ！　抜いてあげるから放してよ、ナージャ」

　ナージャは大きな笑い声を立てて、顔を元に戻してしまった。話しているそばから、弓矢が飛んでくるのを尻尾しつぽで振り払わなければならないため、それを止めることもできない。

「平気平気。こんなの蚊かに刺された程度だよ。そんなことよりリンリン、ちゃんとオレの手の中にいろよ？　隙すき間まから当たったりしたら大変なんだからな！」

「私より、ナージャだよ！　だって、血が出てるんだよ！」

「そんじゃ、この騒ぎが収まったらまた絆ばん創そう膏こうとか貼はってくれよ。あ、あの染みる泡あわはなしな！」

　どうやら、消しよう毒どく液えきのことを言っているらしい。

　あんな泡より、この傷の方が絶対に痛いはずなのに……。

　敵てきからの弓矢攻撃が停止しつかの間静せい寂じやくが訪おとずれた瞬間、ベルフェゴールさんが言った。

「そこ、ガタガタ言ってねぇで、さっさと終わらせるぞ！」

　その言葉に、ほかの三人が頷く。

　そこで、やんでいた敵の攻撃が再びはじまった。

　ヒュンヒュンと、矢の束たばが飛んでくる。

　さっきは、一本一本が見えたのに、今度は横よこ殴なぐりの赤い雨が降ってるみたいだ。

　とても一本一本を確認して避よけることなどできない。

「クソ！　大悪魔様をなめんなよ！」

　ベルフェゴールさんは弾が切れるまで拳銃を撃ち尽つくしたあとで、それを投げ捨てた。空あいた両手を組み合わせ、静かな声で呪じゆ文もんのような言葉を唱となえる。

　すると、淡あわいグリーンの膜まくのようなものが私たちを包み込んだ。それはナージャをも囲う程でとても大きい。スライムのようなその膜は、矢を吸収して幾いく千せんもの赤い水玉模も様ようを作った。

「ベルりん、いい防ぼう御ぎよだねぇ」

「そうですね、大悪魔を名な乗のるくらいですから、この程度はしていただかないと」

「やるじゃん、おっさん！　ソロモン72柱はしらにも入ってないから、たいしたことないんだと思ってたけど、見直したぜ」

　みんながそれぞれに賞しよう賛さんの言葉を口にしたのに、本人は相変わらずの仏頂面をしているだけだ。

　――照れちゃって。

　そう思ってその整った横顔を見ていたら、ベルフェゴールさんががくりと膝をついた。

　――え？

「ベルりん？　どうしたの？」

「触んな、変態野郎！」

　ベルフェゴールさんは、茨木が肩にかけた手を乱暴に振り払う。

　いつもなら、「意地悪～」とか続く茨木の応おう酬しゆうがない。茨木はいつになく真剣な顔でベルフェゴールさんを見ていた。不ふ審しんに思ってよくよく見てみると、ベルフェゴールさんの足元に、血が滴したたっている。

　どこから滴っているのかと視線を彷徨さまよわせると、赤いネクタイかと思ったそれは、赤い弓矢だった。人間でいうなら心臓のあるべき場所に、深々と突き刺さっている。

　――なに、あれ……？

「ナージャ、放して！」

　そう頼んだけど、ナージャの手が緩ゆるむ気配はない。

「リンリン、危ないから、じっとしてろって」

「だって、ベルフェゴールさんが！　大丈夫だから、放してってば！」

　押し問答をしていると当のベルフェゴールさんの声が飛んできた。

「うるせぇ、クソ女！　テメェなんかに心配されるいわれはねぇんだよ！　テメェはそこでじっとしてやがれ！」

　いつもの罵ば倒とうなのに、その声にはまるで力がなかった。

「だってベルフェゴールさん……！」

「ギャアギャアうるせぇぞ、女。黙だまってろ。おい、龍小こ僧ぞう、その女しっかり捕まえとけよ。放したらぶっ殺すぞ」

「言われなくてもそーするよ！」

　ベルフェゴールさんはニヤリと笑って、三人を見回した。

「……おい、矢に気をつけろ。ただの矢じゃねぇ」

　ベルフェゴールさんは、自分の胸に刺さった矢を引き抜いて、掲かかげた。その先端から血が滴り、それを見ていた茨木と黄泉さんが眉まゆをひそめる。

「……まさか、ベルりんに刺さったそれ、魔血矢とかいう？」

「ということは、自己止血ができない……ということですか。最悪ですね」

　二人の表情から察するに、テロの首しゆ謀ぼう者しやは最悪な相手らしい。

　あの二人にあんな顔させるなんて、どんだけいっちゃった魔物様なんだろう……。想像するだに恐おそろしい。

　そんな会話をしている間にも、赤い矢は次々と降り注そそぎ、薄い緑色だった膜は、すっかり赤へと色を変えてしまっていた。しかも心なしか、矢の重みでたわんで、てっぺんのあたりが下がってきている。

「……おい、限界だ。もうバリアがもたねぇ。あとはテメェらでなんとかしやがれ」

　ベルフェゴールさんのもともと白い顔は、今や血の気けを失って真まっ青さおだ。

　バリアに気を取られたナージャの手をすり抜け、ベルフェゴールさんに駆かけ寄る。

「バカ、リンリン！　勝手なことすんなって！」

　――ごめん、ナージャ。でも放ってなんかおけないよ！

「ちょっとちょっと、真鈴ちゃん!?」

「林藤真鈴！　なにをする気です？」

「来るな、クソ女！　ぶっ殺すぞ！」

　ほかの三人にも、揃そろって怒られてしまった。

　でも私はベルフェゴールさんに駆け寄って身体を支えた。

「触んな！　人間ごときに同情なんかされたく……くっ！」

　ベルフェゴールさんが吐と血けつし、その身体から力が抜ける。

　その途と端たん、私たちを守るように覆おおっていた膜が、粘ねん度どを失った赤黒い水となって降り注いだ。

　髪も服もビショビショに汚れたうえに、さらに新たな弓矢が降り注ぐ。

「……ハッ！」

　キリリとした声は茨木のものだった。いつもとは別人のようだ。

　声に合わせて広げた指先から、何本もの銀色の筋すじが放たれる。

　放たれた銀ぎん糸しは、放物線を描えがくようにしてふわりと広がり、巨大な蜘く蛛もの巣すになった。

　私たちの頭ず上じように広がった蜘蛛の巣に、飛来した赤い矢が次々と搦からめ捕とられる。

「ごめーん。この感じだと、そんなに長いこと受け止められないかも。黄泉っち、なにか防御策は？」

　茨木の表情から察するに、受けた弓矢すべての重量を一人で背負っているようだ。

「あいにく。私は攻撃専門なもので。そこの龍りゆう神じん。なにか手だてはないのですか？」

「ねぇよ！　つか、オレにはあんな矢刺さんねぇし！」

「見間違えでなければ、ざっくりと刺さっているように見えますが？」

「うるせぇな、こんなのは刺さってるうちに入らねぇんだよ！」

「お言葉ですが、それは高位魔物を殺して搾しぼり取った血を煮詰めて作った魔血の矢です。傷自体はたいしたことなくとも、自己修復できない揚あげ句く、すべての力を吸い取られておしまいですよ」

「噓うそだろ!?　けど、そういや、なんかうまく力が入んねぇかも……」

　――高位魔物って、みんなと同じってことだよね？　それを殺してその矢を作ったっていうの？　こんなにたくさん？　噓でしょ……。

「ナージャ、大丈夫!?」

　ベルフェゴールさんを支えたままで、声をかける。

「ダメ。リンリン、そんなオッサンより、オレの傷手当てしろよ」

「うん、ごめん。ちょっと待って……」

　オロオロと答えると、ナージャはニヤッと笑った。

「噓だよ。オレのが強い子だから、その弱々おっさん診みててやれよ。そんかわし、帰ったら膝ひざ枕まくらで看かん病びようしてもらうからな！」

　――ナージャ……。

「うん！　いっくらでもしてあげるよ」

「よっしゃ！　約束だからな、リンリン！」

　見つめ合っていたら、横から弱々しいチャチャが入った。

「ちょっとちょっと～。さすがに僕も限界みたいなんだけど……」

　茨木は両手からいくつもの蜘蛛の巣を放ち、何回分もの弓矢を防御してくれていた。

　でも、もうとっくに限界を超えているのは見るからにあきらかだ。

　黄泉さんが顔を顰しかめる。

「その古い巣を切り捨てて、新しい巣を出すわけにはいかないのですか？」

「これ結構不便で、切り落とし作業に三十秒くらいかかるんだよね～。その間にやられたら困ると思ってじゃんじゃん出しちゃったから、なんかこんがらがっちゃって～」

　――茨木……。助けてもらっておいてなんだけど、なんだろう？　この残念感……。

　黄泉さんも私と同じような感想を抱いたらしく、世にも重たいため息をついた。

「では、強制的に私が切り落としますから、すぐに新しいものを出してください」

「えー。黄泉っち簡単に言うけど、これ、結構体力勝負なんだよ？　ここ数ヶ月血液とか飲んでない僕に無む茶ちや言わないでほしいなぁ」

「血なら今、溺でき死しするほどの量を浴あびたじゃありませんか。這はい蹲つくばって啜すすったらどうです？」

　茨木は、黄泉さんの顔と床の血を交互に眺めて大おお袈げ裟さなため息をついた。

「冗じよう談だんでしょ？　なんでこの僕が床にブチまけられた残飯なんか漁あさらなきゃならないの？　しかも、誰だかわからない死体から取った血なんか飲んだら、お腹壊しちゃうじゃない、まったく」

「……あなたなら、三秒ルールどころか、三千年ルールで落ちたものを食べても大丈夫そうですけどね。ゴキブリ並みの生命力で」

「まさかぁ。黄泉っちったら辛しん辣らつぅ。――あ、がんばってる僕を見て、献けん血けつしたくなったりしない？　真鈴ちゃん？」

　いつもだったら即答で断るんだけど、なんだか今はそんな場合じゃない気がする。だって、ふざけたこと言いながらも、茨木、ずっと蜘蛛の巣張ってくれたまんまなんだもん。

　見てるだけでも、それにどれだけ気力と体力が必要なのかがわかる。

　なので私は、こっくりと頷いた。

「いいよ。飲んで。あ、でもベルフェゴールさん支えてるから動けないんだ。茨木の方から来てもらっていい？」

　茨木のことだから飛びついてくるかと思ったのに、なんだか不思議そうな表か情おをしている。

「……茨木？」

　茨木は私を見下ろしてふわりと微笑む。

「やっぱり、今はいらない。あとでゆーっくりもらうことにするね、真鈴ちゃん」

「しょーがねーから、オレが盾たてになってやるよ」

　ナージャが長い胴体をうねらせ、私たちを囲うようにとぐろを巻く。

　茨木の蜘蛛の巣をすり抜けた数本の矢が、ナージャの鱗にぶつかっては弾はじけ飛ぶ。

「ナージャ、大丈夫!?」

「あったりまえだろ。オレを誰だと思ってんだよ」

「ま、助かりましたと言っておきましょう」

「ナーくん、えらい～」

　黄泉さんと茨木の言葉に、ナージャは得意げに顎を反そらした。

「リンリンのためで、オマエらのためじゃねぇよ！」

「ありがとう、ナージャ。でも無理しないでね」

　一瞬ふんわかした空気が流れたけど、現実はそんな場合じゃなかった。

　矢はそれまで以上に飛来し、それを放つ黒い影法師たちの包ほう囲い網もうは着々と狭せばまってきている。

「しょーがないなぁ。目くらましに蝙こう蝠もり千匹くらい飛ばすから、その間に包囲網を切り崩くずせたりする？　黄泉っち」

「……そういう小こ細ざい工くができるんでしたら、先に言ってください」

「えー。だって、ピンチになってから使う方が、ありがたみが増すでしょ？」

「そういう、姑こ息そくな考えは改めないと長生きできませんよ。とにかく、まずは古い蜘蛛の巣を切り離します。そこの龍神、蜘蛛の巣を張り替える間、なんとかガードをしてください」

「命令すんなよな！」

「命令ではありません。そこの林藤真鈴の命を守るために必要だというだけのことです」

「なら、最初からそう言えって。そしたら、死ぬ気でガードしてやるよ」

「そうしていただけると助かります」

　そんなやりとりをしていたら、それまで以上の弓の束が飛来した。

　弓矢の何本かが蜘蛛の巣をかいくぐり、茨木と黄泉さんに突き刺さる。

「茨木！　黄泉さん……！」

　膝をついた二人に、さらに幾千もの矢が降り注ぐ。

「危ない！」

　二人を庇うように覆い被かぶさる。

　だけど、どこも痛くない。

　私に突き刺さったはずの矢は、影も形もなくなっていた。

　――なんで？　私には、この攻撃は効きかないってこと？

　だって、あきらかに何本も当たっているはずなのに、なんのダメージもない。

　こんなの絶対におかしい。それに影法師たちは全員、なぜか動きを止めていた。

　だけど、おかしくたって、変だっていい。今は、この状態がありがたかった。

「ナージャ、まだ飛べる？」

「まだってなんだよ。当たり前だろ。こんなのくらいで……」

　ナージャはそう言うけど、それが強がりだってことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　元気なのを表すために振った尾は、これまで見たこともないほどの力なさだ。

「ナージャ、お願いを聞いてくれる？」

　そう尋たずねると、ナージャは大きく頷いてくれた。

「おう！　リンリンの言うことなら、なんだって聞いてやるぜ」

「ありがと。じゃあね、茨木たちを連れて裁判所前の本部テントに戻ってくれる？」

「撤てつ退たいするってことか？　……不本意だけど、まあいいぜ。出直すってことだよな？」

　ナージャは、ぐったりした茨木と黄泉さんを両手で抱え上げ、最後にベルフェゴールさんをそおっと咥くわえ上げた。そのまま顎をしゃくって両前脚の間を開く。私にそこに入り込めと言いたいらしい。

　私はゆっくりと首を横に振った。

「私は残る。閻魔様を助けに行ってこなくちゃいけないから」

　ナージャは、慌てたようにベルフェゴールさんを口から下ろし、一瞬で人型に姿を変えた。

「なに言ってんだよ、リンリン！　一人だけ残してなんて行けるわけないだろ！」

　普段のナージャの懐なつきっぷりを思えば、想定範はん囲いの言葉だ。

　すっごくうれしいけど、でも今はそんな場合じゃない。

　一刻も早く、三人を本部に連れていってもらわなきゃ。それに、三人だけじゃない。身体が大きいから魔血の効果が遅いだけで、ナージャ自身だって絶対手当てが必要だ。

「ほら、リンリン早くこいって！」

　近寄ってくるナージャの手を、私は乱暴に払った。パシンと痛そうな音が響く。

　私はごくりと唾つばを飲み、両手のひらを、ぎゅうっと握にぎりしめる。

「……だって！　えらそうなことばっかり言って、全然役に立たないじゃない。高位の魔物だなんていうから、期待してたのに、短気だし弱いし、いいとこなんかないじゃない！　閻魔様は私が助けてくるから、せめてナージャは、そこの三人を本部に連れ戻してきて！　さっき、お願いしたらうんって言ったよね？　だったらこれも契約でしょ？　守ってよ！」

「……なっ！」

　ナージャが、わなわなと震ふるえる唇くちびるを嚙みしめる。いつも覗いている真っ白な歯は、チラリとも見えない。榛はしばみ色いろの大きな瞳の縁ふちには、今にも零こぼれ落ちそうな大きな悔くやし涙がにじんでいる。

　――絶対、傷つけた……。

　後悔で胸がいっぱいになる。

『今のは噓だよ。そんなこと思ってるわけないじゃない』――そう言ってあげたい。

　――でもだめだ。

　たとえ傷つけて嫌われてもいい。生きててくれれば、それだけでいい。

　とにかく、四人をこの場所から遠ざけられればなんでもよかった。

　私は息を深く吸い込んで、さらに言葉を投げつけた。

「言い返せるなら言い返せばいいじゃない。でも、この魔法攻撃を避けられるの、私だけなんだよ？　だったら邪魔しないで。足手まといな仲間なんかいらないんだから」

「リンリ……」

「うるさい！　そのあだ名で呼ばないでって言ったでしょ！　迷めい惑わくなの！　早くあのおっかない龍の姿になって、そこの三人を連れていきなさいよ！　どんな役立たずだって、そのくらいできるんでしょ！」

「…………」

　ナージャは、なにか言いかけた言葉をのみ込むと、再び本来の姿に形を変えた。

　広間いっぱいに、青く光る胴体が波打つように広がる。

　白い腹の部分にある傷口からは、鮮せん血けつが噴きこぼれていた。

　――早く、手当てしないと死んじゃう。

　フリーズしていた影法師たちが、再びゆっくりと動きはじめる。

　その動きを察知したのか、倒れていたベルフェゴールさんが身を起こした。

「おい女。あんまりナメた口きいてんじゃねぇぞ……」

「本当です。勝手に撤退などさせられては、迷惑です」

「……ナーくん。……勝手に運んだら怒るからね……」

　黄泉さんと茨木も文句を言うけど、その口調は息も絶え絶えって感じだ。

　――急がなきゃ。

「ナージャ、早くして！」

　ナージャは、床に転がっていた三人を前脚で抱え上げ、さらに私にもその手を伸ばす。

　私はその手を振り払い、後退した。

「触らないで！　握り潰されたらたまらないから。私は自分の足でここを出られるから、ナージャの助けなんかいらないの。早く行ってよ！」

　ひどい言葉を投げつけ、天井を指さす。

　ナージャは、鼻先で私を広間の入口まで後退させたあと、天井を見つめた。

　そのまま螺ら旋せんを描く竜たつ巻まきのように上昇し、天てん井じよう一面のステンドグラスを割って、外へ飛び立っていった。

　ガラスの破片を避よけながらそれを見送った私は、踵きびすを返して赤い廊下を駆けだす。
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「閻魔様！　無事ですか!?」

　いくつもの部屋を見て回った。

　設計図で見た、一番奥の部屋の扉を勢いよく開け放つ。

「ここまで来られるとは思わなかったよ。なかなか優秀なようだね」

　その声に、私は足を止める。

　緋色の絨毯が敷き詰められた大広間の中央には、権けん威いを象しよう徴ちようするような高い背もたれの椅子が置かれていた。そこに座っているのは、うなだれている閻魔大王だ。

　正面から見る限り、怪け我がをしている様子はない。

「……閻魔様？」

　近づきながら、声をかける。

　すると、閻魔様がいきなり首を起こした。しかしそれは、自分の意思ではなく、誰かにいきなり上を向かされたかのように、ぎこちない動きだった。

「救助活動ご苦労様、林藤真鈴。おかげで助かったよ。感謝しなくてはいけないね」

　閻魔様の目は開いたままだが、その目からは生気が感じられない。

　焦しよう点てんの定まらない瞳は虚こ空くうを見つめ、口元だけが不自然にただ上下する。

　その動きは、声と微妙な落差があった。まるで、下へ手たくそな腹ふく話わ術じゆつの人形のようだ。

「閻魔様、じゃないですよね？」

　あたりを見回しながら声をかける。

「あれ？　もうバレちゃったんだ？　残念」

　クスクスと笑いながら、椅子の陰かげから出てきたのは――。

「…………零れいさん!?　どうしてここに？」

　長く白いマントを纏まとった零さんだった。

　傀儡くぐつのような閻魔大王の肩に手を載せ、零さんはゆっくりと前に歩み出る。

　私は信じられない思いで、その白い靴くつの爪つま先さきを見ていた。

「どうしてここになんて、それは僕が聞きたいな。でも、まあ、迎えに行く手間が省はぶけて助かっちゃったからいいけど」

「迎えに……？　私をですか？」

　私は、バカみたいにオウム返しをした。だって、なにがどうなってるのか、まるで理解できない。

　零さんは、やわらかな笑みを浮かべて静かに言った。

「そう。君を迎えにだよ。世界で一番大切な、僕の花はな嫁よめをね」
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「花はな嫁よめ？　なんですか、それ……？」

　尋たずねながら、ジリジリと後退する。

　――怖こわい。この人は怖い。

　本能がそう告げていた。

　やさしい笑顔も穏おだやかな声も、初めて会った時とおんなじだ。

　なのに、どうしようもなく怖かった。

「あれ？　どうしたの、真ま鈴りんちゃん？　こないだ助けてあげたのに、なんか嫌われちゃったかな」

「あ、あの時はありがとうございました。でも……」

「でも、なに？」

「閻えん魔ま大王になにかしたんですか？　それにこのテロ騒さわぎは……」

　そんなわけないと思いながら聞いたのに、零れいさんは満面の笑みで肯こう定ていした。

「ああ、彼？　さっさと鍵かぎを渡してくれればいいのにもったいぶるから、意識を飛ばしただけ。運がよければ、二、三時間で、元に戻ると思うよ。まあ、ダメでもしょうがないかな。僕に逆らったりするからだよ」

　背筋が寒くなる。

　話が通じない相手なのだと、今さらながらに悟さとった。

「こんな騒ぎを起こしたのも、みんなを……ベルフェゴールさんたちを傷つけたのも、零さんなんですか？」

　零さんは、さも当然と言わんばかりに頷うなずいた。

「そうだよ。彼らはもう用済みだからね。花嫁の周りに虫がいたら邪じや魔までしょ？　殺すつもりだったけど、そうすると真鈴ちゃんが泣いちゃうかもしれないから、瀕ひん死しくらいでやめておいてあげた。やさしいでしょ？」

「どうして……！　なんでそんなこと！」

　怒いかりで目の前が赤くなるっていうのは本当だった。零さんの白い服が、赤い服に見える。

　滑なめらかに動く手のひらには、濡ぬれた血がべったりと付いているようにも見えた。

「彼らの役目は、真鈴ちゃんを魔界へ連れてきて覚かく醒せいさせることだったんだよ。魔界に呼び寄せるには契けい約やく解除が必要な二重契約でよかったから、二匹で済む話だったんだけど、さすが血は争えないよね。まさか一度に四体も召しよう喚かんするなんて思わなかったな。本当に驚おどろいたよ」

　その言葉で、私が四重契約をしてしまい、魔界に来ることになった原因がわかった。

　だったら、あの本を私に渡したのも……？

　私の疑問を読み取ったかのように、零さんが微笑ほほえむ。

「そうだよ。あの頭の悪そうな男子高校生たちをけしかけたのも、真鈴ちゃんが古本屋に逃げ込んでくるようにし向けたのも、魔術書を渡して召喚呪文を読み上げなきゃいけないようにしたのも僕だよ。ちょっと手間がかかったけど、大事な花嫁のためだからね。どれも楽しい作業だったよ」

「古本屋さんの、店長さんは……？」

「ああ、彼？　彼はねぇ。おとなしくしててくれればよかったんだけど、逃げようとするから、動かないようにしただけだよ。服が汚れるし、参っちゃったな」

　あの時の血は、零さんのものではなく、殺された店長さんのものだった。

「動かないようにって……。たったそれだけのために殺したっていうの？　そんなのおかしいよ！」

　遺い体たい確認の時に見た血の気けの失せた顔が、脳のう裏りにフラッシュバックする。

「私に本を見せたいなら、ただそうすればよかったじゃない。なんでそんなことで殺すの？　おかしいよ」

　零さんは、さも不思議そうに小首を傾かしげて私を見る。

「そんなこと？　それは違ちがうよ。だってね、僕はこの十六年間ずっと君の消息を捜さがしてたんだよ？　出会いも段取りも万全にしたいって思うのが当然でしょ？　それにしても君のお母さんがかけた目くらましの術はやっぱりすごいね。僕の力をもってしても、ぜんぜん見つけられなかったよ。術をかけた本人が死んでもなお、真鈴ちゃんの存在を隠すように設定されててびっくりしたな。まあ、それも三カ月がやっとだったみたいだけどね。でも、やっぱりすごいな、真ま綾あやちゃんは」

「……どうして、お母さんの名前を？」

　真綾というのは、私のお母さんの名前だ。

　――お母さんが『目くらましの術』をかけたって、どういうこと……？　術って、なに？

　貧ひん血けつでも起こしたみたいに頭がクラクラする。

　情報の処理に脳が追いつかない。

　――なにか、甘いモノが欲しい……。

　でもそんな場合じゃないので、私は零さんを睨にらみ据すえた。

「どうしてって、それは知ってるに決まってるよ。――だって、真綾ちゃんは僕の奥さんだった人で、真鈴ちゃんは僕と真綾ちゃんの娘だからね」

「…………っ！」

　私はその場に座り込んでしまった。

「ダメだよ、真鈴ちゃん。そんなとこに座り込んだら脚あしが汚れちゃうよ」

　零さんは、椅子に座っていた閻魔大王の肩かたを押して椅子から転ころげ落とし、私を抱きかかえて空あいたその椅子に座らせた。

　――閻魔大王が……。

　うつぶせに倒れたままの閻魔様を助けたいのに、身体からだにも声帯にも力を入れることができない。今度は私が傀儡くぐつにでもされてしまったようだった。

「こんな危ないところに来たらダメだよ。影の兵士たちに、君だけは攻撃しないようにプログラムしておいてよかったな」

　――だから、私にだけあの攻撃が効きかなかったんだ。

「君の顔や身体に傷がついたら、どうしようかと思った。無事でよかった……」

　零さんは私の足元に跪ひざまずき、私の手を取って口づけながら、うれしそうに語った。

「この魔界がね、ずっと欲しかったんだ。昔から。昔っていうのは、日本ができた頃だよ。巫み女ことして天才的な力を持つ卑ひ弥み呼こっていう女性がいてね。その彼女が約束してくれたんだ。国をひとつあげたら結婚してくれるって」

　歴史の授業で習った名前が出てきて驚いた。

　そんな私におかまいなく、零さんは話を続ける。

　けれど、彼女は野望を達成する前に死んでしまった。

　亡くなった母は、その卑弥呼の血を引く者で、召喚師としての能力が高かったのだそうだ。

「だからね、真綾ちゃんとその約束を果はたそうとしたのに、ある日突然いなくなっちゃったんだよ。僕の前から」

　零さんは、どんなに世界中を捜しまわったかを、淡々と語った。

「それでね、やっと見つけたら、彼女、死んでたんだ。……ひどいよね。僕を置いていっちゃうなんて。魔界に来るかと思ったけど、現れる気配もないし。もうね、途方に暮れちゃったよ」

　その静かな口く調ちようが、激げつ昂こうされるよりもずっと恐おそろしい。

　喋しやべるたびに吐と息いきが当たる手の甲を離したいのに、それもできそうにない。

「でもいいんだ。真鈴ちゃんを残してくれたから。――ホントはね、真鈴ちゃんがお腹なかにいる時に、有名な予言者から言われたから、生まれたらすぐ殺そうって思ってたんだ、真鈴ちゃんのこと」

　私は目を見開いて、零さんを凝ぎよう視しした。












　跪いたままの零さんは、私を見上げて相そう好ごうを崩くずす。

「だってね、お腹の子が――あぁ、真鈴ちゃんのことね。真鈴ちゃんが、真綾ちゃんを殺すっていうんだから仕方ないよね。やっぱり予言者はすごいね。当たってたし」

　私はぎゅうっと目を閉じた。

　交通事故の記憶が一瞬で蘇よみがえる。

　それは視界の悪い雨の日の出来事で、白い横断歩道のラインににじんだ赤い血の模も様ようを今でも鮮明に思い出すことができる。

　お母さんは私を庇かばって、私の代わりにトラックにはねられて死んだのだ。

　逆流しそうになる胃液を、必死で唾つばを飲んで押し戻す。

「最初はちょっと恨うらんだよ、真鈴ちゃんのこと。でもね、すぐに気づいたんだ。真綾ちゃんがいなくなっちゃったんなら、真鈴ちゃんと結婚すればいいんだって。だって、こんなに似てるんだから。それにね……」

　零さんは、すいっと立ち上がって、私の顔を上向かせた。

　なぞるように頰ほおに触れていた指先が、私の前髪をそっとかき分ける。

　――そこは、いやだ。

　ぎゅっと目を閉じたけど、零さんは丹念に前髪をどかした。

「ほら。卑弥呼ちゃんの生まれ変わりの印しるしまである……」

　なにかが触れる感かん触しよくに目を見開くと、とっさには焦しよう点てんが合わせられないほど近くに、零さんの顔があった。額ひたいに口づけられたのだ。

　以前は髪の上からでもドキドキした。けれど、今度は直じかに触れたのにちっともドキドキなんてしない。ただ、ひんやりとした感触が残るだけだ。

「これね、天てん眼げんっていうんだよ。卑弥呼ちゃん以外でこれがある人間に会うのは真鈴ちゃんが初めてかな。真鈴ちゃんと僕が結婚すれば、この魔界だろうと人間界だろうと、どこだって好きにできるよ。ねぇ、真鈴ちゃんはどうしたい？」

　――そんなの、どうもしたくないよ。

　世界なんかいらない。平和な世界の隅にいられればそれでいい。

「……零、さん……」

　なんとか名前を呼びかけると、零さんは少しだけ困こまったように笑った。

「それはね、仮の名前だよ。発音は一緒なんだけど、漢字は当て字なんだ。僕の本当の名前はね、……マーリン。魔術師のマーリン・レイっていうんだ」

　大魔術師・マーリン。それはファンタジーに詳くわしくない私でも知っている名前だった。

　多くの映画や物語、昔大好きだったアーサー王の物語にも出てくるから。

　――そんな、零さんが……？　あの魔術師だっていうの？

「言ったでしょ、真鈴ちゃん」

　零さんは、「まぁりん」と甘く伸ばしたように私の名前を呼んだ。

「『僕の大事な人と同じ名前だ』って。僕のことだよ。真綾ちゃんはね、生まれたばっかりの君を連れて人間界に逃げていっちゃったんだけど、君に僕の名前つけてくれてたんだ。やっぱり、真綾ちゃんは僕のこと好きでいてくれたんだね。よかった……」

　零さんはため息を零こぼして、私をぎゅうっと抱き寄せた。

　ふわりと甘い香りが鼻び腔こうをつく。

　――お母さんと同じ百ゆ合りの香りだ……。

　いつかと同じ感想が頭の隅をよぎる。

　でもそれ以上なにか考えることはできなかった。

　すうっと意識が遠のき、そのまま気を失ってしまったから――。
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　意識を取り戻して最初に目にしたのは、光の海だった。

　高い場所から見る夜景だ。

　一面のガラス窓の向こうには、果はてしない夜の風景が広がっている。

「……どこ、ここ……」

　慌あわてて身を起こす。

　やけに起き上がりにくいと思ったら、窓ガラスに映うつし出された私は、真っ白のウエディングドレスを着ていた。ご丁てい寧ねいに髪まで凝こったふうに編あみ上げられ、百ゆ合りの花が挿さしてある。

「なにこれ……？」

　百合の花を引き抜いて投げ捨て、あたりの様子を確かめる。

　やけに広い部屋――というよりホールだ。

　間取りは円を描えがいていて、出入口は見あたらない。

　部屋の中央に私が寝ていたベッドがあり、その脇わきに果物や飲み物を載のせた大きな丸テーブルと二客の椅い子すがあるだけの、がらんどうのような場所だ。

　ぐるりとガラスに囲かこまれた丸い部屋――それも高い場所にあるということは、塔とうのようなものなのだろうと推すい測そくされた。

　窓ガラスに張り付いて外を眺ながめる。

　窓まど枠わくの上下を見ると、黒い鉄柱と白い鉄柱がいくつか見て取れた。

　遙はるか眼下には、豆粒のような建物や糸のような道が見える。

　――一体、何階くらいの場所にいるんだろう？

　近所の五階建てのデパートの屋おく上じようよりずっと高いのは確かだ。

　どこか見覚えがあるような気がして、必死に記憶の糸を手た繰ぐる。

　ふっと、思い出した。小学生の時の見学授業の記憶を。

　あの時は昼間だったし眼下にあったのは東京の街だけど、その時地上二五〇メートルの場所から見た風景ととてもよく似ている。

「……東京タワーの特別展望台だ」

　あの時見たのと同じ高さのような気がする。

　ふいに背後から拍手が聞こえた。

　振り向くと、椅子に腰こし掛かけた零れいさんだった。

　丸テーブルに肘ひじをつき、薄い笑みを浮かべている。

　いつの間に、どこから入ってきたのか聞こうとしてやめた。魔術師というからには、扉とびらなんか必要ないんだろう。

「ご名答。すごいね、真ま鈴りんちゃん。やっぱり勘かんがいいんだね」

　――東京タワーというのは、どうやら当たりだったらしい。

　こっちの世界では裁判所に使われてる国会議事堂同様、内装や用途が違ちがうようで、中央にあるはずの売店やエレベーターなんかの気配はないけど。

　私はツカツカと歩み寄って、零さんを見下ろす。

「……ここから出してください」

　零さんは私を見上げて小首を傾かしげた。それに合わせて長い髪がしゃらりと肩かたを滑すべる。

「だめ。だって、真鈴ちゃんは大事な花はな嫁よめさんだから、外に出して怪け我がなんかされたら困こまるでしょ？」

　履はき慣れない白いパンプスの爪つま先さきがズキズキと痛んだ。

　私はそれを片方ずつむしり取って、投げ捨てた。

「この服も嫌いやです。私の制服、返してください」

　勝手に着替えさせられたことにも腹が立つけど、今はそれにはかまわないことにした。

　とにかく、ここから出るのが先決だ。

「それもだめ。だって、埃ほこりまみれだったよ？　あんなの着てたら病気になっちゃうよ。それにね、そのドレス、似合うよ。すごく綺き麗れい。真ま綾あやちゃんが生き返ったみたい。ほかにもたくさん用意したから、好きなの着るといいよ。ほら」

　零さんの指さした先に、いろんな型のウエディングドレスの掛かった凝った意い匠しようのシングルハンガーと、姿見が現れる。

「結婚式の前に白い服を着るなんて、禊みそぎかなにかみたいでいいよね」

　ふいに立ち上がった零さんは、すっと開いた手のひらから百合の花を出現させ、それを私の髪に挿した。

「女の子はキレイにしてなくちゃだめだよ。真鈴ちゃんはかわいいんだから。ね？」

　私は挿された百合を再度引き抜いて投げ捨てた。

　花に罪つみはないけど、どうしても挿していたくなかった。

　零さんはさして怒おこったふうもなく、小さく吐と息いきを漏もらして椅子に座り直す。

「結婚式はね、明日だよ。本当は結婚式当日に攫さらう予定だったんだけど、テロの鎮ちん圧あつに真鈴ちゃんが来てくれるなんて思わなかったな。それでせっかくだから、繰り上げ誘ゆう拐かいしてあげたんだ。挙式まで時間があるから、それまでこの部屋でゆっくりしててね。見晴らしもいいし、飽あきないでしょ？」

「ここから出して」

「あ、食べたいものがあったら言って。なんでも用意してあげるから」

「制服を返して」

　私の声なんか聞こえていないらしい。まるで会話にならない。

「そうだ。お風呂とトイレもいるよね。はい、これ」

　零さんが人差し指を向けると、すぐそばに、猫脚のバスタブと、ピンク色をしたトイレが出現した。

　――このガラス張りの状態でそれを使えとでも？

　私はわざとらしいため息をつき、要望を口にした。

「……お風呂もトイレも、壁かべとドアをつけて。それから、もう少し動きやすい服を貸して。これじゃ、寝られないから。あと、ご飯は和食が好き。お米が食べたい。以上」

　ぶっきらぼうに言ったにもかかわらず、零さんは花が綻ほころぶような笑みを浮かべた。

「うん。おやすいご用だよ。じゃあ、はい」

　零さんが人差し指でテーブルをコツンと叩たたくと、一瞬で和食御ご前ぜんが現れた。

　湯気の立ったご飯にみそ汁。それから煮物や和あえ物ものなどが何皿も並んでいる。

「壁はこんな感じでいいかな？」

　再度テーブルを弾はじくと、バスタブとトイレを囲むように、扉付きの円柱の小部屋が出現した。

「それから、洋服だっけ？」

　零さんは私を見てにっこりと微笑ほほえむだけで、テーブルを叩く気配がない。

「もっと動きやすい服がいいんですけど、聞こえませんでしたか？」

「ううん。聞こえてるよ」

「じゃあ、早くしてください。こんな服でご飯食べられないんで」

「うん。でも食べて。そのドレスは着ててもらいたいから」

「……おやすいご用って言いませんでしたか？」

「言ったけど、やっぱりやだから、仕方ないよ。それに真鈴ちゃん、そのドレス似合うもの」

「私の制服、返してください。制服って高いんだから」

　零さんはさも愉ゆ快かいなものでも見るかのように、唇くちびるの端はしを引き上げた。

「だーめ。だって、返したら真鈴ちゃん着替えちゃうでしょ？」

　――だめだ。埒らちがあかない。

　やむなく私は、妥だ協きよう案あんを出した。

「じゃあ、リュックだけでも返してください。下着の替えとか入ってるし、化け粧しよう道具も入ってるから」

　ホントは化粧道具といってもブラシとリップくらいしか入ってないけど、ここは噓うそも方便だ。

　このウエディングドレスさえ着てれば満足なのか、零さんは今度は二つ返事でリュックを取り出してくれた。取り出すっていっても、どこからかはわかんないけど。

　私はそれを受け取って、中身を確認した。

　――よかった。例の本も、アレも、入ったまんまだ。でも足りないものがある。

「返してくれてありがとう。でも、タマ君は？」

「うん？　会いたいなら、呼ぶけど？」

「……呼んでください」

「了解。お呼びだよ、タマくん」

　零さんが言い終わらないうちに、テーブルの上にタマ君が現れた。

「タマ君、無事だったんだね。よかった！」

　抱き上げて頰ほおずりすると、タマ君は尻尾しつぽをパタパタさせて「にゃあん！」と鳴いた。

　それを見ていた零さんは、クスリと笑って私をじいっと見つめる。

「感動の再会みたいだけど、そんなに手放しで喜んでいいの？　彼も、僕同様、君を騙だましてた側だよ？」

　――え？

　私の動揺を読み取ったかのように、腕うでの中のタマ君が身体からだを強こわばらせる。

「タマくんはね、真鈴ちゃんの見張り役として役に立ってくれたよ。言うなれば、有機ＧＰＳってとこかな」

　タマ君は私の手をすり抜けて床に降り立ち、部屋の隅すみに行こうとする。

「タマ君、待って」

　私は追いかけていって抱き上げ、椅子に戻もどって膝ひざの上に乗せた。そっと頭を撫なでると、タマ君は耳をぺしゃんこにして私を見上げ、しょんぼりとした鳴き声を漏らす。

「見張り役くらいいいよ。それ、タマ君のお仕事だったんでしょ？　だったらしょうがないよ。それに私たち、一緒に旅した仲でしょ？」

　そう喋しやべりかけると、タマ君は少し元気を取り戻したような声で「にゃあん！」と鳴いた。

「なんかずるいなぁ」

　それまで絶たえず笑みを浮かべていた零さんが、拗すねたように唇を尖とがらせる。

「真鈴ちゃん、僕のことはすっごく怒ってるのに、タマくんのことは怒らないんだ？　なんか傷ついちゃうな」

　そう言うわりには、傷ついている様子は微み塵じんもない。案の定じよう、拗ねたのは振りだけらしく、言った直後にはまたしても楽しげな笑みを浮かべている。

　なにをどうとち狂くるって、こんなおっかない人を素す敵てきだと思っていたのか、あの古本屋で出会った時の自分に、小一時間くらい説教をかましてやりたい。

　――やっぱり、タイムマシンか、猫型ロボットが欲しいや……。

「……少しくらい傷ついてください。私の方こそ、いろんなことをいっぺんに聞きすぎて、気が変になりそうです」

「あれ？　感動の父娘おやこの対面とか、うれしいお知らせだったでしょ？」

「残念ながら、知りたくなかった残念なお知らせでした」

　本当に、まさか自分の父親に一ひと目め惚ぼれしかかったなんて、残念以外のなにものでもない。

　しかもそれだけで済めばまだしも、平気で人や魔物を殺したりするし、娘の私と結婚するとか言うし、閻魔様を拉ら致ちってテロ起こしたりするしで、普通じゃないにも程がある。

　それを白馬の王子様とか、一瞬でも思った自分を抹まつ殺さつしたい。私って、人（魔物？）を見る目なさすぎだ……。

　ふっと、脳裏に黒い影が浮かんだ。それも四人分。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんに、黒いスーツと帽子の悪魔。

　長い黒髪をたなびかせる中国服の死神。

　はだけた着物姿に煙管キセルを持った吸血鬼。

　灼やけた肌に白い歯の、インドの龍りゆう神じん様。

　――会いたいな。

　そう思った。

　あんなひどい言葉を投げつけちゃったから、もう会ってなんかくれないだろうとは思う。

　それじゃなくても、オレ様でプライドが高い人たちだ。

　でも、遠くからでもいいから、無事な姿を、一目でいいから確認したい。

　――だから、なんとしてもここを出なきゃ。

「黙だまり込んじゃってどうしたの、真鈴ちゃん？」

　私は唇を嚙かんで、零さんを見み据すえた。

　――よし。絶対に、ここを出る。

　そう決めた。

「……取りあえず冷さめる前にこれ、いただきます」

　ぶっきらぼうに言い放ち、食卓に向かって手を合わせる。

　敵てきの施ほどこしなんかいらないって言ってやりたいけど、そんな意地よりもここは体力温存の方が大事だと踏ふんだ。人間、お腹なか減ってると、思考がままならないからね。

　私は勢いをつけて、おみそ汁を口に運んだ。

「……美お味いしい」

　食事が美味しくなかったら文もん句くのひとつも言ってやろうと思ってたのに、うっかり真逆の言葉を口にしてしまった。お母さんが作ってくれていたのとそっくりの味だった。

「そう？　よかった。作った甲か斐いがあるよ」

「これ、あなたが作ったの？　魔法で出しただけじゃなくて？」

　驚おどろいて聞き返すと、零さんはにっこりと笑った。

「そうだよ。作っておいたものを、ここに瞬間移動させただけ。その時に熱したりすることはできるけどね。魔法なんてその程度のものだよ。なにもないところから、なにかを出現させられるわけじゃない」

　そこで言葉を切り、組んだ指の上に顎を載のせて小首を傾げる。

「それより、『あなた』だなんて冷たいな、真鈴ちゃん。『パパ』って呼んでくれないの？」

「誰が！　あなたなんか知らない。私の親はお母さんだけだよ」

　思わず即答してしまった。

　すると零さんは一瞬考えるように瞳を天てん井じように向けたあと、満面の笑みを浮かべる。

「ああ。他人行儀な『あなた』じゃなくて、旦だん那なさんとしての『あなた』？　それなら、うれしいからいいよ。もっと呼んで」

「誰が!!」

　ついつい語気も荒くなろうというものだ。どこまでふざけた人なんだろう。

「……仮に、あなたが私の父親なら、それこそ結婚なんかするわけないでしょう？　なに考えてるわけ？」

「真鈴ちゃんは、どうして父娘おやこで結婚しちゃいけないなんて思うの？」

「そんなの常識に決まって……」

　零さんは、やんわりと私の言葉を遮さえぎった。

「それは、人間界での常識でしょ？　魔界じゃ別に珍めずらしいことじゃないよ」

「魔界ではそうでも、私は人間だから、あなたと結婚なんかしません」

「でも真鈴ちゃんは僕の娘で半分は魔物の血が入ってるから、生きつ粋すいの人間じゃないよ？　そもそも、卑ひ弥み呼こちゃんだって生粋の人間じゃなかったんだから、その末まつ裔えいってだけでもそうだし」

　――生粋の人間じゃない？　私が？

　思わず箸はしを取り落としてしまった。

　いろいろショックな事実をまとめ聞きしたけど、なんかそれは一番心臓にざっくりときたかも。

　そういえば、出会ったばっかりの頃、茨いばら木きに言われた言葉を思い出す。

『真鈴ちゃんは、変わってるよねぇ。僕らに囲まれても、すごく普通にしてるし。そういう人間は、僕の知る限り、信のぶ長ながっちと卑弥呼ちゃんくらいだなー』

　――あの時すでに、私のご先祖様だとかいう、卑弥呼って名前を聞いてたんだ……。

　それに、魔界に来てからも、やけに馴な染じんでるなって思った気もする。

　額ひたいの痣あざも同じだっていうなら、本当にそうなんだろう。

　――私は、生粋の人間じゃなかったのか……。

　ショックなのに、なにかすとんと納なつ得とくしてしまう。

「真鈴ちゃん、ほら新しいお箸」

　零さんが、魔法で新しい箸を出してくれた。

「ありがとうございます」

　宙に浮いたそれを受け取って、ついお礼を言ってしまった。肉じゃがに箸をつける。

　それも、お母さんが作ってくれたのと同じ味がした。

　食事している姿をマジマジと見つめられるのには抵抗があったけど、その視線自体は嫌なものではなかった。

　なんていうんだろう、すごくやさしい温あたたかい感情が流れ込んでくるみたいで。

　でも、零さんが私をそういうふうに見るのは、私が私だからじゃない。

　私が卑弥呼の末裔だったり、お母さんの娘だったり、そのせいでよくわかんない力があるからだ。そんな自分の本質とは関係ないことで、私の存在意義を計られたり、必要だと思われるのはちょっと納得がいかない。

　ましてや、そんなことを理由に結婚を迫せまられるなんて冗じよう談だんじゃない。

　私は、うっかり『嫌じゃない』とか思ってしまった気持ちを、ぐいっと元の位置に戻した。

　――ふー、危ない危ない。これだから、顔がいい人は危険だ。

　これでものすごーく不ぶ細さい工くな相手なら「この変質者ー！」とか「人攫いー！」とか罵ば倒とうの言葉がいっくらでも出てくるだろうし、警戒心が解けるはずなんかないのに、なまじ顔がいいとうっかりいいところを探したりしちゃうのが恐おそろしい。

　――ストックホルム症しよう候こう群ぐんのまやかしも加わってるかもしれないから、気をつけないと！

　私はテーブルの下でグッと握にぎり拳こぶしを作り、気持ちを引きしめた。
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　零さんは紅茶を飲みながら私の食事を眺めていたが、私が食事を終えるのを見届けるなり、ゆったりと立ち上がった。

「じゃあ真鈴ちゃん。この部屋でおとなしく待っててね。タマくん、真鈴ちゃんのお相手よろしくね。魔法は解いてあげたからさ」

　零さんはそう言ってタマ君を見つめたあと、小首を傾げて言い足す。

「あれ、タマくん。返事は？」

　タマ君は一瞬身体を強ばらせたあと、返事をするように小さく一鳴きした。

「そう。返事はかわいくね。じゃあね、真鈴ちゃん。退屈したら、タマくんに遊んでもらうといいよ。――じゃ、ちょっと出かけてくるね」

　零さんはそう言って姿を消した。

　初めて見た時は、零さんに懐なついてる飼かい猫だと思ってたけど、よくよく見てみれば、タマ君が強制的に服ふく従じゆうさせられているだけだということがよくわかった。

　じいっと見つめていると、タマ君が意を決したように顔を上げた。

　私を見つめて、ごくりと息をのんでいる。

「タマく……」

　声をかけようとしたら、別の声に遮られてしまった。

「申し訳ありませんでした！」

　――え？

　零さんが帰ってきたのかと振り返ってみたけど、誰もいない。

「申し訳ありませんでした、真鈴様」

　正面から再び、やけにかわいい声が聞こえた。……ってことは……。

「タマ君？　喋れるの？」

　言い終わらないうちに、さらなる衝しよう撃げきを受けた。

「タマ君、二本脚あしで立てるの!?」

　二本脚で立ったタマ君が、ぺこりと頭を下げていた。

　――今のすべての状況を吹っ飛ばす勢いでかわいい！

「はい、喋ることも立つこともできます。自分は、ケット・シーですから」

「『けっとしー』ってなに？　猫ねこ股またとか、化け猫のこと？」

　ない知識を総動員して聞いてみると、タマ君は困ったように顎あごをポリポリとかいた。

　そんな場合じゃないのに、尋じん常じようじゃなくかわいい。

「ケット・シーというのは、言葉を解し二本脚で歩く猫の妖よう精せいのことです」

　あっさり納得してしまう。

「やっぱりタマ君、人間の言葉わかってたんだね。そうじゃないかなーって思ってたんだ」

「申し訳ありません。マーリン様にかけられた魔法で、人語を喋ることは禁じられておりました。ですがそれ以前に、人間には秘ひ密みつにするのが王国の決まりですので」

「うん。なんか知らないけど、魔界はいろいろ縛しばりがあって大変みたいだもんね」

「ご理解、感謝いたします。それから、このたびは本当に申し訳ないことでございます」

　タマ君は深々と頭を下げる。

「ちょっと、やめてよ。タマ君に謝られることなんかないんだから」

　慌てて止めたけど、タマ君はかたくなに首を横に振った。

「いいえ。あるのです。いかなる理由があろうと、親切にしてくださった真鈴様を謀たばかるなぞ、自分は……自分は……！」

　感極まったように言葉に詰まり、ぐっと俯うつむいてしまう。

　私はしゃがみ込んで、その小さな頭をちょちょっと撫でた。

「……あっ、そこはいけません、真鈴様！　そこは……ごろにゃ～ん」

　うっとりと呟つぶやかれて、思わず笑ってしまう。

「タマ君、ここ弱いよね～」

　今度は顎を撫でまわすと、タマ君はぺったりと床にお尻しりをついてしまった。

　私はさんざん撫でまわしたあと、タマ君を抱き上げてもう一度立たせた。

「……くっ、不覚を取りました。自分、首だけは弱いのであります」

　心底悔くやしそうなのがまたかわいらしい。

「ごめんね。意地悪して。でもこれでチャラでいいよね？」

　そう笑いかけたら、タマ君はビシッと敬礼をした。

「はっ！　不ふ肖しよう・タルタニア・マンデリール、真鈴様のお心遣いに心から感謝する所しよ存ぞんであります」

「タマ君、タルタニア・マンデリール君っていうの？」

「そうなのであります。マーリン様は略りやくして呼ぶのがお好きなようで」

　――どこかの吸血鬼みたいだ。

「タマ君は零さんの手下なの？」

「手下といっていいのかどうか。自分は服従の魔法をかけられていたのであります」

「どうして、服従なんか？」

「真鈴様の生まれ育った日本とは違い、ヨーロッパでは黒猫は幸運の遣いとされ、中でも我われ々われケット・シーの一族を従したがえる者は、幸福と富を得ることができると言われておりますゆえ、我々を配下に置きたがる輩やからが多いのです」

「そうなんだ？」

「そうなのです。我々の王国にいれば、たとえ大魔術師だろうと手出しなどさせないのでありますが、王子の警けい護ごで隣りん国ごくへ向かう際に、不意打ちで術をかけられてしまったというていたらくで……」

　タマ君は眉み間けんに皺しわを寄せ、唇（？）を嚙んだ。その時のことを思い出すのが、よほど口くち惜おしいのだろう。

　本人が真剣なら真剣な分だけ、傍はた目めにはかわいすぎて滑こつ稽けいに映る。

　かわいそうだから、絶対にそんなこと言えないけど。

「不可抗力とはいえ、真鈴様の情報をマーリン様に流し、裏切ったこと、なんとお詫わびをすればよいのか……。はっ!?　そうだ！　ここは日本流に則のつとって、切せつ腹ぷくでお詫びをするしか……！」

　――ええええええええ。ちょ、なに言ってんの、この猫！

　止めようと伸ばした手が、なにか大きなものにぶつかる。

　――ん？

　影が差し、顔を上げるとそこには――。

「え？　えええええ？　どちら様ですか――!?」

　漆しつ黒こくの軍服を身に纏まとった長身の青年が立っていた。

　――いや、青年というか、壮そう年ねん？

　茨木たちよりも少し年上に見える。

　清せい潔けつそうな短い黒髪はとても清せい廉れんで、顎に生はやした無ぶ精しよう鬚ひげからはやけにワイルドな印象を受ける。

　――いや、そんな外見なんかより、特徴的なことがあった！

　腰に差していたサーベルを抜き取り、跪ひざまずいてその先端を自らの腹に押し当てている。












「ちょ、ちょっと待ったぁあああ！」

　私は慌ててそれを押しとどめる。

「なにしてんの？　危ないよ！」

「いえ！　真鈴様を謀った以上、もうこうするしかお詫びの方法がありませぬゆえ！」

　――真鈴様？　私をそう呼ぶってことは……。

　あたりを見回すけど、案の定、黒猫の姿はない。

　――ってことは……。

「もしかして、あなた、タマ君なの？」

　彼は立ち上がって左手にサーベルを持ち替え、律りち儀ぎに右手で敬礼をした。

「はっ！　そのとおりであります！」

　私は久々にがっくりと膝をつきそうになる。

　――猫のタマ君からは、擬ぎ人じん化したとして、小学生くらいの男の子しか想像してなかったのに、なにこの育ちっぷり！　お兄さん飛び越えて、おっさんの域に足踏み込んでるじゃない！　しかも、猫の時のかわいらしいソプラノとは一転、ブッチ切りのテノール……いや野太いバス声だ。

　タマ君が反省してる『裏切り行為』より、今の方がよっぽどショックかもしれない。

　私は軽くため息をついて、タマ君に向き直った。

「あのね、タマ君。よくわかんないけど、私に感謝してくれてるんだよね？　裏切ったからって切腹しちゃうくらいに？」

　するとタマ君は、再びビシッと敬礼をした。

「そのとおりです！」

　私はひとつ頷いて続けた。

「うん。じゃあさ、その私のお願い……いや、命令！　そのサーベルをしまって、お茶入れてくれる？　いろいろ驚きすぎて喉のど渇かわいちゃった。ね？」

　タマ君は目を見開き、感極まったように声を張り上げた。

「はっ！　心を込めて入れさせていただきます！」

　――なんか、思ったより単純そうな性格でいてくれてよかった……。

　私はヨロヨロと椅子に歩み寄り、そこに勢いよく腰を下おろした。
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「どうぞであります」

　無ぶ骨こつな外見とは裏腹に、タマ君はやけに手て際ぎわよくお茶を入れてくれた。

　しかも、紅茶かと思ったら日本茶なのも高得点だ。ちゃっかり自分はホットミルクにしているあたりにいたっては、もうどうしていいかわからないほどかわいい。

「ありがとう。いただくね」

　あっという間に飲み干すと、タマ君はいそいそとおかわりを注そそいでくれた。

「タマ君は飲まないの？」

　カップに手をつける気配がないので聞いてみると、私を萌もえ殺す気かと問いつめたくなるような答えが返ってきた。

「自分、猫舌なもので……」

　――あぁ、そっか。そりゃ、ゆっくり時間をおいてから飲むといいよ……うん。

　私はコクコクと頷うなずいて、タマ君のカップから目を逸そらした。

　その後、タマ君は魔界や零さんのことについて、いろいろと教えてくれた。

　零さんとの会話で断片的に聞いてはいたけど、やっとすべてがすっきりとわかった。

　話を整理するとこうなる。





【１】遠い昔。零さんは、私の先せん祖ぞである卑弥呼に、世界をあげると約束した。

　　　しかし約束を果たす前に、彼女は死んでしまった。




【２】その後。零さんは、卑弥呼の血を引き先祖返りで同じ能力を持つ真綾と結婚した。

　　　二人の間には赤ちゃんができる――それが私だ。

　　　二人は有名な予言師から『そのお腹の子は母を殺す』というお告げを受ける。

　　　私を殺そうとする零さんと、予言を信じないお母さんとの間に諍いさかいが起き、お母さんは生まれたばかりの私を連れて零さんの前から姿を消した。




【３】お母さんの張ってくれた目くらましの結界に守られ、私は十五年間、零さんに見つからずにいた。




【４】しかし、一部予言どおり、お母さんは私を庇かばい交通事故で亡なくなってしまう。

　　　お母さんが亡くなったことで結界の効果が切れ、零さんに見つかってしまった。

　　　ようやく私を見つけた零さんは、お母さんの仇かたきである私を殺そうした。

　　　しかし、お母さんの代わりにして結婚し、遠い昔の約束を果たそうと決める。

　　　長い時を生きてきた大魔術師の零さんと、卑弥呼の血を併あわせ持つ私には、この世界を手に入れるだけの力が隠かくされているからだそうだ。




【５】私の能力を覚かく醒せいさせるために魔物と多重契けい約やくさせ、魔界に来て揉もまれるよう仕組んだ零さんは、まんまと思おも惑わくどおりにことを運び、最後の準備に取りかかる。

　　　最終段階とは、私との結婚式だ。

　　　式場には霊れい力りよくの集中する魔界電波塔である東京タワーを使う。

　　　そのためにテロ事件を起こして管理者の閻魔大王を襲おそい、ここの鍵かぎを奪うばった。

　　　あとは、能力が本格的に開花するはずの私の十六歳の誕生日――明日を待つのみ――。






　枝葉を端は折しよってまとめると、そういうことらしい。

　あまりにも現実離れしていて、信じたくない気持ちでいっぱいだ。

「そんな力、私にホントにあるのかわかんないし、あったとしてもいらないっていうのにね……」

　そうぼやくと、タマ君は生き真ま面じ目めな顔を少しだけ緩ゆるめた。

「真鈴様は変わっていますね。魔界の住人なら誰もが欲しがるほどの力を、そんなふうに言うなんて」

「そう？　だって、別に魔界も人間界も欲しくなんかないよ」

「欲がないのですね」

「違うよ。ありすぎるんだよ。世界を手に入れることなんかより、今住んでる家にいつまでもいられて、学校の友達とかバイト先のみんなと仲良くできる方がずっといい」

「そうなんですか？」

「そうだよ。そこに、ナージャやベルフェゴールさんや黄よ泉みさんや茨木がいてくれればもっといいし。もちろん、タマ君もだよ」

「自分もですか!?」

　タマ君はガタンと椅子を蹴け倒たおして立ち上がった。

「うん。でも、タマ君は、国に帰ったら王子様付きの衛えい兵へい隊たい長ちようなんだっけ？　だったら、休きゆう暇かの時だけでも遊びに来てね。また猫缶と猫用ミルク、買っておくからさ」

「本当ですか!?」

　タマ君のお尻のあたりから、にょろんと黒い尻尾が滑り出し、恍こう惚こつを表すようにフワフワと蠢うごめく。どうやら、ウチに来た時に買ってあげたご飯、気に入ってくれてたみたいだ。

　――そういえば、ぺろりと平たいらげてたもんね。

　と、ふと見ると……。

　――頭に耳まで生えてるし……！

　ネコミミのオッサンに萌える日が来ようとは思わなかった。魔界って恐ろしいところだ……。

　タマ君に笑いかけたあと、窓の外に視線を投げる。

　少し離れた眼下に、赤く浮かび上がる横長の建物が見えた。

　日本で十本の指に入るだろう有名建築物――国会議事堂だ。魔界では、赤いし裁判所だけど。

　あの建物前広場のテントに、きっとみんなはいるんだろう。

　――怪我、大丈夫かな……。治なおりかけた傷が開いて、痛そうだった。

　怪我も心配だけど、傷つけた心も気になる。

　――ナージャ、泣きそうな顔してた……。ベルフェゴールさんと黄泉さんの仏ぶつ頂ちよう面づらは見慣れてるけど、あの茨木まで怒った顔してた。

　今度こそ、もう口もきいてくれないかもしれない。

　――なんで、こんなことになっちゃったんだろう……？

　深くて大きなため息が漏れる。

　眺めていた景け色しきが突然ぐにゃりと歪ゆがんで、それからまたすぐに元の夜景に戻った。

「真鈴様……？　どこか痛いのですか？」

「……え？　どうして？」

「だって……それ……」

　タマ君に顔を指さされ、私は慌てて自分の顔に触れてみる。

　ほっぺたから顎にかけてが、ぐっしょりと濡ぬれていた。

　――うそ……。なにこれ、涙……？

　私は手の甲で乱暴に水分を拭ぬぐい取った。

「いけません、真鈴様！　そんな乱暴にしたら……！」

　タマ君が慌てながら軍服のたくさんあるポケットを片っ端から探さぐりだす。どうやらハンカチを探してくれてるみたいだけど、ちょっとやそっとじゃ見つかりそうにない。

「大丈夫だよ、タマ君。ここに入ってるから」

　私はリュックのサイドポケットから、ハンカチを取り出した。

　目元に当てて拭うと、ふわりと和風のお香のような香りがした。

　――茨木……。

　累かさねヶ淵ふちに向かう途中、ドラゴン姐ねえさんから落ちたり、ゼリーのお化けにあったりで、うっかり涙ぐんだ時に、茨木が貸してくれたものだ。

　上質な絹きぬのハンカチは色鮮やかな和風柄で、茨木の着物を思い出す。それに香りも、いつも茨木が纏まとっているのと同じ上品なものだ。

　そう思ったら、せっかく拭ふいたというのに、それまで以上に涙が溢あふれてしまった。

　私はそれをグイグイと拭ぬぐい取った。

　そうしたら、ハンカチを借りた時のことが思い出されて、涙が後から後から溢れてきた。

「真鈴様……」

　オロオロと私の周りを行き来するタマ君を押しとどめる。

「ごめん、平気。なんかちょっと、いろいろ思い出しちゃっただけだから、心配しないで」

「しかし真鈴様、そんなにも涙が……」

　私は拭くのを諦あきらめて、流れるにまかせた。

「おかしいな。なんかこっちの世界に来てから弱くなっちゃったみたい。恥ずかしいね」

　取り繕つくろうのを諦めて笑いかけると、タマ君は首が取れるんじゃないかと心配になるほどオーバーに首を横に振った。

「そんなことはありません！　あなたはとても勇気のある強い方です」

　私は、タマ君とは正反対に力なく首を振った。

「そんなことあるわけないよ。なんにもできないし、今だってここに閉じ込められて往おう生じようしてるだけだし」

　ここから出る。たったそれだけのことができずにいる。それも泣いてるだけなんて最悪だ。

「でも、真鈴様は、ドラゴンタクシーの首から飛び降りた自分を助けるために、あんな高い場所から飛んでくれたではありませんか」

　言われてその時のことを思い出す。

　よくバラエティ番組なんかでお笑い芸人さんたちがスカイダイビングをやらされて悲ひ鳴めいを上げてるのを見てヤラセなんだろうなとか思ってたけど、今の私はその意見を改あらためていた。

　――あれは出るよ、悲鳴！　後うしろでプロのインストラクターさんが抱かかえてくれたって出るって！

　しかも、私の場合、インストラクターさんもパラシュートもなかったしな……。

　冷静になって思い出せば、よくあんな真ま似ねができたもんだと思う。魔界に来て、いろんな危機感とか緊きん張ちよう感かんなんかが崩ほう壊かいしていたとしか思えない。

　ふと、違い和わ感かんを覚えた。

「ねぇ、タマ君。今『飛び降りた』って言った？」

　タマ君は、「ハッ」と小さく息をのみ、視線を泳がせた。

　――いい大人のはずなのに、なんて感情が読み取りやすいんだろう、この人。

「一緒に落下するハメになった人間の権利として、詳くわしい説明を要求します」

　ちょっと意地悪にそう言ったら、タマ君はもともとキリッと伸ばしていた背筋を、それまで以上にピンとさせた。しかも猫はかかないはずの脂あぶら汗あせを、ダラダラと流している。

　――なんかもう逆猫背ぐらいに反そってるけど、大丈夫なのかな？　猫なのに……。

「あっ、あれはですね……！」

「うん、あれは？」

　どうしてなのかを尋たずねると、タマ君はキビキビした口く調ちようのわりにはたどたどしく、その意い図とを説明してくれた。

　強制的に零さんに使し役えきされることになったタマ君は、ほとんど自分の意思で動くことができずにいたのだそうだ。その都つ度どのちょっとした自由はあるものの、零さんにとって不利になるような動きには、ストッパーがかかっていたらしい。私を不良たちから助けるために囮おとりになることはできても、私に零さんの目的を話すことなどはできない――そんなふうに。

　私の家にいる間も、魔界に来てからも、タマ君はずっと零さんの目や耳としての役割をさせられ、その強制的な魔術が、あの飛行中に突然薄れたため、タマ君は彼の属ぞくする王国に帰ろうとしたのだそうだ。

　けれど私を巻き添ぞえにしてしまい、揚あげ句く突然現れた零さんに一瞬で見つかってしまったのだと頭こうべを垂たれた。スパイ行為のことだけでなく、その時のことが一番タマ君に罪ざい悪あく感かんを抱いだかせてしまっているみたいだ。

　確かにあの時はさすがに『死ぬかも』って思ったけど、自分で選んだ行動だ。タマ君のせいなんかじゃない。それに、いま話を聞いてわかったけど、タマ君だけなら難なく着地できたんだろうし。私のしたことは大きなお世話ってやつだ。

「あのね、タマ君。私が勝手にやっただけのことなんだから、タマ君が罪悪感とか責任を感じる必要なんかないんだからね。逃げるの邪じや魔ましちゃってごめんね」

「いいえ、滅めつ相そうもないことでございます」

　タマ君は恐きよう縮しゆくしたかのように頭を下げたまんまだ。今はなにを言っても聞き入れてもらえそうにない。仕方ないので私は、気になっていることに話題を変えてみることにした。

「それにしても、どうして突然魔術が薄れたのかな？」

　閻魔大王すらも操れるほどの能力なのに。

「はっきりはわからないのですが、高度に関係があるのではないかと思います」

「飛んでた時の高さ？」

「はい。彼にとって距きよ離りはなんら問題ないようですから、あの時高さで術の呪じゆ縛ばく範はん囲いを脱だつしたのではないかと思われます」

「ふうん。じゃあ、タマ君のレーダー（？）が途切れたから何事かと駆かけつけてきて、そのついでに私を助けてくれたってわけか」

　――どうりで、すごいタイミングで現れたわけだ。

　まあ、瞬間移動なんかもお手のものみたいだから、どこまでいろんなことができるのかは計はかり知れないんだけどさ。

「未来の花嫁に死なれたら困るだろうしね」

　つい皮肉っぽく言ってしまうと、タマ君が「違います」と首を振った。

「違うってなにが？」

「あの時のマーリン様は、本当に真鈴様を心配なさっていました」

「……タマ君、あのひとに強制的に言うこと聞かされてたんでしょ？　庇うことなんかないよ？　もしかして、私の父親だからって変に気を遣ってたりしないよね？」

「違います。マーリン様は確かに、強大な力を持つ恐ろしい方です。殺人も殺魔もためらいひとつなく平然となさいます。――でも、あの時は、いつになく慌てておいででした。髪も息も、いつもより乱れていましたから」

「そんなの……知らないよ。私には平然としてるふうに見えた。むしろ余よ裕ゆう綽しやく々しやくみたいだったとしか……」

　タマ君は、やんわりと首を横に振った。

「いいえ。かれこれ十年以上お仕つかえしておりますが、あんなに慌てたお姿を拝はい見けんしたのは、たったの二回だけです。あの時と、それから真鈴様の母上である真綾様の訃ふ報ほうを知ったとき。……あの時は、もう何日も閉じこもってなにも召めし上がらず、自分も困り果てたものであります。その後、真鈴様が見つからなければ、あのまま衰すい弱じやく死しなさっていたかもしれません」

　――そんなこと言われても……。

「タマ君はさ、強きよう制せい的てきに仕えさせられることになったのに、零さんのこと嫌いじゃないの？　魔法解いてもらったのに、今も『マーリン様』って呼んでるし」

　タマ君は目を瞑つぶって考え込んだあと、きっぱりと言った。

「自分は、嫌いではないのであります。目的のためには手段を選ばないので怖い時もありますが、基本的にはやさしい方ですから」

「……なんかずるい。悪い人はちゃんと悪い人でいてくれないと困るよ」

「そうおっしゃられても……」

「タマ君は、零さんのこと恨うらんだりしてないの？」

「王子にご挨あい拶さつもできぬまま去ることになったことは心残りですが、マーリン様と過ごした日々も、それはそれで充実したものでしたから。……そのほぼすべては、真綾様と真鈴様を捜さがすためのものでしたが」

　零さんの声が蘇よみがえる。

『だってね、僕はこの十六年間ずっと君の消息を捜してたんだよ？』

　――あれは本当のことだったんだ。

　十六年。私が生まれた頃からってことだ。

　それは、どれだけ長い時間だろう？

　うっかり同情しそうになった私は、自分で自分のほっぺたをひっぱたいた。

　肌はだを打つ音が響ひびいて、両手と両頰がピリピリと痛む。

「真鈴様!?」

　慌てるタマ君に笑ってみせる。

「驚かせてごめんね。ちょっとカツを入れただけだよ」

「いけません。そんな暴力的な……」

「でも目が覚めたよ」

　私は窓の外に目を向ける。

「私ね、ここを出るよ。いたくないところにいる必要なんかないし、会いたい人たちがいるんだ」

「でも、真鈴様。マーリン様は本当に……」

「いい人だって言うんでしょ？　でも、私には悪い人だよ。タマ君を強制的に仕えさせて、テロを起こして、閻魔様やナージャたちを傷つけた。だから、タマ君がどんなに庇ったって、許せないし、結婚なんかしない。生物学的な私の父親だっていうなら、なおさらだよ」

　タマ君はそれ以上は私を止めなかった。

　私は椅子を手にしてガラス窓に近づき、それを勢いよく叩き付けた。

　椅子は背もたれを残して砕くだけ散ったが、ガラスには傷ひとつついていない。

　――そうだよね。こんな一撃で割れるようなガラスじゃ、高層建築物として失敗作になっちゃうもんね。

　私は部屋の中央に取って返し、リュックを漁あさった。

　中から取り出したのは、ベルフェゴールさんからもらったあの拳けん銃じゆうだ。

　リュックを背負い、ガラスに向かって拳銃を構える。

「真鈴様、一体なにを……!?」

「ん？　脱出。タマ君はそこで見てて。お願いだから邪魔しないでね」

　そう言い置いてそっと目を閉じ、ベルフェゴールさんに習ったことを思い出す。

　まず、足は肩幅より少し広いくらい。

　それから腰を落として――安全装置を外す。

　で、左手で右手を軽く覆おおい込んで――。

　目を見開き、引き金トリガーにかけた指先に力を込めて、

　――撃うつ！

　クラッカーの何倍もの音が響き、力を入れていたはずの両手が跳ね上がった。

　硝しよう煙えんの匂いに鼻をやられ、発射時の爆ばく発はつ音おんに鼓こ膜まくをやられた。

　狙ねらった場所よりもかなり上の方に向かって発射してしまったようだ。

　見上げるような位置に、白い傷がついていた。

　私は数歩ガラスに歩み寄り、ガラスに映った自分の心臓めがけて再度発射した。

　今度は、思ったとおりの場所に、白く丸い傷がついた。

　その傷に向けて、銃を連射する。

　手がビリビリ痺しびれて取り落としそうだったけど、意地になって撃った。

　ガラスについていた拳くらいの大きさだった傷はみるみる広がり、大きな蜘く蛛もの巣のようなヒビへと変わった。

　私は拳銃をドレスの胸元に差し込み、もう一いつ脚きやくの椅子を使ってそこを思いっきり叩いた。

　手て応ごたえとガラスの割れる音――その直後に、突風が吹き込んできた。

　強い風に煽あおられ、足元がよろける。

「真鈴様、危ない！」

　タマ君が支えてくれた。

「ありがとう。大丈夫だよ」

　タマ君の手から離れようとしたら、逆に抱き寄せられ、そのまま荷物のように肩に背負われてしまった。

「ちょ……タマ君!?　下ろしてよ」

「いいえ。ダメです。足元が、ガラスの破片だらけですから。こんなところを裸足はだしで歩かせるわけにはまいりません」

　背負われた状態で床を見ると、タマ君の言うとおり、あっちこっちがガラスの破片で光っていた。どうやら、突風で室内に押し戻されてしまったらしい。

　確かに、これじゃ一瞬で足の裏が傷だらけになっちゃいそうだ。それに裸足でこの鉄塔の上から逃げられるとも思えない。

　ベッドの上に下ろされた私は、あたりを見回した。

　できればスニーカーが欲しいとこだけど、背に腹は替えられない。

　零さんが用意してくれたウエディングドレスとそれぞれ合わせておいてある靴くつの中で、一番動きやすそうなものを吟ぎん味みする。

　といってもどれもエレガンス系なので、一番かかとが低いのを選ぶのが精いっぱいだ。

　それを履いて、爪先を床に打ち付ける。

「いよし！　これで妥協するか！」

　ついでに着ているドレスの裾すそを裂さいて動きやすくし、吊ってあるドレスの飾りリボンを一本拝はい借しやくして髪をまとめた。

　あとはラバーのイボイボ付き軍ぐん手てが欲しいトコだけど、それはさすがになさそうだ。

「じゃあね、タマ君。私、行くね」

　タマ君に手を振って、割れた窓から身を乗り出す。

　あまりの高さに、一瞬腰が引けそうになった。遠く光る建物の夜景は、マッチ箱どころか米粒くらい小さく見える。

　ガラスの内側からしか見ていなかったので、その配色の違いに度ど肝ぎもを抜かれた。

　赤と白だと思い込んでいた鉄塔は、黒と白だった。

　ライトアップしているので、白い部分は浮き上がって見えるが、黒い部分は闇やみに溶け込んでしまっている。見慣れたカラーリングではないのはもちろん、あまり縁えん起ぎのいい色でないことも、私の恐怖心を煽る。

　落ちたら、今度こそ命はなさそうだ。

　でも、そんな泣き言を言ってる場合じゃない。

　――自分のことは自分でなんとかしなくちゃ。

　唇を嚙んで最初の一歩を踏み出す。

「待って！　待ってください、真鈴様！」

　タマ君が私の名前を連呼してるけど、もうそれに答える余裕なんかなかった。

　冷え切ったガラスに手をつき、ガラスの下の張り出した鉄筋の上を横ばいに進むことに集中する。

　硬こう直ちよくしそうになる足を、強ごう引いんに動かした。

　一度でも止まってしまえば、二度と動きだせなくなりそうだった。

　しかも、風は容よう赦しやなく吹きつけてくる。

　指先は一瞬で冷え、ガラスに手をつく感覚が心こころ許もとない。

　――大丈夫。係員の人が使う階段まで辿たどりつければいいんだから、絶対平気。大丈夫だよ。

　畳みかけるように自分を鼓こ舞ぶして、足を動かし続ける。

　――高所恐怖症ってわけじゃないけど、この高さはナシだよ、やっぱり。

　やがて、なんとかハシゴのようなものに辿りついた。

　まずはこれで、特別展望台の部分から、鉄筋部分を伝って塔の真ん中くらいの高さにある大展望台まで下りなければならない。

　そこまで行ければ、外階段と呼ばれる見学用の階段があるはずだった。

　ハシゴの縁ふちに摑つかまって、恐る恐る下りはじめる。

　一段の幅が思ったより広くて、簡単には下りられない。しかも、履き慣れない靴は動きにくいし、バサバサとはためくドレスがその足元を隠す。

「あぁもう、最悪！」

　そう文句を言った拍子に、ハシゴにかけていた右足がツルリと滑った。

　利きき足の支えを失ったのと同時に、突風が吹きつける。

「きゃあ！」

　気づけば、両足がハシゴの段から外はずれ、両手でぶら下がるだけの姿になってしまった。

　――昔っから、雲うん梯ていが苦手だっていうのに！

　慌てて足をハシゴに戻そうとしたら、靴が脱げかけてしまう。

　なんとか履き直そうと足を蠢うごめかすと、最悪なことに、靴はするりと足から抜け、あっという間に遙か下の方へと姿を消した。

　下に誰かがいないことを祈るばかりだ。

　私は、剝むき出しになってしまった足をハシゴにかけ、もう片方も裸足になった。片方だけ感触が違うと、命取りになりかねない。

「早く下りなきゃ……」

　自分に言い聞かせるために口にしてみたが、足はピクリとも動かない。

　考えたくないのに、闇に溶けるように消えていった白い靴の残像が、頭に焼き付いたみたいに離れてくれない。

　――なに、モタモタしてるの？　早くしないと、零さんが帰ってきちゃうかもしれないじゃない。

　二五〇メートル中、まだ三メートルも下りていないというのに、私はそこから動くことができなかった。

　情なさけないことに、下りて進むことも、上のぼって戻ることもできない。

　ただ、ハシゴにしがみついて、落ちないようにするのが精いっぱいだった。

　しかも吹きつける冷たい風に煽られ続け、指先の感覚がどんどんなくなっていく。

　足も、本当にハシゴにかかっているのかどうかがわからないほど、麻ま痺ひしはじめている。

　――怖い。助けて……誰か……。

　ふっと頭に浮かんだのは、あの四人だった。中でも、ナージャは声こわ音ねつきだ。

『危ないだろ、リンリン。早く、こっち来いって！』

　いかにもナージャが言ってくれそうな台詞せりふだ。

　でも、私は小さく頭を振って、その妄もう想そうをかき消した。

　――そんなの、あるわけないよ。私、あんなひどいこと言ったんだから……。

　それに、傷だってとても深かった。

　いくら高位の魔物だからって、あんなの簡単に治るはずがない。

　にじんだ涙で視界が歪む。慌ててそれを拭おうとして、片手だけでハシゴに摑まっている状態に気づく。

　しかし、時はすでに遅おそく、私の身体は大きくぐらりと揺れた。

　――バカ！

　急いでハシゴを摑み直そうとするが、慌てるあまりハシゴに突き指をしてしまう。

「痛……っ！」

　その瞬間。摑まっていた方の指先がつるりと滑り、私は真っ逆さまに落下した。

「いや……っ！」

　短い悲鳴が漏れた。

　ライトアップされた幾き何か学がく的てきな組み方の鉄筋が、次々と視界を流れていく。

　仰あお向むけに落下しているようで、遙か上空に、鉄塔の先端と月と星が見えた。

　――死ぬんだ。

　そう思った。

　けれど、話に聞く走そう馬ま燈とうなんかは見えなかった。

　死ぬのが怖いという気落ちもなかった。

　私が感じたのは、苦い思いだけ。

　四人に……なかでもナージャに、ひどいことを言って謝あやまれないままの後こう悔かいだけだった。

　――ごめん。ごめんね、ナージャ。ベルフェゴールさん、黄泉さん、茨木。

　高いだけあって、なかなか最さい期ごの時はやってこない。

　ほとんど無神論者だったくせして、ついとっさに手を合わせる。

　――どうか、四人が無事で、怪我が少しでもよくなっていますように。

　――どうか、零さんが恐ろしいことを思いとどまってくれますように。

　何度もそう繰り返して、ぎゅうっと目を閉じる。

　ふいに、背中に衝撃が走った。

　最期の瞬間かと思い、それまで以上にキツく目を瞑る。

　けれど、痛みはない。

「……よかった……」

　安あん堵どしたような吐息が、すぐそばで聞こえた。

　助けてもらったんだと気づく。

　――誰……？　ナージャ？　ベルフェゴールさん？　それとも茨木か黄泉さん？

　振り返ると、私を抱きかかえて宙に浮いているのは――零さんだった。

　ずいぶん下まで落ちた気がしたのに、まだ、真ん中の大展望台のあたりだった。

　すぐそばに、ガラス張りの大展望台が見える。

　中から外を見たことのある人はたくさんいるけど、こんなふうに外から中を見たことのある人は結構少ないんじゃないだろうか。

　いろんな感覚が麻痺してしまったのか、普通思うだろう『助かってよかった』などの感情よりも、そんなことが頭をよぎった。

「危ない真似はよしてほしいな。結婚式の前日に花嫁に死なれたら、縁起が悪いよ」

　零さんはそう軽口を叩いたが、その口調はいつになくピリピリしていた。

「零さんが閉じ込めたりなんかするからだよ」

　素直にありがとうと言う気にはならなかった。だって、閉じ込めた張本人だし。

　零さんは別に怒ったりはせず、クスクスと笑った。

「そういう意固地なところ、卑弥呼ちゃんや真綾ちゃんとそっくりだね」

「……お母さんと似てるのは嫌じゃないけど、そうやって私の人格をなかったことにされるのは納得いかない。私は私だし、ちゃんと私を見てくれない人とは結婚なんかしないよ、零さん」

　きっぱりと結婚を断ると、零さんはふっと笑みを消した。

「真鈴ちゃん。こんな状態で僕を怒らせる気？　危ないよ？」

　零さんが、すうっと両手を放す。

　――落ちる！

　私は唇をキツく嚙んで、声をのみ込んだ。

　絶対に、悲鳴なんか上げない。助けなんか求めない。

　それが私の、最低限の矜きよう持じだ。

　いくら、お母さんが好きだった人だとしても、私は絶対に零さんを認めないし、結婚なんかしない。零さんと結婚しなきゃいけないくらいなら、このまま死んだ方がいい。

　そう覚かく悟ごしたというのに、私の身体は落下する気配がない。

　揚げ句、楽しそうな笑い声が聞こえてきた。

「真鈴ちゃん、そんなに震ふるえてるくせに、ホント意地っ張りだね。それじゃ、卑弥呼ちゃんや真綾ちゃん以上だよ」

　そのままふわりと抱き上げられた。

「取りあえず、元の部屋にお戻り願いますよ、花嫁さん」

　零さんの唇が、私の額にそっと触れた。

「テンメェ！　オレのリンリンに触るんじゃねぇ！　リンリン、誰だよ、そいつ！」

　突然響いた怒ど号ごうは、聞き覚えのある声だった。

　慌てて顔を向けると、そこには龍りゆうの姿のナージャと、それぞれ宙に浮いた状態のベルフェゴールさんと、黄泉さんと、茨木がいた。

「……みんな！」

　零さんの手から逃のがれようとするけど、なぜか身体が動かない。

　――零さん、放して！

　そう言いたいのに、声が出ない。手も脚も指先も声帯も、まるで自由にならなかった。

　自由にできるのは、首の向きと瞬まばたきだけだ。魔法をかけられたのか。

　零さんは私を抱き上げたまま、薄い笑みを浮かべている。

　冷たい突風が吹きつけ、私の髪を巻き上げて視界を奪う。髪を縛っていたリボンは、さっきの落下騒ぎの時に、ほどけて落ちてしまったらしい。

「バカ女、とっとと戻ってきやがれ」

「私に迎むかえに来させるなど、いい度胸ですね」

「真鈴ちゃん、怪我とかしてない？」

「リンリン！　早くそいつから離れろってば！」

　見えなくても、どれが誰の台詞で、どんな顔で言ってくれているのかがわかった。

　――こんなに怒るくらい心配してくれてる。あんなにひどいこと言ったのに。

　――私、帰ってもいいのかな……？

　――ううん。帰りたい。たとえダメって言われても、帰りたい。

　――行かなくちゃ。

　そう思うのに、指先一本すら動かすことができない。

「綺き麗れいな髪が、乱れてしまったね。――ほら」

　私を抱きかかえたまま、零さんは器用に私の髪を払いのけてくれる。

　やっと四人が見えた。強風の中、四人は危なげなく宙に浮いていた。

　――よかった。動けるってことは、怪我は大丈夫ってことだよね？　治療したんだよね？

　ホッとして四人を見る。でもはみんなは怒ったような顔をしていた。

　――やっぱり、ひどいこと言ったから怒ってるんだ……。

　心臓が痛い。

　でも、だからこそ、そばに行ってちゃんと謝らなきゃ。

　――放して。下ろしてよ。

　零さんに私の心の声が聞こえているのはなんとなくわかった。

　でも、下ろしてくれる気はないらしい。それまで以上にキツく抱きしめられてしまった。

　揚げ句、零さんは余裕いっぱいの様子で言い放つ。

「驚いたな。あれだけ不ぶ様ざまにやられたクセに、よく顔が出せたね？　君たちが高位だなんてやっぱり魔界はおかしいよ。だから一度全部壊して、僕が作り直してあげる」

　四人があからさまな嫌けん悪おの表情を浮かべる。

「そこのキザ野郎。それ以上ふざけた口聞きやがったら、ぶっ殺すぞ！」

「珍しいこともあるものですね。あなたと意見が合う日がくるとは夢にも思いませんでしたよ」

「そうかもな。けど、テメェはテメェでムカつくが、あのキザ野郎がそれ以上ってだけだ」

「確かにそうですね」

　珍しく会話しているベルフェゴールさんと黄泉さんの間に、茨木が割り込む。

「仮想敵国……じゃなくて、仮想敵がいると、そうだよねぇ。それまでの敵対関係を捨てて協定結んだりするよねぇ。でも二人だけで仲良くなってないで、僕も交まぜてほしいなぁ」

「うるせぇ！　変態は黙ってろ」

「変質者は黙っていてください」

　――うわ、ベルフェゴールさんと黄泉さんのユニゾンが聞ける日がくるとは、私も思わなかったよ。

「リンリン、そんなヤツから離れろよ！　こっちこいって！」

　そっちの三人に気を取られていたら、ナージャが顔を寄せてきた。龍の姿の時に至近距離で叫さけばれると、びっくりするほど響く。あたりの空気がビリビリと振動してるみたいだ。

　離れたいのはやまやまだけど、でもやっぱり身体はいうことを聞いてくれない。

　内心で焦あせる私をよそに、零さんが言った。

「残念ながら、真鈴ちゃんは君たちのところには行かないよ。僕といるって」

　――零さん、なに言って……？

「噓だよな、リンリン？　そんなヤツとなんかいないよな？」

「聞こえなかった？　真鈴ちゃんは僕と結婚するんだよ。そしてこの世界を二人で作り変えるんだ。ね、真鈴ちゃん？」

　――違う。結婚なんかしないし、そんなことしない！

　なのに私の身体は、意思に反して頷いてしまう。しかも、顔の筋肉の動きから想像するに、きっとうっとりした表情を浮かべているに違いない。

　私を見つめていたナージャの顔が強ばり、その目が見開かれる。龍の姿だけど、人型の時の表情が手に取るようにわかる。

「……噓だよな？　そんなヤツといたりしないだろ？　オレたちと帰るよな？」

　信じられない裏切りにあったみたいな顔だ。声からも、いつもの元気がすっかり消え失せている。

　ナージャが全身傷だらけになったのを見た時以上に胸が痛んだ。

　――違うから。噓だから。一緒に帰るよ。

　そう言って、安心させてあげたい。

　頭を撫でて、大丈夫だよって言ってあげたい。

　でも、やっぱり声が出せない。




　ナージャの横から、強風の音にも負けないほどのため息が聞こえた。

　目を向けると、黄泉さんが、風に煽られた髪を不ふ機き嫌げんな顔で払っていた。

「林りん藤どう真鈴。バカなことを言ってないで、帰りますよ。ほら、さっさと来なさい」

　髪を払っていた手が、そのまま私の方に差し出される。

　いつもは大事な鎌かまを握っている、細く長い指が、すぐ目の前にあった。

　その手を、取りたい。でもやっぱり動かすことができなかった。




「どうしたの、真鈴ちゃん。勝手に結婚なんかしたら、ナーくんが泣いちゃうよ？　ほら、一緒に帰ろう？　ね？」

　――茨木……。帰りたい。帰りたいよ。




「ふざけるのも、いい加減にしろ。なにが結婚だ。ガキのクセして三千年早はえぇ。とっとと、こっちへ来い。帰るぞ、真鈴」

　――名前、ベルフェゴールさんに初めて呼んでもらったかも。




　ふいに、零さんが笑った。背筋が寒くなるような声で。

「君たち、真鈴ちゃんに召しよう喚かんされた魔物だよね。初めての召喚で呼び出されるなんて、よっぽど魔力が弱いんだろうね」

　零さんは、静かな声で嘲あざけるように言った。

「「「「なんだと？」」」」

　四人の声が、見事にハモる。

「そこの吸血鬼の君、茨木くん――だっけ？　真鈴ちゃんの先祖の卑弥呼ちゃんにまとわりついてた時も邪魔だったけど、真鈴ちゃんにまでとは、ホント邪魔だな。蝿ハエみたいだ」

　零さんの挑ちよう発はつに、茨木が柳りゆう眉びをひそめる。

「あぁ、思い出した。そうだよ、キミ、マーくんでしょ？　そういうキミこそ、卑弥呼ちゃんにストーキングしてた元彼？　卑弥呼ちゃんが結婚したあとも、ずーっとつきまとってたみたいだね。卑弥呼ちゃん困ってたよ」

　――茨木、いま、事態をより険悪にする必要がホントにあるんですか？　てか、ストーカーって言葉も知ってるんなら、ホントは舶はく来らい語ごとか日本特有の造語にも実はすごく詳しいんじゃ……？

「真鈴ちゃんの覚醒と、永遠の命のために吸血鬼が必要だったから、召喚の時に細工したんだけど、それが君だってわかってたらキャンセルしたよ。――まあ、結婚式のあと、別の吸血鬼か人魚でも見み繕つくろってくるから、君はもういらないけどね」

「おあいにくさま。真鈴ちゃんが卑弥呼ちゃんの子孫だっていうなら、余計引けないよ。僕は卑弥呼ちゃんも真鈴ちゃんも大好きだからねぇ。ねぇ、真鈴ちゃん」

　――なに、ウインクなんかしちゃってるの、茨木……。

「時を超えるストーカーですか、最悪ですね。そこの変態吸血鬼以上の変態がいるとは思いませんでした。林藤真鈴を放してもらいましょうか。それは私の獲え物ものです。横から手出しなどされては困ります」

　――黄泉さん、なんか辛しん辣らつさに磨みがきがかかってるような……。

「失礼な言葉は撤てつ回かいしてもらおうか。死神ごときに真鈴ちゃんは渡せないよ。僕の大事な花嫁だからね」

「おい、人ひと攫さらい野郎。とっととその女を返せ。ソイツは、新たな観察対象なんだよ。データが取れなくなったらどうしてくれんだ、あぁ？」

　――……え？　ベルフェゴールさん、いつから私が観察対象に？

　私の心の疑問に、茨木が答えてくれた。

「あのね、真鈴ちゃん。ベルりんはね、真鈴ちゃんだけが残ったって聞いてから、半狂乱だったんだよ。人間の女に助けられたらメンツが立たないとか言って、無意味に銃を乱射とかしちゃって。それでね、大事な『観察対象』ってことにして折り合いをつけて心の平へい穏おんを保たもってるみたいだから、察してあげてね。それからね、黄泉っちも似たような感じで、手当てが済んでからずーっと部屋の中歩き回ってて、初うい産ざんの奥さんを心配する旦那さんみたいだったんだよ。動画撮とっといたから、今度見せてあげるね」

　――茨木。あなたという人は、どこまで緊張感がないんだか……。しかも動画って。

「黙りやがれ、変態！」

「変態はお黙りなさい」

　案の定、ベルフェゴールさんと黄泉さんに怒ど罵ばを浴あびせられてる。

　それにしても。ホント、茨木って、人の心が読めるとしか思えない。

「あー。ホントのこと言われて照れてる～。かーわいーの」

　銃声と鎌の風切り音が、同時に響く。

　茨木のいた場所に、銀色の髪が幾筋か舞まう。

　標的の茨木は、一瞬で身を翻ひるがえしナージャの陰かげに隠れたらしい。

　――もう、なにやってんのよ！

　痺れを切らしたのは私だけではないようで、零さんが呆あきれ返ったといわんばかりの声を漏らす。

「いい加減にしてもらいたいな。ここは、僕と真鈴ちゃんの神聖な結婚式場なんだ。醜みにくい仲間割れなら、別の場所でやってくれる？」

「ふざけんな！　リンリンが、テメェなんかと結婚するわけねぇだろ！　オレとすんだよ！」

　――いやいやいや！　零さんとはもちろんないけど、それもないよ、ナージャ。

　あぁ、心の中ではこんなにツッコミ放題なのに、なぜ声は出ないかな！

「ふざけているのは、そっちだろう？　強大な巫み女この血を引く真鈴ちゃんと、この僕の結婚式だよ？　これほど相応ふさわしい組み合わせもないでしょう？　それも、この高度での挙式なら、魔界すべてを掌しよう握あくできるほどの力が手に入る。明日、真鈴ちゃんの十六の誕生日に、僕たちは結ばれてこの魔界の支配者になるんだよ。それを反対されるなんて心外だな」

「そんなの、リンリンの力が欲しいだけだろ！　そんなヤツにリンリンはやらねぇよ！　欲しいもんがあんなら、勝手に一人で手に入れりゃいいだろうが！」

　零さんは小さくため息を漏らす。

「……別に、できないわけじゃないよ。ほら、僕って結構高名な魔法使いだからね。閻魔大王を殺すことだってできた。真鈴ちゃんが止めるからやめてあげただけだよ」

　どうやら零さん的には、当たり前のことを当たり前に口にしているらしい。

「君たちは、たかだか四重契約の解除をすることすらできないんだろう？　僕ならそんなもの一瞬だよ。――ほら」

　零さんが私の額に軽く口づける。

　その直後、私の身体の契約サインがある部分が、ポワッと熱を持ちすぐにおさまった。

「ほら――消えた」

　零さんは、私が破やぶって作ったドレスのスリットを少しずらして、刺いれ青ずみの消えた脚をみんなに見せた。

　脚はもちろん、ほかの場所のサインも消えていることは感覚でわかった。

　それに、もしかして、手が動くかも……。

　私はそっと指を動かしてみる。

　――動いた！

　じゃあ、もしかして声も……？

　口の中で、ギュッとほっぺたの内側を嚙んでみる。

　――痛……。

　できた。次にそっと声を出してみようとしたところで、零さんが言った。

「サインを消しただけじゃないよ。君たちとの契約自体も抹まつ消しようした」

　――……え？　ホントに？

　高位魔物の四人が苦労しなければならなかったものを、この人は一瞬でなかったことにできるっていうの？

「噓つきやがれ！」

「確かに信じられませんね」

「噓はどーかと思うなぁ、マーくん」

「そーだ、そーだ！　そんなの、できるわけねぇだろうが！」

　四人が次々と文句をつける。

「ま、信じてくれなくてもいいけど。これならどう？　じゃあ、まずは、あそこから」

　零さんは私を抱え直し、空あけた右手でとある方向を指さした。

　一拍おいて、夜景の中に、爆発音と火の手が上がる。

　一瞬で火に包まれた建物。赤い特徴的な建物は――魔界裁判所だ。

「これで、法廷資料は塵ちりと化した。もう契約解除のためのボランティアなんかしなくていいよ」

　――噓だ……。あの建物前の広間には、閻魔様やチョスンサジャさんたちがいるのに……！

「次は、どこがいい？　新宿の高層タワーと山がいいかな。昔からあれは景観を損そこねてると思ってたんだよね」

　零さんが左手を閃ひらめかせると、遠くにそびえる山と高層ビルが一いつ斉せいに火の手を上げた。

　――やめて。あそこには、天てん狗ぐたちが住んでるって……そう聞いてて……。

「あとはどこがいいかな？　ああそうだ。嫌いな街があった。雑然としててなんか気持ち悪いところだったんだよね、三さん軒げん茶ぢや屋や近辺。あのオレンジ色の塔も、池いけ尻じりや中なか目め黒ぐろの塔も邪魔だしね。あのあたりは下等魔物も多いし、このさい、まとめて消しておこうか」

　――やめて！　お願い、やめてよ！

　けれど、私の声は届かず、三角を描くように建つ三つの高層ビルが、ろうそくみたいに火を灯ともした。

「それから、お台場近辺は、地理が入り組んで汚らしくなってるから、一度白紙に戻した方がいいと思うな」

　遠く見えていた大きな観覧車が横倒れし、あたり一面がオレンジ色の炎に包まれる。

「ああ、そうだ。茨木くんのお友達の家も燃やしてあげようか？　今日は寒いから、暖だんが取れていいと思うんだよね。でも、ここからじゃ見えないだろうから、つまんないかな」

　――それ、まさか、累かさねさんの家のこと!?

　ダメだ、絶対やめさせなきゃ！

「そんなに力を誇こ示じしなくてもいいよ。なんか残念だけど、仲良くなれそうにないね、マーくん」

　茨木の声は、いつになく低い。

「オレなんか、第一印象からそー思ってたぜ。リンリンにベタベタ触るしよ！」

「どうやら、害虫駆く除じよが必要なようですね」

　頷き合う三人に続き、ベルフェゴールさんが銃を構える。

「俺がとっととぶっ殺してやるよ！」

　しかし零さんは平然としている。

「君たちに僕は倒せないよ。せめてあと倍くらいは生きて、力を磨かないとね。それに流れ弾だまが真鈴ちゃんに当たったらどうする気？　野や蛮ばんで困るな」

「誰がそんなヘマするよ？　真鈴、オマエは動くなよ？　――ストーカー野郎、喰くらいやがれ！」

　ベルフェゴールさんの声に合わせて、ほかの三人もそれぞれ戦闘態勢を取る。

　ベルフェゴールさんが銃を撃ち、黄泉さんが大鎌を閃かせ、茨木が長い爪つめを仕掛け、ナージャが牙きばを剝むく。

「だめ！　やめて！」

　私は零さんを庇うように抱きしめた。

　冷たいひどい人なのは、もう十分にわかっている。

　でも……でも、お母さんが好きだった人だ。

　死んでほしくなんかない。

　けれど、私を襲うはずの衝撃はなかった。

　――え？

　あたりを見回す。

　そこには信じられない景色が広がっていた。

　お腹を押さえて蹲うずくまるベルフェゴールさんの白い手袋は、血で真っ赤に濡れていた。

　黄泉さんの中国服は、袈け裟さ懸がけにバッサリと破れ、そこから深い傷が覗のぞいている。

　茨木の着物はズタズタに破れ、あっちこっちから血がにじんでいる。

　ナージャは、食い破られたように穴のあいた腹部から血を滴したたらせている。

　四人とも宙に浮いているのが精いっぱいらしく、顔に苦く悶もんの表情を浮かべ、風に煽られてユラユラと揺れている。

「……みんな……！」

　みんなに駆け寄ろうと身を捩よじると、零さんにキツく抱きしめられてしまった。

「ダメだよ。真鈴ちゃんは宙に浮けないでしょ？」

「……なにを、したの？　みんなになにをしたの!?」

「なにって、基本中の基本、鏡の術？　人にしたことは、自分に返ってくるものだよ。仏教用語じゃ、因いん果が応おう報ほうっていうんだっけ？　奥の深い言葉だよね」

「ひどい！」

「ひどい？　ひどいのは、四人がかりで僕に仕掛けてきた彼らの方でしょ？　僕は防ぼう御ぎよしただけだよ。ちょっと過か剰じよう防ぼう衛えいだったかもしれないけど」

「放して！」

「ダメだよ。かわいい花嫁をこんな高いところから落とすわけにはいかないでしょ？　今、そこの四人を始末しちゃうから、もうちょっとおとなしくしてて」

　――始末!?　なに言って……。

　でも、零さんが本気だってことは、すぐにわかった。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、テロを起こして、魔界を火の海にした人だ。

　きっと本当にやる。

　――止めなきゃ。

「やめて！　結婚するから！　零さんと結婚するから、その人たちに手を出さないで！」

　零さんが片方の眉まゆを跳はね上げて私を見る。さもおもしろいものでも見るみたいに。

「……どういう心境の変化？　あんなに嫌がってたのに」

「もう、邪魔とかさせないから、これ以上ひどいことしないで。お願い」

　零さんはふわりと微笑んだ。

「んー、どうしよう？　かわいい真鈴ちゃんにお願いされたら、聞かないわけにはいかないよね。でも邪魔者は始末した方があとあといいんだよねぇ」

「お願い！　なんでもいうこと聞くから！　だから……！」

「うん。了解。ほかならぬ真鈴ちゃんのお願いだからね」

「……ありがとう」

「じゃ、行こうか。こんなとこにいたら、大事な式の前に風か邪ぜひいちゃうしね」

　私を抱えたまま上じよう昇しようしはじめた零さんに、待ったの声がかかる。

「待ちやがれ！」

「冗談はそこまでにしていただきましょうか」

「そうそう。真鈴ちゃんも、バカなこと言わないの」

「リンリンを返せ！　キザ野郎！」

　――みんな……ダメだよ。帰って。

　もう契約はなくなったんだし、そんな傷だらけなんだから。

　零さんの肩越しに顔を出し、私はきっぱりと言った。

「みんな、もう帰って。私ね、零さんと結婚するから。どうせなら、魔力の強い人と結婚する方がいいでしょ？　それにね、零さんは、私の初恋の人なんだよ」

　声が震えそうになり、私は握りしめた指先と喉にグッと力を込めた。

　――いま泣くわけにはいかない。絶対に。

「……だから。……だから、邪魔しないで。お願い」

　それだけ言い切って、私は零さんの肩に顔を埋うずめた。

　怖いし大っ嫌いなはずなのに、ふわりと漂ただよってきた百合の香りは、今にも泣き出しそうな私の気持ちを鎮しずめてくれた。

　今度こそ、零さんが上昇する。

　みんなが追いかけてくる気配はない。

　ホッとして、でもどこかでガッカリしている自分がいる。

　でもそんなの虫がよすぎる。

　あんなふうにひどい言葉を、二度までも投げつけてしまった。

　――きっともう、二度と彼らには会えない。声を聞くこともできない。

　そう思ったら、それ以上なにか考えることができなくなった。

　だから私は、全身の力を抜き、すべての思考を放ほう棄きした。

　このまま、ホントに人形みたいになっちゃえばいいのに――そう思った。
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「ご無事でなによりです、真ま鈴りん様」

「なにか食べたいものはありませんか、真鈴様」

「寒くありませんか？　羽は織おるものでもお持ちしましょうか、真鈴様」

　黒猫姿のタマ君が、椅い子すに腰こし掛かけている私の周りを二本脚あしでグルグルと歩きまわっては声をかけてくる。

「……ありがと。でも、しばらく放っておいてくれるかな？」

　そう伝えると、タマ君はしょんぼりと頭こうべを垂れ、少し離れたところで小さく丸まってしまった。

　――ごめんね、タマ君。なんか、喋しやべる気力ないんだ。

　私は、もといた特別展望台に連れ戻された。

　脱だつ出しゆつした私に対する戒いましめか、私が割ったガラスはもとより、部屋を囲かこむすべてのガラスはステンドグラスに替えられてしまった。外の景け色しきはステンドグラス越しにぼんやりとしか見えない。

　それでもすることのない私は、窓まど際ぎわに運んだ椅子に腰掛け、窓の外を眺めていた。

　なにもしたくないし、なにも考えたくない。もちろん、食欲もない。

　心の底がひんやりとして、麻ま痺ひしてしまったみたいだ。

　もっともっと冷え切って、こんなことすら考えられなくなればいいのに……。

　ふと、コチコチと音を刻きざむ音に気づいた。

　振り返って、サイドテーブルの上に置かれたアンティーク時計を見やる。

　アナログ時計の針は、午後十一時四十分を指さしていた。

　あとほんの二十分で、私は誕生日を迎むかえ十六歳になる。

　それは、零れいさんと結婚する時間になるということだ。

　だだっ広い部屋には、大きな天てん蓋がい付きのベッドと、サイドテーブル。それから私の座っている椅子。以前出してもらった、トイレもバスルームも消し去られ、家具はもうそれしかない。

　必要だと言えば出してくれるらしいが、出してもらう気もない。

　新しいキレイなやけに露ろ出しゆつ度どの高いドレスを着せられ、手足を投げ出して椅子に座っている自分は、きっと端はたから見たら、壊れた人形みたいなんじゃないだろうか。

　――いっそ、心がなくなっちゃえば楽なのに。

　チラリと、部屋の中央のベッドを見やる。

　結婚ということは、そういうことなんだろう。

　経験豊かな多た美みちゃんは、よくいろんな話を聞かせてくれたけど、それを自分に置き換えることができない。

　想像することもできないし、心底、自分の感情がなくなってしまえばいいと思う。

　でも、もう逃げる手だてもないし、そんな気力もない。

　そもそも、逃げる場所だってない。

　零さんのあの力から、どうやって逃げればいいのかもわからない。

　それに自分で決めて『結婚する』と口にしたのだ。

　どうせ、魔界ではそれを翻ひるがえすことはできないんだろうなとも思う。

　――なんか、疲つかれちゃった……。

　それが正直な感想だ。

　毎日学校に行って、バイトして、平へい凡ぼんに暮らしたかっただけなのに、なんでこんなことになっちゃったんだろう？

　――学校、行きたいな。もう皆かい勤きん賞しようもパーだけど、多美ちゃんやみんなに会いたい……。

　ぼんやりそんなことを考えてたら、携けい帯たいの着信バイブの音が聞こえてきた。

　微かすかだけど、間違いない。サイドテーブルの下に置かれた私のリュックの中からだ。

　制服は返してもらえないし拳けん銃じゆうも取られちゃったけど、リュックだけは返してもらった。

　ひとつくらい自分のものがないと落ち着かないと訴うつたえたら、零さんは案外あっさりと許可をくれたのだ。

　私はサイドテーブルに歩み寄り、携帯を取り出した。

　液えき晶しよう画面には、メール着信の表示があった。

　――今までずっと圏けん外がいだったのに、どうして……？

　とにかく、携帯を開きメールの受信箱をチェックした。

　そこには、多美ちゃんの名前がずらっと並んでいた。

　――多美ちゃん……。

『誕生日おめでとう、リン。今、どこにいるのよ？　いつ帰ってくるの？　プレゼント、直ちよくで渡そうと思ってたのに、これじゃ渡せないじゃん。返事よこしなさい。わかった？』

　腰に手を当てた多美ちゃんに、叱しかられているような気がした。

　思わず、笑みが漏もれる。

　――多美ちゃんのこと考えてたから、繋つながったのかな……。

　そうだったらいいと思う。

　急いで返信をしようとしたけど、レスを打ち終える前に、またしてもアンテナマークは姿を消し、圏外表示になってしまった。

「……多美ちゃん。帰りたい……帰りたいよ」

　そう声に出したら、冷たかった心の中が少しだけ温あたたかくなった。

　現金なもので、急にお腹なかまで空すいてくる。

「えっと、確か……」

　リュックを漁あさると、奥から目当てのものが出てきた。

「やっぱ、コレだよね！」

　取り出したチョコレートの銀紙を剝むいて、口に運んだ。

　ふんわりとした甘みが口中に広がり、冷え切った心を端はしから順に溶とかしていく。

　ギシギシと軋きしんでいた思考回路が、油を差したみたいに滑なめらかに動きはじめる。

　狭い狭い壁かべに囲まれていた心。その四方の壁が外に向かって倒れ、どこまでも続く草原にいるような気分になった。

　――この草原、知ってる。初めて魔界に来た時に、下おり立った場所だ……。

　淀よどんでいた空気が風に一いつ掃そうされ、澄み切ったものに変わる。

　私は、その心の中の草原で、思いっきり深呼吸をした。

　濁にごっていた全身の血液が、キレイになっていく気がする。

『ほら、リンリン。来いよ。行こうぜ！』

　あの日、繋いだ手のぬくもりが蘇よみがえる。

　旅のはじまりを思い出したら、今まで悩なやんでいたことがバカみたいに思えた。

　――私はどうして、みんなの力を信じなかったんだろう？

　魔界に来る前、彼らは、私を守ると言ってくれたのに。

　勝手に彼らの力を見限って、勝手に助けたつもりになって――。

　たとえ『怠たい惰だ』でも『険けん悪あく』でも、みんなで『勝利』しなきゃいけなかったのに。

　――私は、バカだ。それにひどい。

　結局、逃げただけで、なにひとつ自分でしてない。

　――最悪だ。

　私は自分の頰ほおを、両手でパシンと叩たたいた。

「いよし！　決めた！」

　丸くなってウトウトしていたタマ君が、ビクンと跳はね起きる。

「真鈴様、どうかしたのですか？」

　私はタマ君ににっこりと笑いかけた。

「うん。どうかしてた。私ね、やっぱり結婚なんかしたくない。――ううん。いつかしたいけど、するなら、好きな人としたいの」

　タマ君は、もともと大きな猫目を零こぼれ落ちそうなくらいに見開いて私を見ている。

「だから私、タマ君のご主人様の妻じゃなくて敵てきになっちゃうんだ。ごめんね」

「真鈴様……」

　タマ君は一度言葉を切ってから、なにかを振り切るように言った。

「真鈴様！　自分は真鈴様を応援する所しよ存ぞんです！　自分は、もう真鈴様の悲しい顔を見たくないのであります」

「……タマ君……？」

　タマ君を見つめ返していると、背後から声をかけられた。

「十六歳の誕生日おめでとう、まぁりんちゃん。こんなおめでたい日に、なにかよからぬ相談してるみたいだね」

　静かな声に振り向くと、大きな百ゆ合りの花束を持った零さんが立っていた。

　私は対たい峙じするように立ち、きっぱりと言った。

「……私の名前は、『真鈴』だよ。『まぁりん』は、あなたの名前でしょう？」

「せっかく、真ま綾あやちゃんがお揃そろいの名前にしてくれたのに、ひどいな」

　私は首を横に振った。

「違ちがうよ。お揃いなんかじゃなくて、ちゃんと意味があるもん。『鈴』は魔ま除よけの象しよう徴ちよう。それに『真』の字をつけて、混じりけのない鈴って意味だよ。お母さんが一いつ生しよう懸けん命めい考えてつけてくれたんだから、変なこと言わないで」

「僕とお揃いだと、変なの？　傷つくな。のれん分けして使用権あげてるけど、結構ステイタスのある名前だと思うんだけどなぁ、マーリンって」

「そんなステイタスいらないし、結婚はしません。婚約を破は棄きします」

「それは応じられないな。約束したでしょ、僕と？」

「したけど……。でも、あなたは私の生物学上の父親だって言ったよね？」

「うん、言ったよ」

「父親と結婚する娘なんかいないよ。だからしないし、したくない」

　零さんは、百合の花束をサイドテーブルに放り、私を迎えるように両手を開いた。

「ムキになっちゃって、かわいいね。でもそれは人間の道徳観念でしょ？　僕は人間じゃないし、君も半分はそうじゃない。だから関係ないよ」

　喋りながら零さんが近づいてくる。私はそれを避さけるように、ジリジリと後退した。

「あるよ！　半分人間じゃないんじゃなくて、半分人間なんだよ。だから、絶対に嫌いや。でも一番の理由は零さんが肉親だからじゃないよ。私は、結婚は好きな人とする。だから、零さんとは結婚できない。これからずっと、後こう悔かいしながら一緒に行きてくなんてできないし、したくないから」

「……真鈴ちゃん。どうして僕を拒こばむの？」

「だから、今言ったじゃ……」

　零さんは私の言葉を遮さえぎった。

「でも、好きでしょ？　僕のこと。庇ってくれたし、初恋だって言ったじゃない」

　怖こわいくらい平へい淡たんな口く調ちようで言うなり、私の肩かたを摑つかむ。

「嫌！　放して……！」

　手を振り払おうとしたら、キツく抱き込まれてしまった。

「真鈴様！」

　飛びかかってこようとしたタマ君に向かって、零さんが小さく呪じゆ文もんを唱となえる。

　空中で一時停止したタマ君は、そのまま無機物のような音を立てて落下した。

「タマ君！」

「邪じや魔ましないでよ、タマくん。大事な日なんだ。そこでおとなしく見てて」

「……真鈴、さま……」

　動けなくされたらしいタマ君は、必死で脚を動かそうとしている。

「タマ君、もういいから、無理しなくていいからね！」

　そう声をかけると、零さんが小首を傾かしげて、私の顔を覗のぞき込んできた。

　キレイだけど怖い表情だった。

「真鈴ちゃんは、僕以外のオスにばっかりやさしくて妬やけちゃうな。僕以外のオスはみんな殺しちゃえばいいのかな？　そうしたら、僕だけしか見なくなるよね？」

「零さん……なに言って……？」

「……ねぇ、どうして僕から逃げたの、真綾？　ひどいよ」

「私は真綾じゃないよ。……真鈴だよ」

　零さんには、私の声なんか聞こえてないみたいだった。

　私をすり抜けるような遠い目で、うっとりと呟つぶやく。

「……ずっと、ずうっと捜さがしてたんだよ、真綾」

　そのまま私は、ベッドに押し倒されてしまった。

　それまでついていた電気が、一瞬で消える。

　真っ暗になった部屋に、衣きぬ擦ずれの音だけが響ひびいた。

「やめ……放して！」

「ダメだよ、真綾。おとなしくしてて」

　零さんが私の前髪を払いのけ、そこに口づける。

　――やだ、こんなの嫌だ。絶対に嫌だ。

　零さんの胸に手をついて押しのけるけど、ちっとも離れてくれない。

　零さんの指先が、私の顎あごを摑んで上うわ向むかせようとする。

「嫌っ！　助けて……誰か……だれ……ナージャ！　ベルフェゴール！　黄よ泉み！　茨いばら木き！」

　気がついた時には、みんなの名前を叫さけんでいた。

　その途と端たん。円柱状に部屋を囲むすべてのステンドグラスが、勢いよく砕くだけ散った。

　突然吹き抜けになった部屋の空気を、夜風が一瞬で冷たいものに変える。

「…………」

　零さんが動きを止める。

　私も息をのみ、あたりを見回した。

　東西南北――その四方それぞれに、夜景を背にした影が四つ。

　マフィアみたいな帽子に、夜景の光を透すかして煌きらめく金色の髪。細身のスーツ。

　大きな鎌かまと、長い髪。裾すその翻るチャイナ服。

　ウェーブを描えがく銀色の髪と、着き崩くずした着物。細い煙管キセルから流れる紫し煙えん。

　それから、とっても大きくて長い、うねる身体からだ。

　そのシルエットでわかった。

　――来てくれたんだ。あんなにひどいこと言ったのに……。

「……みんな……っ！」

　零さんの下をすり抜け、ベッドを離れる。

　正面にいたベルフェゴールさんに駆かけ寄ると、さも嫌そうに顔を顰しかめられてしまった。

「……ベルフェゴールさん……？」

　――やっぱり怒おこってる……！

　思わず後退しかけた肩を引き寄せられ、その肩になにか温かいものが被かぶせられる。

「クソ女！　なんだ、その露ろ出しゆつ狂きようみてぇな服は！　まったく。だから人間の女は……！」

　やっと暗くら闇やみに慣れてきた目を凝こらす。

　すると、脱いだジャケットを着せかけられているのだと気づいた。

「ありがとう、ベルフェゴールさん」

「やかましい！　礼なら、あとでまとめて聞いてやる。助けを呼ぶなら、もっと早くに呼べ。それと、人の名前を呼び捨てにするな。それよりなにより、なんで俺様の名前が二番目なんだ。不ふ愉ゆ快かいだ」

　――うわぁ。なんか久々に罵ば倒とうされてしまいましたよ、お母さん！

　でも、それが妙みようにうれしい。

　そんな感かん慨がいに耽ふける暇ひまもなく、横から力強いタックルを受ける。

　――なっ、なに!?

　ビビる間まもなく、それが人型になったナージャなのだとわかった。

「なんだよ、リンリン！　なんでオレに抱きつかないんだよ！　最初にオレの名前呼んだくせしてひどいじゃんか！　うわぁああああん！」

　――えー。まさかの本気泣き!?

「あ、ご、ごめんっ！　立派すぎる龍りゆうの姿だったから、なんか躊ちゆう躇ちよしちゃって、それにベルフェゴールさんのとこが一番近かったから……。た、他意はないよ！」

　慌あわてて言い訳をすると、ナージャはそれまでとは別人のような顔で笑みを浮かべた。

「そっか！　だよな！」

　暗闇の中だっていうのに、白い歯がキラリと光を反射する。

　――くっ！　相変わらず眩まぶしすぎるよ、この神様小こ僧ぞうは！

「いつ、私が呼び捨てにしていいと言いましたか？　まったく。まぁ、どうしてもと、土ど下げ座ざして泣いて頼むなら、今後は呼び捨てにされるのもやぶさかではありませんが」

「いいえ、黄泉様。慌てていたとはいえ、とんだご無ぶ礼れいを……」

　以前からご所しよ望もうだった『様づけ』をすると、黄泉さんは鷹おう揚ように頷うなずいた。

　予期したとおり、ラストのクレームが入る。

「ちょっとちょっと、真鈴ちゃん。なんで僕のこと呼ぶの最後なわけ？」

「ごめんね、茨木。来てくれてありがとう。私、あんなにひどいこと言ったのに……」

「みんな、真鈴ちゃんが本気で言ったなんて思ってないよ。前に言ったでしょ？　真鈴ちゃん、噓ついたり言いにくいこと言う時、わかりやすいって。あんなに瞬まばたきしてたらバレバレだよ。でも、それもかわいいから許してあげる～。それに何度も同じ布団ふとんで眠った仲だしねぇ」

　茨木の一言に、ほかの三人が揃って文もん句くを垂たれる。

「おい、変態野郎！　不ふ可か侵しん協定はどうしたよ？　あぁ？」

「変態行為は別の対象相手にしてもらえませんか？　あなたとのシェアだけはお断りです」

「この変態ジジィ！　いつの間にリンリンと同じ布団で何回も寝たんだよ！」

　――見事なまでの変態呼ばわりだ。茨木の立場って……。

　思わず同情してしまう。

「変態変態って、ひどくない？　気分を害したから、絶対に教えな～い」

　しかし、茨木の言い分を聞いて、私は微かすかに芽め生ばえた同情心をあっさり引っ込めた。

　――まったく、私の家と累かさねさんの家での二回のことだって気づこうよ、みんなも。

　真っ暗だった部屋に、突然明かりが灯ともった。

　目をしばたいていると、視界の隅すみに白い人影が映うつり込む。

　髪も服も乱れ、いつもとは違う人みたいになった零さんだ。

　幽ゆう鬼きのようにゆらゆらと近づいてくる。

「……ほらね。やっぱりさっさと殺しておくべきだった。真鈴ちゃんのお願いだからって、聞き入れたのは間違いだったな。……なんか詰つめが甘いんだよねぇ、僕は」

　零さんはクスクスと笑うなり、右手を閃ひらめかせた。

　白い光の矢が、飛んでくる。

「だめ！」

　私は四人の前に立ち塞ふさがり、両手を広げた。

　私の身体に、何十本もの弓矢が突き刺さる。

「バカ！　なにしてんだよリンリン！」

「バカかテメェは！　どけ！」

　ナージャとベルフェゴールさんにバカ呼ばわりされ、茨木と黄泉さんにそれそれ両肩を摑んで引き戻される。

「真鈴ちゃん、なにしてんの！」

「血迷いましたか、林りん藤どう真鈴！」

　もし私の考え違いだったら、死んでたと思う。

　――でも、合ってた。












「平気だよ。ほら」

　心配するみんなに向かって、私はベルフェゴールさんが貸してくれたジャケットを半分脱いで見せた。

　白いウエディングドレスには、傷ひとつついていない。

「まぁりんちゃん……君は……」

「零さんが言ったんだよ。『私への攻撃はできないように設定した』って」

「……あれは、使い魔からの攻撃のことだよ。本体の僕までそうとは限らないだろう？」

　私は首を横に振った。

「……同じだよ。零さんは絶対に私の身体を傷つけたりなんかしない。――できないんだよ。私が、林藤真綾の娘である限り」

　何度も違う名前で呼ばれてわかってしまった。

　零さんが、一番欲しいものはなんなのか。

　卑ひ弥み呼ことの約束は、それは確かに大事だったんだろう。

　だけど、その約束を果はたす過程で、零さんはそれ以上に大事なものを見つけてしまった。

　――私のお母さんだ。

　あんなふうに名前を呼ばれれば、どんなにそういうことに鈍にぶい私にだってわかる。

「本当は世界なんかいらないんだよね？　お母さんさえいれば、それでよかったんでしょう？」

　零さんは、イヤイヤをするように首を横に振った。

「……ちがう。違うよ」

「違くないよ。わかるもん」

「……ちがう。ちがう、ちがう、ちがう！」

　そう叫ぶなり、早口で呪文を唱え指し揮き者しやのように両手を閃かせる。

「なにをしたの……？　零さん……」

　問いただすと零さんは、力なく笑った。

「……なんだか疲れた。もういい。いらないよ。手に入らないなら、全部壊して終わりにする」

　昨日きのう、夜景の中に浮かんだ火の手が、蘇よみがえる。

「零さん……まさか……」

　零さんは陶とう酔すいしたような笑みを浮かべた。

「うん、そのまさか。もういいかなって思って。さすがの僕でも、全世界を一瞬じゃ無理かな。……でも、一〇分もあれば、世界中に今送った力が行き渡る。そうすれば、終わるよ」

　ところどころではない、真っ赤な夜景が脳のう裏りをよぎった。

　それも、魔界だけじゃなく、人間界もだ。

「なんでそんなこと……」

「だって、真鈴ちゃんも、真綾も手に入らないんだ。こんなに待ったのに、なにひとつ手に入らない。そんなのひどいでしょ？　もうね、捜すのも待つのも嫌なんだ。すごく疲れた」

「取り消して。今の呪文を取り消してよ。ダメだよ、こんなの」

「取り消したら、真鈴ちゃん、なにかしてくれるの？」

「そういう問題じゃないでしょ！」

「そういう問題だよ。でも真鈴ちゃんが嫌なら、自分で解除すればいい。今回の魔法は時限爆ばく弾だんみたいなものだ。解除の方法があるよ。――真鈴ちゃんにできるなら、だけどね」

　零さんは踵きびすを返してベッドに戻ると、そこにどさりと腰を下ろす。

「どうする？　あと一〇分だよ。――もう九分かな……」

　攻こう撃げきする気はないみたいだけど、解除方法を教えてくれる気もないらしい。

　燐りんのような青白い炎を揺らめかせ、全身で世界中を拒きよ絶ぜつしているみたいだ。

　――どうしよう？　どうすれば……。

　脳をフル回転させるけど、解除方法なんてわからない。

　サイドテーブルの上の時計は、刻一刻と針を進めていく。

　――思い出して。なんでもいいから。

　零さんとの会話にヒントはなかった？　なにか……なにか……。

　ふいに黄泉さんが言った。

「林藤真鈴、手を出してください」

　――……え？

「やはり、手は結構です。面倒ですから」

　見上げてぽかんと開けた口の中に、ぽいっとなにかを放り込まれた。

　――えええ？　なに、今の……？

　まさか毒だとは思わないけど、相手はあの黄泉さんだ。

　ごくりと息をのむと、甘い香りが鼻び腔こうを衝ついた。

　――これ、チョコだ。

　もしゃもしゃ食べて飲み込む。舌の奥と喉のどを、心地よい甘味が通り抜けていった。

「……おいしい」

　黄泉さんは、満足げに頷いた。

「考え事をする時には甘いものがいいのでしょう？　魔界中国きっての、菓か子しメーカーのチョコレートです。おいしくないわけがありません」

「うん。ありがとう、黄泉さん」

「……礼などいりません。以前もらった分を返しただけです」

「うん。それでもありがとう」

　お礼を言うと、黄泉さんはぷいっと横を向いてしまった。

「デレてるデレてる……うふふふふ～」

「そこの変態吸血鬼、少し――というか、永遠に黙っていていただけませんか。なんなら、品性のかけらもないその口を切り落として差し上げましょうか？」

　黄泉さんは一瞬で、いつもの辛しん辣らつ口調を取り戻し、大鎌を構えた。

　茨木はその攻撃をするりと躱かわし、ベルフェゴールさんの後うしろに隠かくれた。

「変態野郎、俺に触るんじゃねぇ！　腐くさるだろうが！」

「えー。いくら潔けつ癖ぺき症しようだからって、あんまりじゃない？　繊せん細さいな僕の心が傷つくよ？」

「鋼鉄でできたみたいなテメェの心臓に、傷なんかつくわけねぇだろうが！」

「ひどーい。鋼鉄じゃないよ。ガラスだよ～」

「「「黙れ」」」

　茨木以外の三人が、憮ぶ然ぜんと言い放った。

　慇いん懃ぎん口調の黄泉さんまで、みんなに釣られて雑な口調になっている。

　こんな時だっていうのに、みんなは相変わらずだ。

　私も釣られて口元が緩ゆるむ。そうしたら、チョコレートの残り香がが口の中いっぱいに広がった。

　心が落ち着きを取り戻もどし、頭が冴さえはじめる。

　黄泉さんのチョコレートと、みんなのおかげだ。

　――守らなきゃ。

　そう思った。

　まだまだ、この人たちと一緒にいたい。いなくなってなんてほしくない。

　多美ちゃんや累さんにだって会いたいし、閻えん魔ま様やチョスンサジャさんたちの無事だって確認してない。

　タマ君を彼の王国に帰してあげたいし、それに――零さんにだって、生きててもらわなきゃ困こまる。

　――生きててくれなきゃ、文句だって言えないんだから。

　みんなの顔が、次々と脳裏を駆け抜けていく。

　けれど、その中のいくつかは記憶の片隅にとどまり、なにか喋っている。

　なにか言っているけど、声は聞こえない。

　私は意識を集中させて、その声に耳を澄すます。

『はっきりはわからないのですが、高度に関係があるのではないかと思います』

『彼にとって距きよ離りはなんら問題ないようですから、あの時高さで術の呪じゆ縛ばく範はん囲いを脱だつしたのではないかと思われます』

『魔法なんてその程度のものだよ。なにもないところから、なにかを出現させられるわけじゃない』

　それから、ついさっき聞いたばかりの、ベルフェゴールさんと茨木のやりとりだ。

『鋼鉄でできたみたいなテメェの心臓に、傷なんかつくわけねぇだろうが！』

『ひどーい。鋼鉄じゃないよ。ガラスだよ～』

　バラバラだった言葉が、整然としたものに変わっていく。

　――なにか、わかりそう……。

　あたりを見まわし、必死に脳を回転させる。

　――なんでもいい。情報を頭に叩き込まなきゃ。

　目に映るのは、ステンドグラスの目隠しがなくなった夜景――。

　遠くまで見渡せる景色だ。

　――今、なにか……。

　心に浮かぶ単語を声に出してみる。

「鋼鉄。高さ。高い鉄塔。……この塔にこだわる零さん。それから……」

『なにもないところから、なにかを出現させられるわけじゃない』

　零さんの言葉が蘇る。

　その言葉を言い換えてみる。

　――じゃあ、なにか元になるものがあれば、なにかに変える――もしくは代えることができる――そういうこと？

　零さんが苦手で、それを補おぎなって増ぞう幅ふくするもの。それをなくしてしまえばいいってこと？

「……みんな、お願いがあるんだけど聞いてくれる？」

　四人を見上げる。

「もったいぶってねぇで、早く言え」

「……いいでしょう。乗りかかった船です」

「なぁに、真鈴ちゃん？　聞いてあげるよ」

「なんだ、リンリン？　オレがなんだって叶かなえてやるよ！」

　四人はそれぞれに頷いてくれた。

「あのね。この塔とうを――東京タワーを壊したいの」
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　ナージャに乗せてもらって下に降りた私は、不ぶ気き味みな白と黒の光を放つ東京タワーを見上げた。

「乗りかかった船の船長は、無理を言いますね。まぁ、そんな人だから、船も沈みかけるんでしょうけど」

　自慢の大鎌を携たずさえた黄泉さんが憮然と言い放つ。

「うん、ごめん……。でも黄泉さんなら、できると思って」

　黄泉さんは呆あきれたようにため息をついたあと、ふいににっこりと微笑ほほえんだ。

　――うわ。黄泉さんが笑ってる……！　うれしいけど、ちょっと怖っ！

「そうですね。こんな巨大な塔の脚を切ることができるのは、私くらいのものでしょうね」

　さも当たり前のように言って、鎌を構える。

「では、参まいります」

　黄泉さんは、そう言うなり鎌を横に構えて走りだす。

　それは尋じん常じようじゃない速さで、滑すべるように四本あるタワーの脚それぞれに輪のような線を刻んでいく。

　わずかに汗あせばんだ顔で戻ってきた黄泉さんは、少し乱れた髪をかき上げながらぞんざいに言った。

「できましたよ。次は誰の番です？」

　黄泉さんの言葉を、ベルフェゴールさんが引き取る。

「この塔を呪縛すりゃいいんだろ？　そんなのはこの俺様にかかりゃ、一瞬だ」

　ベルフェゴールさんが、白い手袋を外はずし塔の脚に触れる。

「見てやがれ！」

　ベルフェゴールさんが、長い長い呪文を唱える。

　すると白と黒だった塔が、その脚あし下もとから徐々に色を変えていく。

　ジワジワと色を変えた塔は、三十秒とかからず、その姿を塗り変えた。それは、あのスライムの時のような――ベルフェゴールさんの瞳と同じ、キレイなグリーンだった。

　ベルフェゴールさんは鉄柱から手を離して振り向き、満足げな笑みを浮かべる。

「そら、やってやったぞ。で、どうするんだ？」

　茨木が手を挙あげながら進み出る。

「はーい。お次は僕の番だよ。じゃ、上に移動しよっか」

　そう言うなり、茨木は打うち掛かけをはためかせ、ぐんぐんと上じよう昇しようしはじめる。

「お願い、ナージャ。乗せてくれる？」

「おう！」

　ナージャは私を抱きかかえて、茨木のあとを追う。

　続いて、ベルフェゴールさんと黄泉さんがついてきた。

　鉄塔の最上部にある避ひ雷らい針しんの先端に下り立った茨木が、すっと背筋を伸ばしピタリと動きを止める。

「……茨木、大丈夫？」

　茨木は、私を見てふんわりと微笑む。

「そんな顔しないの。『聞いてあげる』って言ったでしょ？　ちょっと大きめだけど、まぁ、なんとかなるでしょ。時間ないみたいだから、急ぐね。――ハッ！」

　両手を大きく広げた茨木の指先から、銀色の糸の束たばが勢いよく飛び出し、うねるように下か降こうしていく。

　それはキラキラと光りながら、絡からまり合い、大きな大きな蜘く蛛もの巣すを象かたどっていく。

「……もうちょい、だよねぇ？」

　茨木が大きく息を吸い込んで力りきむと、塔を囲む状態で広がった巨大な蜘蛛の巣は、風ふ呂ろ敷しきのように東京タワーを包み込んだ。

　茨木は深い息をつき、指先から切り取った糸の先端を、私に向かって差し出してくれた。

「はい。真鈴ちゃん。ご要望どおりの東京タワー包み。せっかくだから、中身が見えやすいように『前結び』にしといてあげたよ。剝き出しの部分には気をつけてね。ベルりんの封ふう印いん魔力に触ったら危ないから」

　差し出された取っ手状の部分を、巨大な歯に引っかけたナージャが唸うなり声を上げる。

「危ないんなら、全部包む『一本巻き』とかにすりゃいいだろ！　さては力不足で、全部包めるほどの量を出せなかったんだろ？」

　――『前結び』とか『一本巻き』とか、おそらく風呂敷の包み方の名称だと思うんだけど、和風な茨木はともかく、なんでナージャまでそんなことに詳くわしいんだか。

　でも、今はそんなことにかかずらってる場合じゃない。

「違うの、ナージャ。特別展望台の部分は開けておいてって、私が頼んだの」

　私の言葉にナージャは、「そんならいいけどよ」と拗すねたように呟いた。

「すごく重いと思うけど、大丈夫、ナージャ？」

　そう声をかけたら、一転して元気いっぱいな声が返ってきた。

「おうよ！　オレ様を誰だと思ってんだよ！　こんな塔くらい、楽勝だっつーの！　んじゃ、リンリン、しっかり摑まってろよ？」

「うん！」

　ナージャはガチッと歯を食いしばり、垂すい直ちよくに上昇をはじめた。

　けれど重い鉄塔は、そう簡単には持ち上がらない。

　ナージャの上昇は、蜘蛛の糸の取っ手が伸びきったところでぴたりと止まってしまった。

「ぐぐぐぐぐ――！」

　食いしばった歯ぎしりと一緒に、ナージャの声が漏れ聞こえる。

「ナージャ、がんばって」

「ぅおうっ！」

　ナージャのくぐもった返事とともに、再び上昇がはじまる。

「やった！　動いた！」

　私は、ナージャの大きな爪つめを叩いて、思わず声を上げた。

「じゃあ、お願い。東京湾に急いで！」

　ナージャは大きな雄お叫たけびを上げると、口元に東京タワーをぶら下げたまま東京湾に向かって宙を泳ぎはじめた。
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「ここらでよいのではありませんか、林藤真鈴」

　黄泉さんの声に、全員が飛行を止める。

「うん。ありがとう、ナージャ、重かったでしょう？」

「おうお！」

　どうやら、『おうよ』と答えてくれたらしい。

　みんな、よく私の無む茶ちやなお願いを聞いてくれたと思う。

　だから、私もできることをしなくちゃいけない。

　みんなのためにも、自分のためにも。

　私はみんなを見まわしたあと、ベルフェゴールさんに声をかけた。

「特別展望台のところに、人が通れるくらいの穴、開けられるかな？」

　塔自体は、ベルフェゴールさんの魔力で封印されたままだ。私が勝手に入れそうもない。

　嫌いや味みのひとつも覚かく悟ごしてたけど、ベルフェゴールさんは、私に向かって手を差し出してくれた。それも手袋を外したままの、剝き出しの手だ。

　すかさず茨木がチャチャを入れる。

「ベルりん。潔癖症の接せつ触しよく拒きよ否ひ症しようはどーしたわけ？　真鈴ちゃんだけ特別～？」

「うるせぇ！　テメェは引っ込んでろ！」

「怒られちゃった～」

　――茨木……あんたって人は……。

「緊きん急きゆう事態だ。早くしろ、女。特別に直接連れてってやる」

　ベルフェゴールさんは手を摑んで私を抱き寄せ、そのまま特別展望台へと向かう。

　彼が緑色の薄い膜まくに触れると、その部分に穴が開き、すうっと大きめのドアぐらいの大きさに広がった。

　部屋の中央のベッドには、最後に見た時と同じ状態で零さんが腰掛けていた。その足元には、控ひかえるようにタマ君が丸くなっている。

「おい、さっさと片つけてこい。じゃないと、俺がぶっ殺すからな」

　ベルフェゴールさんは私を室内に着地させて手を離し、顎をしゃくって零さんを指し示した。

「うん。ありがとう、ベルフェゴールさん」

　私はベッドに近づき、零さんに声をかける。

「解除方法って、この塔の破壊だよね？」

　零さんは私を見上げてクスリと笑った。

「うん、そう。どうしてわかった？」

「この塔にこだわってたから。それに魔力は高度に弱いって聞いたから。ある程度の高さからなら、魔力を伝でん播ぱさせやすいんじゃないかと思ったんだ」

　タマ君の受け売りだけど。

「だからね、その塔を壊しちゃえばいい。それも深いところに沈しずめちゃえば、もう魔界征せい服ふくなんかできないんじゃないかなって思って」

「うん、正解」

　私は頷いてみせた。

「よかった。それじゃこの塔は、私が分解しちゃうね」

「どうやって？」

「零さんは、私には力があるって言ったよね？　お母さんと零さんの娘だからって。だからね、その言葉を信じてみようと思う。その力っていうのは、十六歳の誕生日に、覚かく醒せいするんだよね？　だったら、もう使えるはずだから」

　サイドテーブルの上の時計は、着実に進んでいた。

　零さんが言った時間まで、あと一分もない。

　――急がなきゃ。

　私は額ひたいに全神経を集中させた。

　卑弥呼にあったという天てん眼げん――それが私にもあるのなら、あの痣がそうだというなら、できるはずだ。

　現に累さんのところに行った時、その予よ兆ちようがあった。

　右手が光って、累さんの暴ぼう走そうを止めることができた。

　――大丈夫、できる。絶対できる。

　自分に言い聞かせるように繰り返すと、本当に大丈夫な気がしてくる。私って単純だ。

　額が熱くなり、次いで右手が光りはじめる。

　――きた！

　私は床に膝ひざをついた。

　――大丈夫、できる。元の形にバラしてあげればいいだけなんだから。

　元の形をイメージする。

　組み上げられる前のただの鉄鋼。それから、鉄鋼にされる前の姿を浮かべた。

　それはあくまで噂うわさで、公式な発表ではない。遠い昔に見学した時、担任の先生が教えてくれたものだ。それに、魔界の建物が、人間界と同じ経けい緯いで造られたとも思えない。

　でも、今はそう思い込むしかなかった。

　そうと信じて、力を使うことが最優先事項だ。

　集中するために、私はすべてを言葉にする。

「東京タワーの鉄筋の材料は、鋼鉄。そのうちの半分以上は、米軍の払い下げ戦車。それをイメージして、その形に戻せばいい。それだけ！　――お願い、戻って！」

　言葉と同時に、光を放つ手のひらを、床に叩き付ける。

　全身がビリビリと痺しびれ、感電したみたいになる。

　思わず離れそうになった手を、誰かの手が上から押さえ付けてくれる。

「バカ女！　肝かん心じんなとこで離してんじゃねぇ！」

　ベルフェゴールさんだった。

「まったく、手のかかる……。ここで踏ふん張らないで、いつそうする気です？」

　その手に、黄泉さんの手が重ねられる。

「ナーくんが、絶対にやりとげろって。脂あぶら汗あせ垂らしてそう言ってたから、聞いてあげてね、真鈴ちゃん」

　一番上に、茨木の手が重ねられた。

「……うん。やるから。絶対やれるから」

　私は三人を見たあと、天てん井じようを見上げた。

　――ナージャ、重いのにごめんね。待ってて、すぐに終わらせるから！

　三人の手をすり抜けて、光が逬ほとばしる。

　――崩れて、お願い！

　全身全霊を込めてそう祈った瞬間、足元がぐらりと揺れた。

　チラリと時計を見やる。

　時計の秒針は、五十秒のあたりを指している。あと十秒しかない。

「お願い、崩れて！　お願い！」

　突然足元が四方八方に裂さけ、大きな塊かたまりとなって上下に揺れる。

　そのうちのいくつかは、戦車の形をしていた。

　――もしかして……できた？　間に合ったの……？

「真鈴ちゃん、グッジョブ！」

　茨木が、多美ちゃんばりのサムアップサインを寄越す。

　――茨木、やっぱり、そういう言葉わかるんじゃない。

　喜ぶ間もなく、足元がなくなり落下しそうになる。

「……きゃ……」

　助けてくれたのは黄泉さんだった。

「摑まりなさい、林藤真鈴」

　腰に手を回して抱き寄せられる。

「やむなくお貸しします。摑まって腰掛けて……そう」

　黄泉さんが、命より大事そうだった鎌に乗せてくれた。自分は鎌がなくても浮いていられるらしい。

「ありがとう、黄泉さん」

「どういたしまして」

　特別展望台は、ボロボロになってしまった。

　床のあちこちから、遙はるか下に東京湾の水面が見える。

　そこに崩れた瓦が礫れきや戦車が落下しては大きな飛沫しぶきの王冠をつくっている。

　天井も崩れはじめ、頭ず上じようからいろんなものが降ってくる。

　魔力をかけられているからなのか、普通よりも落下のスピードが遅おそい。

　まるでスローモーションの映像でも観みているみたいだ。

　けれど、着々と足場は消え失せ、建物自体が消しよう滅めつしていく。

　――早く、ここから出なくちゃ。

「やっぱり、真鈴ちゃんは、卑弥呼ちゃんの血を引く真綾ちゃんの娘だね。覚醒したてでこんな力が使えるなんて思わないよ、普通。――あぁ、でも僕の娘でもあるから、当然か」

　中央に残ったベッドの上の零さんが静かに言った。

「零さん、飛べるんでしょ？　とにかく、ここから出よう。ね？」

　零さんは立ち上がる気配もなく、静かに首を横に振った。

「零さん、早く！」

「……もういいや。なんかどうでもよくなっちゃったし。もう生きててもおもしろいことなんかなさそうだし。偽ぎ名めいのとおりになっちゃったよ。なんにもない、ゼロだ」

「なに言ってんの？　そんなの許さないよ！　悪いことしたんだから、閻魔様に怒られたらいいんだよ、零さんは」

「うん、それもおもしろそうだけど……やっぱりいいや。めんどくさいし。じゃあね、真鈴ちゃん」

　零さんとタマ君を乗せたベッドが、足場をなくし落下しはじめる。

「零さん！　タマ君！」

　手を伸ばしたら、黄泉さんの鎌から落ちそうになってしまった。

「しっかり摑まっていなさいと言ったでしょう！　あなたは！」

「クソ女、押し潰つぶされたくなきゃ、ここを出るぞ！」

「ほら、真鈴ちゃん。こっち」

　茨木に大鎌ごと、誘ゆう導どうされる。

「だめ、待って！　零さんとタマ君が……！」

「バカ言ってんなよ、リンリン！　こっち来い！」

　上で塔を吊つり下げていたはずのナージャが、私を鎌ごと抱かかえ込む。

　どうやら塔自体が自力で浮き、最さい期ごの時を迎えているらしい。

「ナージャ、零さんを助けて、お願い！」

「バカ言うな！　届くかよ。それにあんなヤツ……！」

「でも、お母さんが好きだった人なんだよ！　助けてくれないんなら放して、お願い！」

「ダメだ！」

「ナージャ……！」

　ふいに、頭の中に声が飛び込んできた。

『真鈴様、マーリン様を助けたいですか？』

　高いソプラノは、猫の時のタマ君の声だ。

「うん！　助けて、お願い！　死なせないで」

『では、自分と契けい約やくをしてください、真鈴様』

「わかった！　するよ！　だから零さんを助けて！」

『成約！　承知しました、真鈴様』

　――タマ君、お願い！

　祈る気持ちで、眼下の暗い海を見つめる。

　ガラガラと崩れ落ちる瓦礫の山と、高く上がる水みず飛沫しぶき。

　最後に残った避雷針が、すっと水面に突き刺さって沈むのと引き換えに、なにかが水面から飛び出してきた。

　――なに、あれ……？

　ぐったりとした零さんらしき人物を背中に乗せて近づいてきたのは、背中に鳥のような羽根を生はやした黒くろ豹ひようだった。

　――いや、でも、豹じゃなくて……もしかして……。

「タマ君!?」

「ご命令どおり、マーリン様をお連れいたしました」

　その声は、人の姿の時のような低くて渋しぶいものだ。

　――タマ君、小型猫と大型猫と人と、三段階変身できちゃうわけ!?

　タマ君の背中の上で身を起こした零さんが、濡ぬれた髪をかき上げる。

「……タマくん。君に裏切られるとはね」

「申し訳ありません。勝手ながら多重契約をさせていただきましたので、新規契約者の方のご要望が優先案件となります」

「……まあ、もともと、強制的に従したがわせていただけだしね。仕方ないか」

　零さんは自じ嘲ちよう気味に息をついた。

　タマ君はしょんぼりと頭こうべを垂れ、零さんを背中から下ろす。

　宙に立った零さんは私を見て、少し意地悪な口調で言った。

「真鈴ちゃんさ。式場に使える高い場所なら、同じくらいの高さがあるエッフェル塔や、もっと高いトロントタワーや、エンパイアステートビル――ほかにいくらだってあるよ。僕が今度はそれを使ったら、それ全部壊してまわるつもり？」

「ううん。だって、零さんはもうそんなことできないし、させないよ」

　私は零さんの後ろに目を向ける。

「魔術師、マーリン・レイ」

「あなたを大たい逆ぎやく罪ざいで逮たい捕ほします。おとなしく投降しなさい」

「さもなくば、この場で一いつ斉せい攻撃を開始し、二度と転てん生せいできぬよう処分いたします」

　響き渡る声は、チョスンサジャの三人のものだ。彼らは、軽く千人を超すだろう魔界警察だか魔界軍隊らしき制服の一団を従えて、私たちを包囲していた。

　零さんはため息のような声を漏らす。

「自分の父親を売る気？」

「……私には、父親なんていないよ。いるのはお母さんだけ」

「ひどいな……。一度は婚約までした仲なのに」

　私はなにも答えられなかった。
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　魔力を抑おさえるという拘こう束そく具ぐを使って連行された零さんは、ふと足を止めて私を振り返った。

「真鈴ちゃん、ちょっといい？」

　ちょいちょいと手て招まねきされる。

　ナージャたちは心配して引き留めようとしたけど、私はかまわず近づいた。

「真鈴ちゃん。額見せて？」

　言われたとおりにした。

　零さんは小首を傾げたあと、私の額に口づける。

　温かい唇くちびるが一瞬で離れると、あとには冷たい息がかかったような感触だけ残った。

　なんとなくその部分に触れてみる。

　零さんはにっこりと笑った。

　その額に、私の額にあったのと同じ痣あざが浮かび上がる。

「真鈴ちゃんは嫌いみたいだったから、もらってあげる。――卑弥呼ちゃんとお揃いっていうのも、悪くないしね。力自体は消えないよ。あくまで痣を消しただけ」

　それからね、と零さんは続ける。

「そんなふうに汚くしてちゃダメだよ。真鈴ちゃんはかわいいんだから。ね？」

　しゅわっと煙に包まれたかと思ったら、ボロボロのドレスから、元の制服姿に変わっていた。足元もお気に入りのローファーだし、背中にはいつものリュックまである。

「ありがとう。……でも、零さん。拘束具で魔法使えないんじゃないの？」

　私の言葉に、零さんを連行しようとしていた人たちが色めき立つ。

　零さんは降参するように開いた手のひらを挙げ、微笑んだ。

「僕を誰だと思ってるの？　マーリン・レイだよ？　こんな拘束具なんか、ないも同然でしょ。逃げるのも面倒だから、いうこと聞いてあげてるだけだよ。真鈴ちゃんとの賭かけに負けちゃったしね」

　私は零さんを見上げた。

「あのさ、魔界の実刑って何年くらいなの？」

「さあ。どうかな？　テロは重罪みたいだし、東京タワー占せん拠きよもそうだし……。禁固千年くらいじゃないかな」

　――そんなに……？

　口をパクパクさせていたら、ポンと肩を叩かれた。

「甘いな。この閻魔に怪け我がを負わせて、千年ごときで済むはずがないだろう？　最低でも三千年だ」

　勝ち誇ほこったように言ったのは、閻魔大王様だ。振り返った私は、そのおでこに貼はられた絆ばん創そう膏こうを見るなり、噴き出しそうになってしまった。

　――だって、あれ。絶対、裁判所で顔面から突き倒された時の傷だ。

　重傷だったら笑えないんだけど、軽傷みたいなのでついつい顔が緩ゆるんでしまう。

「なにを笑っているのかな、林藤真鈴」

「あ、いいえ、なんでも……！」

「まぁいい。この閻魔を助けにきてくれたそうだからね。感謝しよう」

　私は思いきって尋たずねてみた。

「あの……本当に三千年も……？」

　閻魔様はさも当たり前だといわんばかりに頷いた。

「そうだね。本当なら八つ裂きにしてもいいんだけど、それだと逆に喜ばれそうだからね。誰にも面会できない退屈な場所に、飽あきるほど閉じ込めることにするよ」

　――それじゃ、もう会えない……。

　そんな私の言葉を読み取ったかのように、閻魔様は笑って言い足した。

「ずうっと、面会謝絶にしようと思ったけど、君の救助活動への感謝を表して、五十年経たったら面会はできるようにしてあげるよ。それがこの閻魔にできる情じよう状じよう酌しやく量りようってやつだ」

　閻魔様はそれだけ言って、スタスタと去っていってしまった。

「「「そういうことで、引っ立てろ！」」」

　チョスンサジャの三人は、そう言い捨てて閻魔様のあとを追っていく。

　私は、連行される零さんに声をかけた。

「待って」

「うん？」

　零さんがゆっくりと振り向く。

「五十年経ったら、面会に行くよ。私はすっかりおばさん通り越しておばあさんかもしれないけど、でも私に娘とか孫とかがいたら会わせてあげるよ。――もちろん、結婚はさせてあげないけどね」

　零さんは一瞬だけ目を見開いて、それからふわりと微笑んだ。花が綻ほころぶような笑みだ。

「じゃあ、五十年後にまた会おうか、真鈴ちゃん」

「うん。じゃあね」

　心の中で『お父さん』と付け足した。

　本当は、零さんの言うとおり、自分の名前が『マーリン』から取ったものでもあることはわかっていた。

　お母さんが私を呼ぶ時、私だけではなく、どこか遠くを見ていることがあったから。

　でも。本当にそう呼ぶのは、次に会えた時にしようと思う。
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　翌日。招しよう集しゆうを受けた私たちは、魔界裁判所に出頭した。

　燃えてなくなったはずの魔界裁判所は、あっという間に再建されていた。

　ただし、あくまでそれはハード部分の話だ。

　零れいさんの言っていたとおり、書類関係などのソフト部分の修復にはまだまだ時間がかかるみたいだ。所内を走りまわる係の人たちを見れば、想像にかたくない。

「ふざけんな！　なんっで、ボランティア続行なんだよ！」

「……確かに。冗じよう談だんは大たい概がいにしていただきたいものですね」

「真ま鈴りんちゃんと旅ができるのは楽しいからいいけど、ボランティアはねぇ」

「オレは別に解除なんかしなくていいぜ！　リンリンとずっと一緒にいられるんならな！」

　閻えん魔ま様の判決を聞くなり、怒ど号ごうとチャチャが飛び交う。

　魔物の皆さんは、今日も無む駄だに元気だ。

　言い渡された内容は、以前とほとんど一緒。契けい約やく解除の対価として各種ボランティア活動に従事しろというものだ。

　黄よ泉みさんが律りち儀ぎに挙手してから質問した。

「テロを鎮ちん圧あつして、犯人を捕とらえれば、ボランティアは帳消しになるという約束ではありませんでしたか？」

　――確かに！

　閻魔様と、今日のお付き当番らしいサジャじゃさんは、さも重そうに首を横に振った。

「なにをバカなことを。この閻魔が約束を違たがえるとでも？　約束どおり、以前の契約は、解約手続きが済んでいる。――まあ、書類も紛ふん失しつしてしまったしな」

　――やっぱり。

「だが、今回の指令は、それとは別のものだ。まず、君たち全員、営業許可なく、人間の林りん藤どう真鈴を乗せて空を飛んだね？　監かん視しカメラにも映像が残っているから、言い逃のがれはできないよ」

「っざけんな！　あれは、緊きん急きゆう事態だからだろ！　あのキザ野郎の暴ぼう挙きよ止めるのに、仕方ねぇじゃねぇか！」

　――ベルフェゴールさん、舌抜かれないように、まろやかにいこうよ、まろやかに！

「そうだね。一応その点も考こう慮りよしたよ。だから四件分の違い反はんを一件分にしてあるんだ。ありがたく思うといいよ」

「でも、閻魔ちゃん。どうしてほかに五件もボランティア活動が必要なわけ？」

「そーだよ！　そんならその違反分の一件だけ片付けりゃ、いーんだろ？」

　茨いばら木きとナージャが詰つめ寄ると、やはり閻魔様は首を横に振った。

「だから、それは新しい契約だと言ったろう？」

　――え？　どういうこと？

　閻魔様は、手元にあった書類を持ち上げて読み上げる。

「人間の林藤真鈴ならびに、悪魔のベルフェゴール、死神の黄泉、吸血鬼の茨木、龍りゆう神じんのナーガラージャ、それからケット・シーのタルタニア・マンデリール。君たちに課せられた課題は六つ。うち一件は、違反行為による罰ばつ則そくとして。残り五件は、多重契約の解除として。キリキリと課題クリアをしてください。以上」

　あたりが一瞬静まりかえる。

　――え？　今、なんて……？

　なんで新規契約が……？　でもって、なんでタマ君の名前がここに……？

「自分、契約解除は本心ではないのでありますが、真鈴様のお身体からだに契約サインが残るなぞ、申し訳が立ちませぬゆえ。せめてほかの方の四件を解消し、自分だけ専せん属ぞく契約にさせていただければと！」

　野太い声に目を向けると、いつの間に座っていたのか、人間の姿をしたタマ君が座っていた。

　ベルフェゴールさんとナージャが、勢いよく立ち上がる。

「テメェ！　なにあとから割り込んできて、わけわかんねえこと抜かしてやがんだ！」

　――だからここ、お白しら州すだってば、ベルフェゴールさん！

「そーだそーだ！　リンリンはオレのもんって、決まってんだよ！」

　――いやいや、決まってないよ、ナージャ。

　それより、なにより！

「タマ君、なんでここに？　それに契約って……？」

　タマ君は切れ長の目を見開き、ショックを受けたような顔で私を見た。

「……まさか、お忘れですか、真鈴様。マーリン様をお救いするよう命めいを受け、その時に契約をしてくださったではありませんか……！」

　――そうだった――っ！

　テンパッてたからナチュラルに受け容いれちゃったけど、あれって、そういうことだったのか！

　チラリと、スカートの裾すそを捲めくってみると、もともと右腿ももにあった茨木の契約サインのほかに、左腿にかわいい肉球のサインが増えている。

　――もしかしなくても、これってタマ君の……!?

　そこでさらに嫌いやなことに気づいてしまった。

　ほかの四人のサインは、零さんが消してくれたはずだ。閻魔様だって、あの契約は解除されたって、確かにそう言った。

　――じゃあ、なんで、ここにサインが入ってるわけ？

　ネクタイを引き抜き、恐おそる恐るブラウスの胸元を覗のぞいてみる。すると、インドっぽい文字のサインが……。

　――あったぁああああ……。

　私は椅い子すからずり落ち、その場にへたり込む。

　この分だと間違いなく、ベルフェゴールさんと黄泉さんのもあるんだろう。

　嫌な記憶が蘇よみがえる。

　東京タワーを切断して運ぶ際、確か四人に『お願い』をして、いうことを聞いてもらったような……。

　あの時、突風にかき消されてたけど、確か遠くで『『『『成約』』』』という言葉を聞いたような気がする。

　――思い出したくなかった……。

　それにしても、なんで……。

「なんで、増えてるのよー！」

　叫さけび声も虚むなしく、私たちは新あらたな契約解除の奉ほう仕し活動に従事することとなった。

　振り出しを通り越して、後こう退たい場所からのリスタートだ。

　　　　　[image: ]

　ギャーギャーと罵ののしり合う五人の魔物を引き連れ、裁判所を出る。

　青い空の端はしが、夕焼けでその色を変えはじめていた。

　これからが、魔物の行動時間だ。

　私は揉もめている五人を振り返って声をかける。

「あのさ、今回はやらなきゃいけないミッションが多いし、余裕を持って時間をもらったから、いったんウチに帰ってもいい？　家のこととか学校とか心配だし。心配かけてる人もいると思うから」

　反対されるかと思ったけど、みんなはそれぞれ頷うなずいてくれた。

「ありがとう。じゃあさ、今日は寒いからお鍋なべにしようか？　コタツも出してさ。ね？」

「仕方ねぇから、付き合ってやるよ」

「確かに、休養は必要ですね。少々疲つかれました」

「お鍋、賛さん成せい～。真鈴ちゃん、水みず菜なも入れてね」

「わーい、鍋鍋～！　でもよ、リンリン。鍋ってなんだ？」

　いつもの四人のいつもの連れん携けいセリフに、タマ君の言葉が続く。

「自分、猫舌なので。冷さめてからいただく所しよ存ぞんです」

　思わず噴き出してしまった。

「了解。じゃあ、帰るよ、みんな！」

　私は手を振り上げ、勢いをつけて石いし畳だたみの上を歩きだした。





おわり










　あとがき




　はじめまして＆こんにちは、水みず澤さわななです。

　この本をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　真ま鈴りんと魔物たちの活躍（？）、いかがだったでしょうか？　いろいろ無茶な内容で、一時はどうなることかと思いましたが、なんとか一段落したようで胸を撫で下ろしています。

　寄せ鍋ごった煮風になってしまいましたが、とても楽しく書き上げることができました。なので、読んでくださった皆様にも楽しんでいただけたらうれしいです。




　前作『魔界紳士同盟』で感想をくださった皆様、ありがとうございました！　男性キャラを気に入ってもらえたらいいなーと思っていましたが、真鈴を好きと言ってくださる方もいて、大喜びしております。

　いただいたお手紙による人気順位は、集計したわけじゃないんですけど、アバウトな雰囲気では――１位＝ナージャ。２位＝ベルフェゴール。３位＝真鈴。４位＝茨いばら木き。５位＝零れい。６位＝黄よ泉み。そんな感じでした。

　……黄泉……頑張れ、黄泉……。今回はかなりデレてるので、今後順位が上がることを祈ります。あと、新キャラもかわいがっていただけたらうれしいです。オッサンですが！




　さて。前回あとがきで告知した無料配布の短編ペーパーですが、たくさんのご応募をいただき、本当にありがとうございました！　転送をいただくたびに奇声を上げて喜んでいます。

　配布日程を延長しますので、お申し込み、お待ちしています。ピンクのＡ４用紙一枚を三つ折りにしたシンプルなもので、内容は魔物たちの日常コメディ（『魔界紳士同盟』での真鈴が学校に行っている間の、魔物たちのやりとりなど）です。

　応募方法や宛先は、以下のとおり。







　　〒１０２―８４３１ 東京都千代田区三番町６―１ 株式会社エンターブレイン

　　ガールズコンテンツ局 ビーズログ文庫編集部 水澤なな






宛てでお願いします。






　応募締め切りは、二〇一〇年三月末日、当日消印有効。封筒でもハガキでもかまいません。

　リターンアドレス（あなたのご住所とお名前）の横に、『ペーパー希望』と明記ください。その際、お気に召したキャラや、感想をお聞かせいただけたらうれしいです。

（※本に同封のアンケートハガキでのご応募はできませんので、どうかご了承ください。アンケートハガキは個人情報保護のため編集部保管なので、転送してもらえないものなのです）

　配送は、編集部からの転送をいただくごとに送付予定です。ただし転送タイミングによっては最長一カ月ほどかかる場合がありますので、合計二カ月ほどお時間の猶ゆう予よをください。

　なお、このペーパーに関しては、ビーズログ文庫編集部さんとは無関係です。ご厚意で住所をお借りしているだけなので、お問い合わせなどは、nana.mizusawa@gmail.comまでお願いします。

　発送報告などは、プロフィール欄表記のブログ『水澤なな月記』にてお知らせいたします。

　ご応募、心よりお待ちしております。




　最後に、お世話になった皆さまに感謝の言葉を。

　蘭あららぎ蒼そう史し先生。お忙しいなか、今回も素敵なイラストレーションをありがとうございました！

　真鈴のウエディングドレス姿の表紙にメロメロです。本文イラストを拝見できる日が楽しみでなりません。今後もどうかよろしくお願いいたします。

　それから、執筆の機会を与えてくださった、編集のＵさま、いつもどうもありがとうございます。

　また、この本の制作に関わってくださったたすべての方にも、感謝の意を表させていただきます。校正やデザイン、印刷を担当してくださった皆様。おかげで素敵な本に仕上がりました。本当にどうもありがとうございます。

　そしてなにより。この本を手に取ってくださったあなたに、最高級の感謝をこめて。

　また次巻でお目にかかれますように。それでは！





二〇〇九年十一月　水澤なな
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３月14日生まれ。魚座／Ａ型。
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最近は、海外ドラマ鑑賞にハマっています。




ブログ『水澤なな月誌』。

http://nana-mizusawa.blogspot.com/

よかったら遊びにきてください。
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何年かぶりにプレイしようとしたシューティングゲームのデータが全て消えていました。




もう一度攻略しようとしましたが腕が鈍って無理でした（涙）。
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